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				　グール達の跡を追わせるために放った密偵は、パルパペック軍務卿の予想通り境界山脈に入ってすぐに戻ってきた。

				　報告は「馬車では登れないはずの険しい山脈に、何故か馬車が通った痕があった」という妙な物だったが。

				　まさかダンピールが馬車を特殊なマジックアイテムに作り替えたのだろうか？　いや、そんな事は無いだろう。

				「だが、山脈を越えようとしたのは確実か。ならこれ以上はとても追えないな」

				　報告を受けたトーマス・パルパペックは、吸血鬼から依頼されたダンピールの始末をあっさりと諦めた。

				　元々ダンピールの始末は、彼にとって何としても成功しなくてはならないという訳では無い。

				　失敗しても吸血鬼達が自分を切る事は無いし、命を失う訳でも無い。軍務卿の椅子も、伯爵の爵位も揺るぎない。

				　ただ別の機会で吸血鬼達のリクエストに応え、財務卿の嫌味に耐え、政敵への対応に頭を痛めればそれで十分取り返せる程度の失敗だ。

				　勿論、ダンピールには腹が立っているし、プライドも傷ついた。しかしだからといって採算度外視で始末しようとするほどトーマス・パルパペックという男は若くなかった。

				「そういう訳だ。悪いが、ダンピールの始末についてこれ以上お前達の力になる事は出来ない」

				　だからいつものように部屋に入って来た吸血鬼の使い魔にも、平気な顔をしてそう言った。向こうも、口では自分の事を揶揄しながらも、ダンピールの追跡は諦めるだろうと予想していたからだ。

				　吸血鬼にとっても、あのダンピールを何としても倒さなければならない訳では無いのだろうから。

				『……貴様の推測では、あのダンピールがグールキングで、今もグールを引きつれて山脈の向こうに向かっているのだったな？』

				　だから揶揄では無く、苦りきった口調で質問を返してきたときは若干の驚きを覚えた。

				「そうだが」

				『チッ、面倒な事になった。おい、本当にこれ以上力は貸せないのだな？　何とかならないのか？』

				　トーマスの予想に反して、吸血鬼の声には使い魔越しでもはっきり分かる焦燥が滲んでいた。何か、とんでもない失敗をしてしまったと言わんばかりに。

				『冒険者に依頼を出すなり、例の狂信者を煽るなり、どうにかならんのか』

				「自分でも無理だと思っている事を口にするとは、随分と焦っているようだな」

				　確かに兵や騎士を動かさず冒険者ギルドで依頼を出す分には、金があれば可能だ。しかし、一体どんな物好きが普通に越えるだけでも命がけなのに、途中で幾つ魔境があるか分からない山脈を越え、数百匹のグールと行動を共にしているダンピールを討伐して、そしてまた山脈を越えなければ戻って来られないような依頼を受けたいと思うのか。

				　それこそ伯爵家が傾くほどの依頼料を用意しても、受ける者はいないだろう。

				　狂信者と呼ばれたゴルダン高司祭にしても、彼自身はダンピールを追いたかっただろうが神殿から説得され既に次の聖務の為この地を離れている。

				「一体どうした？　あのダンピールに何かあるとでも言うのか」

				『……貴様には関係の無い事だ！』

				　苛立ちを隠そうともせずにそう怒鳴り返すと、使い魔は空いた窓から外に飛び出して行った。その様子にトーマスは怪訝な顔をしたが、関係無いと言うなら知らないままでいるのが正解かと推測を一旦止めた。

				　吸血鬼と取引しているとはいっても、別に全ての秘密を共有したい訳では無い。寧ろ、知らないでいた方が良い事が多いぐらいだ。

				　あのダンピールは確かに何かあるのだろう。そうで無ければ乳飲み子が生き残り、グールを纏め上げるような真似が出来るはずが無い。

				　しかし、その程度の「何か」なら軍務卿としてのトーマスが殊更(ことさら)警戒するには値しない。オルバウム選王国に、強力な魔物。そういった数々の脅威に、この国は常に晒されているのだ。そこに一つ加わるだけだ。

				　嬉しい出来事ではないが、蒼白になって慌てふためく程では無い。

				　経済力とのバランスを見ながら軍事力を徐々に上げ、警戒を維持する。それを確かに行っていれば、恐れる事は無い。

				　あのダンピールとグールの群れがどれだけ勢力を増しても、高位のドラゴンのように城砦を一瞬で破壊出来はしないだろう。

				　パルパペック軍務卿は、カップの中の紅茶がすっかり冷めている事に気が付くと、使用人を呼んで淹れ直すように頼み、それを飲んだらこれから忙しくなりそうなあの吸血鬼に構わず、休む事にした。

				


				　使い魔を軍務卿の館から飛び立たせた吸血鬼……セルクレント・オズバは吸血鬼社会の貴族に相応しい容姿をした伊達男だった。

				　しかし今は何度も舌打ちをし、ガリガリと頭を掻き、荒々しくグラスの中の赤い液体を煽っていた。

				「マズい、マズいぞ、クソがっ！」

				　ギリギリと牙を噛み合せ歯ぎしりの音を響かせるセルクレントの姿は、他の吸血鬼に見られたら品位を疑われる物だったが、彼にはマナーを気にしている余裕は無かった。

				　トーマス・パルパペックが思っていた通り、邪神派の吸血鬼にとってダンピールの発生は脅威では無い。イベントだ。

				　片親が原種なら兎も角、貴種や従属種の場合子供の内は彼らにとってそう脅威では無いので、親共々見せしめに処刑し、それに成功した者は派閥の上位に君臨する者達から賞賛を得る。

				　そんなゲームでしかない。

				　しかしそれでもいくつかの例外がある。

				　それはダンピールが成人する事、独自の勢力を築く事、そしてこのバーンガイア大陸の南……山脈で隔てられた戦鎚の柄の部分に向かう事だ。

				　それだけは防がなくてはならないと、セルクレントは彼の『親』である原種から命じられていた。

				　成人したダンピールは親の吸血鬼と同様の戦闘能力を持ちながら、吸血鬼の弱点をほとんど持たない厄介な敵になる可能性が高い。

				　そして独自の勢力を築くと、その力で強力な組織を作り上げる事がままある。かつて一国を滅ぼし、その国の影にいた吸血鬼のコミュニティが壊滅させられた。それを成し遂げた傭兵団の団長が実はダンピールだったというのは、表社会には知られていないが吸血鬼社会では有名な話だ。

				　更に、この大陸の南にはいまだに女神ヴィダを信仰する吸血鬼達が群れている。その数は全体では少ないが多くの原種吸血鬼が生き残っており、中には十万年前吸血鬼の真祖と共にアルダ神や勇者達と戦った者も存在すると囁かれている。

				　そのヴィダ派と合流されたら、最悪自分達のグループとの戦争になるかもしれない。奴らは信じられない事に、例え混血であってもヴィダの子であると認める恥知らず故に、何をするか分からない。だがセルクレントはそんな心配をしなくても良かったはずなのだ。裏切り者の、日の光に強い事だけが取り柄の従属種は始末した。母親のダークエルフは、パルパペック軍務卿に情報を流して、結果的にあの狂信者が火炙りにした。

				　肝心のダンピールは始末し損ねたが、自力で食事も出来ない乳飲み子が一人で生き残る事等出来るはずが無い。

				　だったというのに何故か魔境で、それもグールの群れを率いているらしい事が分かった。それでもその時は軍務卿が軍を動かしたので、それで終わると思ったのだ。

				　だからわざわざ自身が出向く事も、配下を派遣する事も無かった。

				　しかしセルクレントの見通しは甘かった。ダンピールは配下のグールを率いて、何と山脈を越えてしまったのだ。

				　もしかしたら軍務卿の派遣した密偵の目を掻い潜り、山脈沿いに移動しているのかもしれないが、確かめもせずにその可能性に縋るのが危険である事には、流石に気が付いた。

				「クソ生意気な混血児がっ、普通順序が逆だぞっ！」

				　なんで成人する前に独自の勢力を築いた揚句、危険極まりないあの山脈を越えるのか！　ヴァンダルーが聞いていたら「お前らが追い詰めるからだ！」と怒鳴り返さずにはいられないだろう事をほざいて、セルクレントはまず上役の貴種吸血鬼に報告するために立ち上がり、櫛で乱れた髪を整えた。

				　本当なら失態など報告したくなかったが、それを怠らないようセルクレントは魔術で支配されている。

				　ミルグ盾国の軍務卿、トーマス・パルパペック伯爵の背後で糸を引くセルクレントだったが、彼も所詮吸血鬼の中ではただの幹部でしかないのだ。
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				「ああもうっ、何でこんな雑な処理をしてますの!?　ワイバーンの皮に肉片が付いてるし、こっちのニードルウルフの毛皮は穴だらけじゃありませんか！　どうせ鉤爪で雑に処理したのでしょう、皮を剥ぐときはナイフを使いなさいとあれほど言ったのを忘れましたの!?」

				　山脈から降りると、タレアは凄く元気になっていた。まるで別人のような回復っぷりである。

				　あの衰弱はもしかしたら、ただの高山病だったのかもしれないとヴァンダルーが思うくらいだ。しかし、タレアが高齢なのに変わりは無いので、落ち着き次第【若化】を施そう。

				「じゃあ、そろそろ俺達は魔境の中を見てきますね」

				　一晩休んで魔力を回復させたヴァンダルーは、全員で魔境に入る前に偵察に向かう事にした。レムルースや虫アンデッドでも偵察は出来るが、やはり直に見た方が分かる事は多い。

				　それに、この廃墟魔境に存在するアンデッドがどれくらい彼に従うか、確かめる必要がある。

				　メンバーはヴァンダルー以外にはサム、サリア、リタ、骨鳥、ザディリス、そしてランク４以上のグールが数人だ。

				　守りはヴィガロを筆頭にしたグールの戦士団と、骨猿達アンデッドに任せる。

				「皆は、我等に任せろ！」

				「ちゃんと帰って来るんだぞ、ヴァン。男は狩に出て、獲物を得て、女が待つ場所に戻って来るまでが仕事だ」

				「はい。バスディアも、彼女の世話をお願いします」

				　ライフデッドの世話を頼んで、ヴァンダルー達は出発した。遠足気分のように見えるが、責任が重大である事は言われなくても彼は自覚していた。

				　これから足を踏み入れる廃墟魔境で、約六百のグールや魔物達の食い扶持を確保しなければならないからだ。彼らをここに連れて来たのは、他ならぬヴァンダルーなのだから。

				　死属性魔術で腐敗を止められるから食料の保存に魔力以外のコストはかからないし、山脈から流れる清流が廃墟の中の水路を通っているようなので、水にも不自由しないだろうからそう難しくは無いだろうが、それでも重責は重責である。

				「そう緊張するでない、肩が硬くなって……本当に硬くなっておるぞ、坊や」

				「あ、そこそこ、ふぅ……極楽」

				　今年二百九十三歳（若化済）に肩を揉まれる、もうすぐ三歳になる幼児。そういえば、人に肩を揉んでもらうのは初めての経験かもしれないと、ヴァンダルーはあまりの気持ち良さに瞼を閉じかけた。

				「いや、これから出発なのに寝ちゃいけない。サム、出発」

				　パッシブスキルの【状態異常耐性】で、感じた眠気を瞬時に掻き消す。

				『畏まりました』

				　そしてヴァンダルー達は廃墟魔境に足を踏み入れたのだった。

				


				　廃墟魔境は、異なる性質の魔境が混在していた。中心部の蔦や苔以外生命の存在を感じさせない魔境と、その魔境の外側を覆うように存在する森に飲み込まれつつある廃墟の魔境。

				　同じ廃墟だが、明らかに環境が異なっているため出現する魔物が異なる可能性が高い。

				　そしてそれはすぐに証明された。

				「ヂュガアアアアア！」

				　奇妙な咆哮を上げながら、背中に無数の針を生やした体長三メートル程の狼に似た魔物が襲い掛かって来た。山脈越えの時も現れた魔物で、ヴァンダルー達は「ニードルウルフ」と呼んでいた。

				　ランク３相当で、狼っぽいのに群れを作らないのか現れる時はほぼ単体だ。

				『えいやっ！』

				「ギュビ!?」

				　そして、凶暴だが知能が低い。普通の冒険者なら牙と爪、更に背中を覆う毛皮が変化した針に苦戦するだろうが、リビングビキニアーマーのリタなら、簡単に返り討ちに出来る程度の敵だ。

				　因みに、ニードルウルフは狼っぽいのに肉はコクがあって美味い。後、腹の毛皮がフワフワと柔らかく衣類や敷物の材料に最適である。

				「今思ったんだけど、こいつってハリネズミっぽい狼ではなく、狼っぽいハリネズミの魔物なのでは？」

				『かもしれませんな、群れも作りませんし』

				　まあ、どちらにしても処理が必要な内臓も含めれば、一頭で二百キロ近い食料が得られる、良い獲物なのは変わらない。

				　ニードルウルフを血抜きしようとした時、今度は川……水路からザバンと水飛沫が上がった。

				「シャアアアアア！」

				　何と、体長二メートルを超えるサメが三匹、水路から飛び上がるとそのままゾロリと牙が生えた口を開いて飛んできたのだ。

				「ウオオオオ!?」

				「魚が飛ぶでないわ！」

				　サメが飛んで襲い掛かってくるという光景に驚いたグールの戦士達に先んじて、ザディリスが【空撃】を唱えて空気の拳でサメの内一匹を殴りつける。

				　続いて二匹目の頭をヴァンダルーが極限まで魔力を搾った【魔力弾】で爆砕し、三匹目をリタがグレイブの【一閃】で首を叩き落とした。

				『お父さん、私こんな大きな魚初めて見たわ』

				『これは、話に聞いたイルカか、クジラかもしれませんな』

				「ほぅ、サム殿は物知りじゃな。儂らが居た魔境は、あまり大きな魚や水性の魔物がおらんかったからの。それよりお前達、クジラが飛んだからといって狼狽えるとは何事じゃ！　ランクアップして弛んでおるのではないか!?」

				「す、すまん長老」

				「グルル、醜態を晒した。次は、クジラが飛んでも驚かない」

				「いや、サメだと思います、よ？」

				　ずっと海の無い内陸暮らしで海の生物に関して人から聞いた話しか知らないサムや、川魚しか知らないザディリス達に、この魔物がクジラでは無くサメという生物の魔物である事を説明したヴァンダルーは、『そういえばこんなＢ級映画の地上波放送を見たな』と思いながら、この魔物を「フライングシャーク」と名付けるのだった。

				「とりあえず、水路の近くで血抜きするのは止めましょう」

				　サメは血の臭いに敏感だから近くで獲物の血抜きを行うと、水路に生息するフライングシャークと延々闘い続けなければならなくなるかもしれない。

				　元々死属性魔術で腐敗を止められるので、血抜きは単に獲物の重さを少し軽くする程度の意味しか無いし。

				　流石に頭を吹き飛ばした個体は水路から離れて解体し、ヒレと肝臓だけ持って行く事にして、後はサムの荷台にニードルウルフと一緒に放り込んでそのまま持って行く事にした。

				『坊ちゃん、何でヒレを持って行くんですか？』

				「正しく加工すると、美容に良い食材になると思うんですよ」

				　フカヒレって、皮を剥いでから干せば良いんだったかな？　高級食材の予感に上機嫌になるヴァンダルーだった。……肝油の方は、深海サメじゃないからあまり期待しなかったが。

				　そうして魔境の奥、アンデッドが出る領域を目指して進んでいく中、崩れかけた建物の傍を通りかかった時──

				「あ、建物の中から敵襲」

				　そうヴァンダルーが言った後で、建物から巨大な鱗に覆われた皮膚を持つ生き物が何頭も飛び出してきた。

				　爬虫類と同じ縦に割れた瞳、先程のサメに負けない鋭い牙がゾロリと生えた口、ナイフのような鉤爪が生えた後ろ足で立つその姿は、体高二メートル少々程度とはいえまさに恐竜。

				　しかし、【生命感知】で前もって潜んでいた場所を特定されていたため、不意を打つつもりがグールの戦士達が即座に対応し、一方的に倒されてしまったのだった。

				「おおぉぉぉぉ……」

				　そして動かなくなった恐竜を、ヴァンダルーは感動の眼差しで見つめていた。

				　ワイバーンを初めて見た時も感動したが、これは確実に恐竜……地球やオリジンでは絶滅し化石でしか見られない生き物である。

				　地球の小学校で、学校行事の遠足で博物館に行く機会を伯父によって強制キャンセルさせられた事のあるヴァンダルーにとって、恐竜とは古代ロマンの象徴であり、いつか博物館で大迫力の恐竜の骨格模型を見る事が『生きている内にしたい目標』の一つだったのだ。

				「坊や、そろそろ進もうと思うのじゃが……？」

				「キング、そのでかい蜥蜴、旨いのか？」

				『はて、竜種では無いようですが』

				　しかしザディリス達にとっては竜種では無い、ランク３か４の蜥蜴の魔物でしかないので、ヴァンダルーの様子に困惑するばかりだった。

				「……素材として利用する分が十分採れたら、骨格標本を作って個人博物館を作っても良いかな」

				　ヴァンダルーが周囲の困惑に気がついたのは、暫く夢を広げた後だった。

				


				　恐竜……ラプトルからの襲撃後、ヴァンダルー達は更に数回の襲撃を受けた。

				　何処にでもいるゴブリンに、巨大な肉食トンボのドラゴンフライ等の雑魚、密林魔境ではブゴガン達がほぼ伐採していたため殆ど遭遇しなかったエントも、動きが鈍かったので振り回す枝と蔓に気を付ければ苦戦する相手では無かった。

				　やや強い相手ではラプトルの小集団と再度、体長五メートルの巨大サーベルタイガーや全身から生えた三十センチ程の角を射出して攻撃してくるホーンベア等のランク４以上の魔物とも戦った。

				　結果分かったのは──。

				『この魔境は随分魔物が多いようですな』

				『本当。獲物が多いのは良いけど、殆ど進めないわ』

				　あまりに魔物が多く、しかもそのほぼ全てが凶暴だ。魔物の方から襲い掛かってくるのはグール達にとって狩りが楽になるから好都合だし、この程度の強さならランク４以上の個体が率いる小隊なら油断しない限り問題無く勝てる。

				　しかしあまりに襲撃が多くてヴァンダルー達は廃墟魔境に入ってから一キロと進んでいなかった。崩れた建物や茂った樹木で通れない道があった事を考えても、探索が捗っているとは言い難いペースだ。

				「やっぱり、冒険者が来ないから魔物が増えている？」

				「それもあるじゃろうが、多分この魔境には儂らと同じグールが存在せんのじゃろう。じゃからニードルウルフのような頭の悪い魔物以外の、臆病なはずのゴブリンや見た目よりも頭が良さそうなラプトルのような魔物が襲い掛かってくるのじゃ。儂らの力量が分からんからの」

				　魔物を間引く冒険者が、この境界山脈に左右を挟まれた廃墟魔境には来ない。だから魔物が増え続けている。

				　それに加えてグールが生息していないので、魔物達はザディリス達グールの力量を知らないためただの「侵入者」として積極的に襲い掛かって来るのかもしれない。

				　その推測が正しければ、グール達が移住し冒険者の代わりに魔物を狩るようになれば、魔物達が彼らの強さを学習し襲撃を控えるはずだ。その結果、生活するのに丁度良い環境になるかもしれない。

				「まあ、もう魔物は殆ど襲い掛からなくなってきたがの」

				　ゾロゾロと、サムの後ろを歩くリビングデッドの列──サムに載せきれなくなった獲物を、ヴァンダルーがアンデッドにした物に視線を投げかけて、ザディリスが言った。

				　魔物の多くは凶暴で、場合によっては同種でも殺し合う事を躊躇わない。しかし、流石に格上の相手には余程飢えるか追い詰めらるか、それとも自分達が有利でない限り自分から牙を剥く事は無い。

				　自分と同種の魔物を殺しアンデッドにしている光景は、ヴァンダルー達が自分より格上だと魔物にも分かりやすく証明している。

				　ただ、ニードルウルフとゴブリンは相変わらず無謀にも襲い掛かって来るのだが。

				「後は、水路の近くを通らないようにして進みましょう」

				「そうじゃな、あれは血の臭いに敏感なようじゃし」

				　フライングシャークに気を付けて、一行はアンデッドが巣食う廃墟魔境の中心部に進んだ。

				


				　到達した廃墟魔境の中心部は、廃墟でありながらある種の芸術と言える良い光景だった。

				　巨大な城がいまだに聳え、周囲にかつての栄華を思わせる数々の建物が並んでいる。

				　そして、生命が殆ど感じられない代わりというように、白骨だけになった人型の魔物がそこら中で見られた。

				『スケルトン、それもあの大きさは話に聞いた巨人種の物でしょう。どうやら、ここは巨人種の国だったようですな』

				　スケルトン達は、どれもこれも二メートルを優に超え、三メートル前後の者も珍しくなかった。ただ背がひょろ長いのではなく、人種の物と比べて骨が全体的に太く、頑丈そうだ。

				　そして建物の損傷が酷かった外周部では気がつかなかったが、この廃墟の建物や調度品は全てが大きく作られていた。重厚な石造りの建物の床から天井までの高さは、四メートルや五メートルは当たり前で、今グールの戦士が拾い上げた小さなバケツのような物は、よく見ると壊れたコップであるらしい。

				　もし一行の中に元冒険者のカチアが居れば、二百年ほど前にミルグ盾国がアミッド帝国に命じられる形で殲滅と侵略を試みた巨人種の国があった事を思い出したかもしれない。

				　巨人種。それは魔王との戦いの後、女神ヴィダが最初に生み出した新種族だ。

				　心臓を砕かれた巨人神ゼーノの眷属の内、悪神や邪神の走狗にならなかった、気高い精神と善性を保っていた太陽の巨人タロスと女神が交わって生まれた種族。

				　頑健で強靭な肉体を持ち、巨人種の盾職はどんな城壁よりも頼もしく、だが彼らが攻めに転じれば逆にどんな城壁も砕けるだろうと謳われる、戦士の種族だ。

				「まあ、実物を見るのはこれが初めてですけど」

				　ヴィダの新種族を差別するアミッド帝国の影響下にあるミルグ盾国で生まれ、まともに町に入らず生きてきたヴァンダルーは、巨人種を見た事が無かった。

				　彼だけでは無く、アミッド帝国の影響下ではヴィダの新種族出身の者は冒険者でも希少なので、生前貴族の使用人だったサム達は勿論、ザディリス達グールも初めて見る。

				「……実物って骨だけだぞ、キング」

				　しかし、流石に骨だけの姿で「巨人種を見た」と思うのには異論がある者もいるようだ。

				「骨だけじゃないのも居ますよ」

				　しかしヴァンダルーが指差した、建物の奥から姿を現した巨人種のゾンビを見た途端押し黙った。まあ、納得した訳では無く、言うだけ無駄だと思ったのかもしれないが。

				　それよりも、パッと見て数百以上存在するアンデッドに対してそんなのんびりしていいのかというと、以前のダンジョンと同じく問題無かった。

				　アンデッドの多くは錆びた大剣や斧、穂先が欠けた槍で武装していたが、それを構える事無くヴァンダルー達に道を開け、膝を突いて頭を垂れる者が続出した。

				　その態度はヴァンダルー以外のザディリス達グールに対しても同じで、一切の敵意を向けて来ない。

				「本当にテイムしていないアンデッドも大人しくなるのじゃな。襲って来ないだけなら兎も角、ここまで無防備な姿を見せるとは驚きじゃ」

				「ええ、俺も最初は驚きました」

				　一応、自分やサム達のような仲間のアンデッド以外には襲い掛かって来るのでは無いかと、魔術を準備していたのだがその心配も要らないらしい。

				　気休め程度だが、念のために無属性魔術の【鑑定】をしてみると──

				【スケルトンウォーリアー（巨人種）　ランク３　殺された巨人種の戦士がアンデッド化した魔物。生きとし生ける全ての存在、特に自分を殺した者を憎んでいる】

				　っと、思いのほか情報が出て来た。無属性魔術のレベルは１で、昨日ラプトルの死体を鑑定した時は【恐竜っぽい魔物の死体】としか出なかったため、全く期待していなかったので驚きだ。

				　他にも膝を突いたスケルトンソルジャーやスケルトンを鑑定していくと、名前の他にランクや簡単な魔物の説明を知る事が出来た。

				　しかし、適当な雑草に【鑑定】を使ってみると、【雑草…雑草だ】としか分からない。

				　どうやらヴァンダルーの【鑑定】は、アンデッドに対してだけスキルレベルや術者の知識を超えて情報を手に入れる事が出来るようだ。

				『それで坊ちゃん、如何しますか？』

				「そうですね、彼らは俺の話を聞いてくれると思うので、とりあえずアンデッドのまとめ役的な人がいるかどうか聞いて、移住について話を通しましょう」

				　【鑑定】で得た情報の結果から考えると、彼らはヴァンダルーが作った骨人とは違い、死体の元の持ち主の霊が死体にそのまま宿っているらしい。

				　なら話が通じるかもしれないとヴァンダルーは思うのだが、普通はアンデッドと交渉しようとは誰も考えない。

				　しかしサム達のように流暢に会話し意思疎通できるアンデッドに慣れているザディリス達グールは、その方針に異を唱えなかったし、実際ヴァンダルーの意見は正しかった。

				　廃墟の中でも特に壊され一部崩落している神殿のような建物から、他のアンデッドとは風貌が異なる魔物が現れたからだ。

				『おおォ……なんと……っ』

				　骨に皮が張り付いただけのミイラのような身体に、裾が破れ所々黄色く変色しているが聖職者っぽい衣を着たアンデッドは、真っ直ぐヴァンダルー達に向かって歩いて来た。

				　おお、おお、と感動なのか何なのか分からない声を出しながら近づいてくる、三メートル近いアンデッドにグール達は困惑しながらも武器を構え、サリアとリタも困惑を顔に……もとい、挙動に表す。

				　だがそれらが目に入っていないのか、アンデッドはヴァンダルーの前まで来ると崩れるように膝を突いて、こう言った。

				『神託の御子よ、よくぞこの〝太陽の都〟タロスヘイムに御降臨くださいました。ただ塵に還るのを待つ我らに、救いをお与えください！』

				　アンデッドの言葉にザディリス達はより困惑を深くしたが、ヴァンダルーは無言のまま彼を見ていた。

				　尤も、無表情で常に目が死んでいるから落ち着いているように見えるだけで、実際は困惑しすぎて「また二つ名が付くような気がする」と妙な予感に意識を飛ばしているだけなのだが。

				


				《【死属性魅了】のレベルが上がった！》
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				『神託の御子よ、よくぞこの〝太陽の都〟タロスヘイムに御降臨くださいました。ただ塵に還るのを待つ我らに、救いをお与えください！』

				　そうミイラ姿のアンデッドに拝まれたヴァンダルーは、暫し呆然としていた。はっと正気に戻ったのは、ダルシアに声をかけられた時だった。

				『ヴァンダルー、ねぇ、大丈夫？』

				「っ！　あ、はい。大丈夫、ちょっと驚いていただけだから。話を聞かせてもらってもいいですか？　えーと……」

				『勿論です、御子よ。私はリッチのヌアザと申します』

				　リッチ。魔術スキルを持つ人間が、死後その知識と技術を持ったままアンデッド化した魔物であると名乗ったヌアザは、そのまま続けた。

				『今御子に無残な姿を晒すは、〝太陽の都〟と謳われ栄えた巨人種の城塞都市国家タロスヘイム。失われし勇者ザッカートの残した秘伝と、女神ヴィダの恵により繁栄を謳歌しておりましたが、二百年程前にミルグ盾国の突然の侵略と破壊により、今はご覧の通り魔境と化しております。どうかただ塵に還るのを待つ我ら──』

				「すみません、もう少し詳しく話を聞かせてもらってからでいいですか？」

				　アンデッドとの会話は根気が必須だが、時には話を遮って誘導するのも大切だ。

				　ヌアザの説明を要約すると、ここは十万年前女神ヴィダとアルダが争った戦いに参加し、敗退したが生き残った巨人種が集まって出来た都市国家だったらしい。

				　魔境でない部分の方が少ない境界山脈の合間という立地だったが、勇者ザッカートが残してくれた秘術と知識で本来日が射す時間の短いこの土地で、豊かな太陽の恵みを得る事に成功した。

				　そして巨人種達は持ち前の頑健な肉体で土地を切り拓き、開墾し、豊かな田畑を作り上げ、彼らの始祖の名を頂き〝太陽の都〟タロスヘイムと名付け、女神ヴィダと勇者ザッカートを信仰しながら生きていた。

				　肉体を鍛え、武術の腕を磨き、不足する物資を求めてダンジョンに挑み豊富な石材を得て堅牢にして美しい白い城砦を築いた。

				　岩塩も金属も肉も、巨人種達は魔物との戦いで手に入れた。

				　そして東の山脈に古代に作られたトンネルがあるのを発見してからは、東のオルバウム選王国へ続く街道を敷き、交易を始めた。

				　ダンジョンの産物はオルバウム選王国で高く売れ、タロスヘイムに富と繁栄を齎した。

				　だが繁栄は、突然現れたミルグ盾国の軍勢によって踏み荒らされた。

				『何の通告も無く、ある日突然山脈を越えて現れた軍勢がタロスヘイムに押し寄せたのです』

				　ここから先は、生前ミルグ盾国の貴族に仕えていたサム父娘や、ヴァンダルー達が戻るのを待っていた元冒険者のカチアから後で聞いた話と、そこからの推測でヌアザの話を補足して記述する。

				　約二百年前、アミッド帝国及びアルダ神殿の名でミルグ盾国に巨人種の国の討伐が命じられた。

				　それは当時国力を増していたミルグ盾国との主従関係を維持するため、巨人種の国とぶつけて蓄えた力を削るため、そして勇者ベルウッドの信念を実現するためという宗教的な意味があった。

				　この時初めてヴァンダルーは知ったのだが、法命神アルダの側で戦った三人の勇者達の代表、ベルウッドは「異世界から来た自分達が悪戯に異世界の知識や技術をこの世界にもたらす事は、この世界の人々が自力で進歩するための機会を奪い、短期的には良い事のように見えても長期的には必ず災いとなる」と常々言っていたらしい。

				　そのため、このラムダで米の原種を探して魔術で品種改良を行い稲作を勧める等、異世界の技術や知識、文化を広めさせようとしていた勇者ザッカートとは、女神ヴィダによって彼がアンデッドとして蘇る前からたびたび衝突していたらしい。

				　そして、当時のアルダとヴィダの戦いの折ベルウッド達はザッカートが築いた異世界の技術や文化を出来るだけ破壊して回ったらしい。

				　これはベルウッドの子孫を自称するアミッド帝国と、彼を聖人として称えるアルダ神殿に現在でも国是や教義に形を変えて息づいている。勿論、勇者や彼らを呼んだ神以外にその知識や技術が異世界から来たのか、それともこの世界で発展した結果なのかを見分ける事は出来ないので、ザッカートの遺産か否かという、かなりあやふやな基準で判断しているそうだ。

				　因みに、稲作文化のあるオルバウム選王国をアミッド帝国が侵略しようとしている事の大義名分もここからきている。

				　まあ、そういった政治的な理由と宗教的な意義によってアミッド帝国の軍人が指揮を執るミルグ盾国の軍勢は、苦労して安全に境界山脈を越えるルートを探しだし、万を超える軍勢をタロスヘイムに向けて派兵した。

				　きっとアミッド帝国には上記の理由以外にも、タロスヘイムの富を奪うという目的もあったに違いない。

				　そして渋々派兵したミルグ盾国の軍人にとっても巨人種は人間では無く、穢れた女神の生み出した人間より劣る種族だ。容赦のない略奪と殺戮を行ったに違いない。

				　幾つもの村落を焼かれ奪われたタロスヘイムだったが、彼らが勇猛で優秀な戦士なのは魔物に対してだけでは無かった。

				　大規模な対人戦の経験こそなかったが、戦士の振るう剣はミルグ盾国の兵士を易々と屠り、騎士が前に突き出した盾はミルグ盾国の騎士が振るうか細い槍と共に肉と骨まで叩き潰した。

				　何より、タロスヘイムには幾人もの英雄が居た。

				　どんな強大な魔物も剣一本で倒してきた〝剣王〟ボークス。

				　ヴィダ神殿の若き長にして生命属性魔術に長けた〝癒しの聖女〟ジーナ。

				　孤独を好み、タロスヘイムに存在する全てのダンジョンをソロで攻略した〝飢狼〟オグバーン。

				　両腕にハルバードを持ち。まるで暴風のように敵を蹴散らした〝双槍斧〟のバリゲン。

				　魔術を苦手とする巨人種に生まれたにもかかわらず、全属性に適性を持つ幼き第二王女〝小さき天才〟ザンディア。

				（濁点(だくてん)が無い名前が無いのは、グールと同じでヴィダの新種族だからかな？）

				　そう思ったヴァンダルーだが、空気を読んで口には出さなかった。

				　そういった英雄達の活躍でミルグ盾国の進軍を押し止めたタロスヘイムだったが、英雄が居るのは敵も同じだった。

				　援軍として参戦したミルグ盾国の英雄、次期Ｓ級昇格候補のＡ級冒険者、〝氷神槍〟のミハエル。彼の参戦によって再び戦いの天秤はミルグ盾国に傾いた。

				『英雄達と共に戦った戦士達はミハエルが振るう伝説級マジックアイテム、水と知識の女神ペリアに仕えた氷の神が勇者のために鍛えたという逸話を持つミルグ盾国の国宝、氷の魔槍「アイスエイジ」の前に次々に倒されてしまいました。そして、遂には城壁が破られ、野蛮なミルグ盾国軍が町に雪崩込んできました』

				　タロスヘイムに出来たのは、戦えない女子供や老人を第一王女とその親衛隊が護衛してトンネルから交易のあるオルバウム選王国に逃がすことだけだった。

				『かくいう私も、見習いとはいえ女神ヴィダの神官の一人として最後まで戦いました。しかし、憎きミハエルに一矢報いる事も、ジーナ様やザンディア様をお守りする事も出来ず、死んだのです』

				　そしてヌアザが死んだ後もミルグ盾国は破壊と略奪を止めず、ミハエルはタロスヘイムの王城地下深くに隠された、女神ヴィダの秘宝の破壊を試みた。

				　だが地下には秘宝を守るために女神自らが創り上げたドラゴンゴーレムが配置されていて、Ｓ級昇格が確実視されていたミハエルといえど破壊する事は出来なかった。

				　それどころか、ドラゴンゴーレムの右腕と翼を破壊し、尾を半ばで切断して頭部を砕くも仲間は全滅。ミハエル自身も重傷を負い、尚も動き続けるゴーレムに魔槍を投擲して束の間氷の中に閉じ込め、その隙に逃げ出す事しか出来なかったらしい。

				　そして勝利こそしたものの巨人種の強硬な抵抗によって消耗し、旗頭の英雄も死に瀕していたミルグ盾国軍は、そのままタロスヘイムを占領する事が出来ず、撤退する事となった。

				　タロスヘイムの巨人種達を倒しつくしても、周囲の魔境から血の匂いに誘われてやって来る魔物は際限が無かったからだ。

				　その後戦勝国であるミルグ盾国やアミッド帝国がどうなったかをヌアザは知らなかったが、とても勝利を祝える状況では無くなってしまったらしい。

				　ミハエルは懸命な治療も虚しく、ミルグ盾国に戻って数日で死亡。他にもミルグ盾国が誇る精鋭の将兵の多くが死傷し、生きている者も戦働きが出来なくなった者が少なくなかった。

				　その上莫大な戦費を消費したのに比べ、タロスヘイム側は脱出させた第一王女達に本当に貴重な宝や財産を全て持たせており、ミルグ盾国が略奪出来た金品の価値は戦争前に想定していた物より低かった。

				　更に第一王女がオルバウム選王国に逃げ込んだ為、タロスヘイム侵略の情報を手に入れた選王国側が、友好国に大義名分無く攻撃を仕掛けたミルグ盾国とその宗主国であるアミッド帝国に天誅を下すと、兵を挙げた。

				　対タロスヘイム戦で予想しなかった苦戦により、援軍を送っていた分手薄になっていた国境沿いの守りを突破されたミルグ盾国は、幾つもの砦を落され町を占領されてしまった。

				　本来盾にするための国を守るために、アミッド帝国が慌てて軍を派遣しなければならなかった程だった。

				　それまでアミッド帝国側がオルバウム選王国をジリジリと侵略して領土を広げていたのだが、この敗戦で一気にそれまで奪って来た領土を奪い返されてしまった。ここ二百年の戦争は、その時奪い返された領土を再度奪い返すために費やされたそうだ。この前の戦争で、やっと戻ったらしい。

				　その上、今までタロスヘイムの冒険者達が間引いていた境界山脈の魔物が、タロスヘイム滅亡によって急激に増え、攻略する者がいなくなったダンジョンからは魔物が溢れ出るようになった。

				　結果魔境が広がり、ミルグ盾国は再び安全なルートを使ってタロスヘイムに赴き国宝を取り戻すどころか、境界山脈に近づく事も難しくなってしまったらしい。

				　つまり、タロスヘイム侵略はアミッド帝国と、特にミルグ盾国にとって歴史的失敗だった訳だ。

				　それを知るとヌアザはミイラ顔なのに満面の笑顔になって──。

				『ザマァ！』

				　スカッとしすぎて、思わず昇天しそうになったらしい。

				　実際自分も含めて国が滅ぼされているのだから、そう思うのも当然だ。

				　それにしてもアミッド帝国とミルグ盾国には呆れると、ヴァンダルーは思った。

				　東側の山脈を安全に越えるトンネルがタロスヘイムには在ったのだから、力ずくの侵略をいきなりするのではなく、タロスヘイムとオルバウム選王国との間に亀裂を入れる離反工作を行い、寝返らせるまで行かなくても不可侵条約でも結んでから、トンネルを通じてオルバウム選王国を奇襲でもすればよかったのだ。

				　それならタロスヘイムから糧食を含んだ物資を購入するなりして補給線を維持しつつ、有利に戦う事が出来ただろうに。

				　それなのに妙な国是やら宗教的意味やらを優先して、ミルグ盾国の国力を予定より削り過ぎて敵国の反撃を許すとは。軍事シミュレーションゲームの経験すら無いヴァンダルーでもこれぐらい思いつくのに、馬鹿なんじゃないだろうか？

				　ロドコルテに同意する訳ではないが、流石劣等世界の帝国だ。

				「うんうん、ミルグ盾国もアミッド帝国も本当に碌なことをしない。死に絶えれば良いのに」

				「坊や、一応サム殿達はミルグ盾国の人間だったと思うのじゃが……」

				『坊ちゃん、ミルグ盾国の人間にも、カチアさんみたいな人もいるんですから、皆殺しはちょっと』

				『そうよ。まあ、ミルグ盾国のせいであの魔境を追われたけど、皆悪い人って訳じゃないわ』

				『私達はミルグ盾国に生を受けましたが、今は坊ちゃんの命とあらば同国人でも轢き殺す覚悟です。ですが坊ちゃん、広い視野を忘れないでください』

				『御子よ、我々も恨んでいるのは二百年前のミルグ盾国とアミッド帝国です。我々巨人種でも親や祖父の代、人間では既に曽祖父の代もとっくに過ぎている頃。憎しみを子孫にまで向けるなと、女神も言っておられます』

				『そうよ、ヴァンダルー。エブベジアの時のような優しさを忘れないで。母さんは、あなたが優しさを忘れないでくれれば、それだけで幸せよ』

				　心の底に澱のように堪った憎しみをつられて発露したら、四方八方から諭された。解せぬ。いや、実際には解せるし、皆の言っている事の方が正しいって分かるけど。

				「はい、程々にします。ところで、神託の御子っていうのは？」

				　心の底の憎しみに蓋をしてヌアザに話の続きを促すと、彼は戦争後自分達に何が起こったのかを話してくれた。

				　殺された憎しみと葬られなかった事で死んだ巨人種の内、半数が一月以内にアンデッド化し、同じくアンデッド化したミルグ盾国の兵士と顔を合わせるや、すぐにお互い死んでいるが殺し合いに発展。

				　そして勝利を収める。しかし、アンデッド化しても祖国を守るという想いは強く、ミルグ盾国に遠征して復讐するという行動には出なかった。

				　だが第一王女達が無事に民をオルバウム選王国に逃がせたかは気がかりだったので、何人かがトンネルへと向かった。

				　しかし、トンネルは崩れて入口は塞がっていた。元々、ミルグ盾国軍の追っ手が行かないように一行がトンネルを抜けたら、秘密の仕掛けで塞ぐ予定だったのだ。

				　トンネルが塞がっているという事は、王女達はトンネルを抜けたという事だ。オルバウム選王国で彼女達がどんな困難に晒されているか分からないが、友好国である選王国と直接取引があったハートナー公爵を信じる事にした。

				　自分達はアンデッドであり、自分では理性を保っているつもりでもそれが確かかどうか分からず、また何時まで持つか分からない。そんな状態で王女達を追いかけても助けになるどころか逆に脚を引っ張ってしまうだろう。

				　そう大多数の者が考えたからだ。

				　それでも何人かは山脈を越えようと去り、戻らなかった。王女達を追わなかった者達も数十程が未練を無くし消えて行った。

				　そして残ったヌアザ達は既に生きる民の無いこのタロスヘイムに戻ると、廃墟をただ守る日々を過ごした。

				『それはゆっくりと滅びへと向かう道でした』

				　タロスヘイムの周囲には幾つもの魔境があり、そして日々物資を得るために冒険者が潜っていたダンジョンがあった。

				　しかしアンデッド化したヌアザ達は廃墟の中心部、王城やその周囲に集まり外に向かう事もせず、当然魔物を自分から狩ったりダンジョンに潜ったりもしなかった。

				　そのため魔物の数は増え続け、その魔物が放つ汚染された魔力、魔素が溜まり魔境は二百年かけて広がり続け、遂にこのタロスヘイムの中にまで及ぶようになった。

				　自分達巨人種のアンデッド以外の魔物がタロスヘイムの中心部に入れば、ヌアザ達は退治する。彼らの練度……魔物としてのランクは、かなり高い。精鋭である巨人種の戦士達の死体に、戦士達の霊が宿って出来たアンデッドで、その上ヌアザのように生前の記憶や人格を、ある程度保っている。

				　彼らにとって、生前狩りに行っていた魔境や攻略していたダンジョンから溢れ出た魔物の百や二百は暇潰しの相手でしかない。

				　しかし精神的な問題なのか、自分達で廃墟に入り込んできた魔境を浄化しようという程積極的に動く者はいなかった。

				　そもそも自分達も魔物なのだから、完全に浄化する事はできないのだが。

				　それに対して徐々に侵食してくる外の魔境では、通常の生物とは比べ物にならないペースで魔物が増え続けている。そして増えた分激しい生存競争で消費されるのだが、その生存競争の結果強者が増えて行く。

				　対してタロスヘイムのアンデッド達は数が減る事はあっても増える事は無い。

				　通常アンデッドの群は、返り討ちにした冒険者や魔物の死体もアンデッド化していき、犠牲者の数だけ増えていくものだがここに訪れる冒険者は皆無だ。

				　そしてアンデッド化した魔物の方もヌアザ達の多くが生前の人格を維持しているため同類とは認めがたく、動き出す端から倒していたらしい。

				　何時か外部の魔境から千を超える数の、強力な魔物が押し寄せて来た時、ヌアザ達タロスヘイムのアンデッド達は塵に帰るだろう。

				『それが正しいのだろうと、我々は思っていました。年月が過ぎる度に、徐々に我々は減って行く。未練も怨念も忘れた野良アンデッドが存在する意味はありません。故国の墓守をしながら王女様達とその子等に幸多からんと祈りながら、滅びの時を私はただ待っていました。ですが、そんなある日女神より神託を賜ったのです』

				　ヌアザがミルグ盾国の兵士に破壊された女神像の修復を、五十年かけて終えたその時だった。

				『西より忘れられた我が子らを連れて、白い子がやって来る。その子が汝らを繁栄と栄光に導くであろう』

				　深く慈愛に満ちた声を聞き、彼はそれを女神の神託であると直感した。

				　それと同時に先祖より伝えられた伝説を思い出した。女神ヴィダと偉大なる勇者ザッカートの間に生まれた吸血鬼の始祖、彼は勇者ベルウッドに討たれた時に在る予言を残したのだ。

				『我滅ぶとも再び蘇り、兄弟達と立ち上がり傲慢な神の使徒に滅びをもたらさん！』

				　そして確信した。神託に在る白い子とは、伝説の吸血鬼の始祖に違いないと。

				　それから百年以上たった後、ヌアザはヴィダの新種族でありながら人間社会では完全に魔物としか認識されていないグールを引きつれた、神々しいオーラを放つ（死属性魅了の効果）白い子供と出会ったのだ。

				『おお御子よ、あなたこそ神託にある白い子にして女神と勇者の息子の再来。我らと共に立ち上がり、繁栄と栄光を──』

				「いやちょっと待ちましょうよ、神託と予言が混じっていますよ」

				　感極まった様子のヌアザを、ヴァンダルーは慌てて制止した。

				　神託の御子といわれて困惑していたが、そこに妙な予言まで加わってはただ困惑し続けるのは危険だ。このままでは対アルダ神の旗頭に祭り上げられかねない。

				　ヴァンダルーもアルダ神とその信者は嫌いだし、基本的に敵対関係に在るのだが、こっちは高司祭一人とその部下数人から十数人と戦うのも躊躇う戦力だ。

				　アンデッドはどんなに冷静で理性的に見えても、基本的に欲望と衝動で動く存在だ。下手に盛り上がったら「このままミルグ盾国に攻め込むぞ！」みたいな話になりかねない。

				　それに神託はまだしも、予言は怪しいとヴァンダルーは考えていた。

				　神託はヌアザがアンデッド化した事で聞いたと思い込んでいる妄想である可能性もあるが、それにしては内容がヴァンダルー達と一致している。繁栄と栄光に導くつもりは無かったが、これからヴァンダルー達が行う事が、ヌアザ達にとっての繁栄と栄光に繋がる可能性もある。

				　地球で生きていた頃なら神託なんて言われても信じなかっただろうが、実際にろくでなしだが神は存在した以上、ラムダにも神話に名前の出る神々がいて、信者に神託を下す事があってもおかしくない。

				　しかし、その神託と吸血鬼の始祖が残した『予言』が何故混じるのか。まったく関連性が無いように思えるのだが。

				「ふむ、確かにヴァンダルーは白いし、儂らグールは女神ヴィダにルーツを持つ種族じゃが、神託は兎も角予言にある始祖の生まれ変わりとは関係無いと思うのじゃがの」

				　ザディリスも同意見のようで、ヌアザを諌めようとするが彼はそれでも一向に構わないらしい。

				『それでも構いませぬ。未練を無くし塵に還る事も出来ず、かといって憎しみに魂を焦がす事も出来ず、ただ諦観に浸っていた我々にとって御子よ、あなたの到来だけが希望だったのです』

				　初対面の人物（？）にそこまで期待されても、嬉しくない訳ではないが困惑の方が強い。分りました、繁栄と栄光はこちらですって、案内できるようなプランも作戦も無いのに。

				　しかし、元々行うつもりだった事を実行するには、ヌアザ達がこちらに好印象を持ってくれているのは好都合だ。

				「じゃあ、俺が連れてきたグールを含めた約六百名をタロスヘイムに移住させても構いませんか」

				『おおっ！　我らの都市に居を移されるのですか、御子よ！　ここは民亡き廃墟、誰が異を唱えましょうや、なあ皆!?』

				　それまで黙って膝を突いていた巨人種のアンデッド達は、ヌアザに声をかけられると『うおおおおお』と地鳴りのような歓声を響かせた。

				『御子とその一党を歓迎するぜ！　うおおおおおおおお！』

				『゛あ゛あ゛あ゛あ゛あぁ！　が゛あ゛あ゛ああ！』

				『殺せ！　殺せ！　邪魔する奴らをぶち殺せ！』

				『皆殺シダ！』

				　先ほどまでまさに墓地のような静けさだった廃墟に、歓喜と殺気が満ちる。巨人種のアンデッド達は武器を振り上げ、足踏みをして、今から戦にでも赴くかのように戦意を滾らせる。

				　さっきまでの大人しさは何処に行ったのかと問いたくなる変貌ぶりだが、一度火が付くと止まらなくなるのもアンデッドの性質だ。

				　大抵のアンデッドは発生した瞬間から消滅する一瞬前までずっと火が付きっぱなしだから、知っている者は少ないが。

				「ぼ、坊や？　中々物騒な事を言っている御仁が居るようじゃが……？」

				「俺達の移住を邪魔する者を皆殺しだって意味ですよ」

				『私も同意見ですが、勢い余ってという事もありますし……』

				『父さんが言うと、説得力あるなぁ』

				「そうですね、じゃあ手伝ってくれる人は俺達について来てください」

				　そして数百の巨人種のアンデッド達は、自分達のいるタロスヘイム中心部とグール達が待っている臨時キャンプの間を隔てている魔境を、平地にする勢いで突撃していった。

				　襲い掛かって来るニードルウルフやラプトルを屠り、邪魔な木を切り倒し、距離的には二キロ少々とはいえ、城塞国家の表門まで、鼠一匹いない安全な廃墟になったのだった。

				　彼らを動かしたヴァンダルーが凄いのか、それとも不確かな希望が提示されただけでここまでできる彼らが凄いのか。

				「俺は後者だと思います」

				


				　その後、安全に通れる道が出来たので、ヴァンダルー達は戦意に猛狂うアンデッドの群に驚くグール達を連れて、タロスヘイムの中心部へと移住を開始した。

				　住宅地では無く、王城を始め神殿や役所など公共機関だった建物が多い中心部を選んだのは、建物の状態が堅牢な中心部の建物の方がよかったからだ。

				　中心部の建物は二百年前の激しい戦いにさらされていたが、あの戦いでミルグ盾国側が破壊しようとしていたのはヴィダの神殿と、何より王城の地下にあるヴィダの遺産。なので元々堅牢な石造りの建物を破壊するには至らなかった。

				　それに、アンデッド達が守っていた中心部は二百年間他の魔物が棲み付かず、荒らされていなかったので掃除すれば使える。

				　巨人種仕様の建物はグール達には大きく、また家具や調度品の類は石で作られている物以外朽ちており、更に残っていた物もグールにはサイズが合わなかったので、かなりの改装と必要な家具を作る必要があったが。

				　ただ、材料は山ほどある。

				　まず巨人種アンデッドが斬り倒した魔境の木々を並べる。

				「【枯死】　起きろ、製材、出ろ」

				　ヴァンダルーが木々から【枯死】の死属性魔術で適度に水分を抜いて乾燥させ、ウッドゴーレムにし、【ゴーレム錬成】で製材して、最後に宿らせた魂を抜く。

				　この方法で魔境の木々が材木に早変わり。そしてグール達が部屋の仕切りや家具を作って行く。元々密林魔境で原住民生活をしていたので、あまり凝った家具を必要としないためこの準備は数日で終わった。

				　これ以外にもヴァンダルーは建物のヒビが入った部分や崩れた場所を【ゴーレム錬成】で直して回ると、その姿に奮起したらしい、生前職人だった巨人種アンデッドが『儂らも負けていられん！』『御子ばかり、働かせるな！』と武器を手放し仕事を開始したのは、嬉しい誤算だった。

				　誤算といえば、ヌアザが生前神官見習いだったと言った通り、巨人種アンデッドの中ではただの神殿の代表者（神官以上の巨人種がアンデッドになれなかった、若しくは既に消滅していた）でしか無く、全体の意思を決定できる立場に無かった事だろうか。

				　なので、移住に協力してくれたアンデッド以外にも建物の中に残っていた者がかなりいて、特に王城の中でタロスヘイムの英雄の一人、〝剣王〟ボークスがアンデッド化して今もそこを守っているらしい。

				　是非とも味方になって欲しい人材……屍材だ。

				「彼にアンデッドのまとめ役をやってもらえば、俺がオルバウム選王国に行った後種族間でトラブルが起きる割合も減るでしょうし」

				　居住空間はもう十分確保しているし、王城を明け渡してもらう必要も無いが、ボークスを味方に付けるためにヴァンダルーはヌアザに仲介を頼み、何故かついて来てくれなかったザディリスやサリア達に首を傾げながら王城に向かった。

				


				《眷属強化がレベル５にアップしました！》

				《大工がレベル２にアップしました！》

				《料理スキルを獲得しました！》
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				　ヴァンダルーが〝剣王〟ボークスのスカウトの為ヌアザと王城に向かっている間、彼をよく知るザディリスやヴィガロと言ったサム以外の主要メンバーが、タロスヘイムの建物のある一室に集まっていた。

				「馬車から離れられないサム殿を除き、皆集まったようじゃな」

				「それでザディリス、私達を集めて何をするつもりですの？」

				「正確には、お前は呼ばれていないはずだが」

				　自らエントから削り出した扇で口元を上品に隠しているタレアは、半眼になっているバスディアの視線を受けて「あら」と小さく笑う。

				「だって、ヴァン様をお慰めするための作戦会議と聞いては聞き逃せませんもの」

				「むー、そんな事を言った覚えは無いのじゃが、何処から聞きつけたのやら。まあ、いいわ」

				　ザディリスは本当ならヴァンダルーの事情……前世以前の事や神や百人の転生者について知っている者のみで議論するつもりだったが、タレアにはヴァンダルーもかなり気を許しているし、自分達が発言に気を付ければ問題無いだろうと考え、このまま会議を始める事にした。

				「さて、今日集まってもらったのは坊やを休ませる必要があると知ってもらうためと、坊やを休ませるために協力して欲しいからじゃ」

				　ザディリスはそう議題を口にしたが、まず一同に広がったのは困惑だった。

				『休む、ですか？　坊ちゃんは毎日よく寝ていますけど』

				『うん、いつも熟睡よ』

				　サムの代行として出席しているサリアとリタが口々にそう言う。実際、ヴァンダルーは二人の言うようによく寝ている。寝返りも打たず寝息もとても穏やかに。

				　思わず脈を取って死んでいないか確かめた事は、二度や三度では無い。

				「そうだ、ザディリス。ヴァンダルーに疲れた様子は見られないし、そもそも疲れたのなら自分から休みたいと言うに決まっている」

				「そうだな。ソース作りの時も保存食作りの時も、いつもと変わらない様子だったぞ」

				　ヴィガロとバスディアの言う通り、ヴァンダルーは疲れたような仕草も見せず、表情も浮かべず。そもそも「疲れた」とか「休みたい」とか口にする事も無い。

				　ため息をつく事も多いが、それは疲れというよりもままならない現実に対しての物の方が多いし、そもそも静かに息を吐くだけなので、溜め息を吐いた事を誰にも気がつかれない事の方が多い。

				『それに皆さんヴァンダルーを大事にしてくれているもの。確かにあの子は頑張り屋さんだけど、無理はさせていないと思うわ』

				　この時起きていたダルシアも、サリアに通訳してもらう事で会議に参加している。

				　通訳越しに伝わってくるダルシアの信頼に、「む」っと小さく呻いてザディリスは首を横に振った。

				「その信頼を裏切って済まぬが、儂らは坊やに無理をさせておる。この前、ふざけ半分に坊やの肩を揉んでやったのじゃが……硬かった。その上、嫌がるどころか『極楽』と言ってそのまま眠りかけたのじゃぞ」

				「何を言い出すかと思えば、肩揉みが上手い事の自慢ですの？　誰だって肩を揉まれたら思わずほっこりしますわ」

				「年寄りは口を開く前に五秒考えい。思い出せ、坊やはもうすぐやっと三歳になる歳なのじゃぞ」

				　そうザディリスが言うと、全員がはっとした。

				　肩揉みが気持ち良いと感じる、つまり肩が凝っている幼児。……普通その年の子供は、肩なんて凝らないのに。

				「あと、思い出してみよ。坊やは一日の間に何をどれくらいしているのか。ちなみに、一日最低でも四時間は錬金術の修行を止めようとせん」

				　ゴリゴリと擂鉢で素材を磨り潰し、混ぜ合わせ、捏ねて魔力を込める修業を一日四時間。

				「……胡桃や香草のソースや、ドングリ等の木の実でクッキー作りを皆としているな。塩が無くなったから、代わりになる材料が無いかと悩んでいた。石臼型や擂鉢型のゴーレムで、あまり時間や労力をかけずに作る工夫はしていたが……」

				　おしゃべりしながら作業して更にそれなりの時間。

				「移動中は私達の世話をしてくれましたわ。それに、レムルースや虫アンデッドで周囲を警戒して、何より道を作ったり戻したり。今では木から材木を作ったり、建物の壊れている部分を直したりしていますわね」

				『それに、夜遅くまで無属性魔術の練習もしてるわ。【念動】で細かい作業をして、魔術制御スキルの練習も兼ねて』

				『ええっ!?　坊ちゃんって朝早くから起きて死属性魔術の修行もしてるじゃない！』

				『そんな、じゃあヴァンダルーはいつ寝てるの!?』

				「そういう訳じゃ。坊やは【状態異常耐性】スキルを持っておるからな、過労も睡眠不足も耐えられてしまうのじゃろう。【限界突破】まで持っているようじゃし」

				　ザディリスの言う通り、ヴァンダルーが持っているスキルがあれば幼児の身体でも過労に耐えられる。本人が無理をしているという自覚を、軽くしてしまう程。

				　耐性スキルのお蔭で疲れていても普段通り動けるので、「自分はまだ元気なんだ」と思ってしまう。そのせいで生まれてから成長に悪影響が無いようにと、普通に取っていた睡眠も眠気に耐えようと思えば耐えられてしまうので、「これぐらい寝れば十分なんだ」と次第に短くなっていく。

				　ただ耐性スキルはあくまでも耐えられるだけで、疲労しなかったりすぐ回復したりする訳では無い。なので実際は疲労が溜まっている。

				「それに……今になって思い出したが、ヴァンは感情が表情に滅多に出ない。口調や仕草や雰囲気である程度分かるが……」

				　そして溜まった疲労が表情に出るという事も、バスディアが言っているように殆ど無い。それに顔色が常に白すぎるほど白いのだ。

				　美白とかそういう状態では無く、まるで蝋を塗ったような白さなので常に顔色が悪い。そのため顔色から健康状態を察する事が出来ない。

				　そしてダルシアやサム、サリアやリタもヴァンダルーの過労については気がつかなかった。彼女達は肉の身体を持たないアンデッドであり、疲労を感じないからだ。

				　精神的な疲労なら兎も角、肉体的な疲労はアンデッドになってまだ三年と経たないサリア達も、既にその感覚が思い出せなくなっている。

				　更にダルシアは一日の内半分以上を遺骨の中で眠って過ごしている。何時どれくらいヴァンダルーが休んでいるのか、把握できなくても仕方ない。

				「ぬぅ、なら何故ヴァンダルーは自分から休もうとしない？　確かに旅の間はあいつが休む余裕は無かったかもしれん。だがここ数日は違う。

				　それに、旅の途中で余裕が無かったとしてもあいつが一日休むくらいは出来た」

				　ヴィガロが唸るように、ヴァンダルーは休もうと思えば休む事が出来た。皆に「今日は疲れたので休みたい」と言えばいいのだ。

				　何故なら彼は今や真の意味でグールのキングであり、コミュニティの頂点に存在しているからだ。

				　ヴィガロやザディリス、タレアにバスディアといった主だったグールは勿論、今では誰もがヴァンダルーをグールキングだと認めている。

				　山脈越えの旅はヴァンダルーが道を作らなければ進む事が出来ないが、魔物が比較的襲って来ない場所を選べば一日くらい休んでも問題無いし、誰からも文句も出て来ないだろう。そもそもヴァンダルーが居なければグール達が山脈を越えるのは不可能なのだから。

				　いや、ヴァンダルーが居なければ今でもブゴガンに囚われたままだった女や、今頃襲撃を受けて集落を滅ぼされていただろう者達が殆どなのだ。文句を言える道理はない。

				　しかし、ヴァンダルーの口から休みたいと言う言葉は出て来ない。

				「確かに。何故じゃろう？」

				　その点はザディリス達には理解が及ばないところだった。それは彼女達グールが元々怠惰な性質を持つ種族だからだ。「休むな、訓練を続けろ、働け」と言う事はあっても、「そろそろ休め、一息入れろ」と言う事は殆ど無い。

				　グール達は言われなくても休むし、疲れたら自分から言うからだ。その点はグールが半ば魔物である証拠でもある。

				『うーん、父さんが馬車になってからしばらくは昼寝もしていたんだけど……』

				『やっぱり耐性スキルのせいかしら。耐性スキルを生まれつき持っている種族は、そのせいでその耐性スキルが抑える状態異常の常識が危うくなるって誰かに教えてもらったような……』

				　ダルシアは熟考した結果、そう推測した。

				　ダークエルフであるダルシアは、生まれつき【魔術耐性】スキルを持っていた。攻撃魔術から受けるダメージや、魔術由来の状態異常にかかり難く、かかっても治りやすくなる。

				　そのため自身の【魔術耐性】を過信して大火傷を負ったり、逆に他種族との戦いで敵を生け捕りにしようと「この程度の魔術なら直撃しても死なないだろう」と術を放ったら目標が肉片になってしまったりといった事が、少なくなかったらしい。

				　そのため全てのダークエルフは子供の内に【耐性スキル】について、スキルが無ければどれ程の影響を受けるのかも含めて教えられるのだ。

				　しかし、ヴァンダルーはそれを教えられていない。なので、【状態異常耐性】があるから耐えられているだけなのを「意外と疲れてないな」と勘違いしている可能性が高い。

				『だから自分から休もうとしないのよ。それに、もしかしたら今は緊急事態だとか非常事態だと思っているのかも。私が死んでから、色々あったから……』

				　母親である彼女が殺されてから生き延びるのに必死だったし、その後は復讐を実行しようとしていた。結果的にグール達と行動を共にする事になったが、ザディリス達に会った当初は目的のスキルを習得したら魔境から旅立つつもりだったので、修行を頑張った。

				　そしてノーブルオーク攻略に山脈越え、移住だ。確かに非常事態の連続である。

				　いくつかの作業では、ヴァンダルーは直接身体を動かして働いた訳では無いから、「働いた」という印象は薄いかもしれない。

				　しかし、魔力を使うと実際に疲労を覚える事をこの場にいる全員が知っている。

				「ヴァン様が疲れているのはよく分かりましたわ。それでは休んでほしいと一言、私達の方から言えばよいのではなくて？」

				　ヴァンダルーに休養が必要だという認識は十分共有された。だが、そのための手段はとても簡単なのではないだろうか。そう言うタレアに、ザディリスの首は縦では無く横に振られた。

				「それぐらいなら儂がもう言っておる。しかし、あまり聞いてくれんのじゃよ」

				　休みを勧めるザディリスの言う通り、ヴァンダルーも「まだやれるのに」と言う感じだったが一応錬金術の修業をそこで中断した。

				　しかし横になりながら死属性魔術の修行をしていたり、気晴らしに散歩をしているのかと思えばタロスヘイムの壊れた建物を必要も無いのに修理していたりと、自分から進んでやる事を考えて勝手に実行しているのだ。

				　他にもブラックゴブリンやアヌビスの子供と遊んでいるかと思えば勉強を教えていたり、ライフデッドの世話をしていたりと、殆ど休まない。

				　アンデッド達の中で唯一レベルが１００に到達した後ランクアップしていない骨人をどうにかして強くできないかと、妙な実験をしている事もある。

				「そう言えば、私もヴァンから三歳になったら格闘術を教えて欲しいと言われていた。三つの頃から習うと達人になれるという言い伝えがあるとかなんとか」

				「何っ!?　何故我では無くバスディアに言うのだ!?」

				『明らかに腕の長さが違い過ぎて、ヴィガロさんの技は覚えられないからでは？　グールの格闘術って、男と女で全く違うんだって教えてくれたのはヴィガロさんですよ』

				「ヴィガロ、少し黙っておれ。バスディアはもし教えるのなら上手い事を言って、坊やを休ませるのじゃぞ。そういう訳で皆よ、坊やに休みを取らせるには策を練らねばならん。若い者を如何に訓練漬けにするかで頭を悩ませた儂が、まさか休養を取らせる事にも知恵を絞らなければならんとはの」

				　そして、ヴァンダルーが王城に行っている間にザディリス達は、どうやってヴァンダルーを休ませるかについて話し合ったのだった。
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				　ヴァンダルーはヌアザの案内で、王城の崩れた門をやや苦労しながら潜った。

				「……階段の高さが幼児には優しくない」

				　男性で平均身長二メートル七十センチ、女性で平均二メートル五十センチの巨人種仕様の建物は、つくづくヴァンダルーには優しくなかった。

				　階段を上るだけでちょっとしたアスレチックになってしまう。

				『すみません、他種族の方用の階段はご覧の通り瓦礫に埋まっていまして』

				　そう言うとヌアザはひょいと、骨と皮だけの腕でヴァンダルーを持ち上げる。リッチ……正確にはレッサーリッチと化した今でも、生前持っていた【怪力】スキルは失っていないらしい。

				「今まで使わなかったから後回しにしてましたけど、王城も出来るだけ早く直した方がよいですね」

				　ダルシア達が聞いたら「止めて！」と止めただろう事を言い出すヴァンダルーだが、ヌアザは『御子のご都合に合わせてくだされば、いつでも構いません』と言った。

				『確かに直していただければ幸いですが、武官も文官も居ない城ですから。それに、後数百年は崩れないでしょうし』

				　ヌアザ達タロスヘイムのアンデッドにとっては、王城は巨大な祖国の墓標という認識だった。直してくれれば嬉しいが、それはヴァンダルー達の予定に食い込む事になってまでして欲しい事では無いようだ。

				　激しい戦闘の後二百年が経った今も荒廃(こうはい)し多少崩れてはいるが、ダンジョン産の石材で作られた王城は変わらずに聳えている。ヌアザが言うように、数百年後でも今と変わらず城は在るだろう。そう思わせる存在感があった。

				「……分りました。余裕が出来たらにします。

				　それで、ボークスさんは？」

				『地下に続く隠し階段がある謁見の間へ続く扉の前に居るはずです。彼は二百年、あそこから一歩も動こうとしないのです』

				　スカウトに行く前に、〝剣王〟ボークスがどんな人物だったのかはヌアザを含めた巨人種アンデッド達から聞いておいた。

				　曰く、タロスヘイムの英雄たちの中で唯一アンデッド化した存在で、現在の巨人種アンデッドの中では最強の存在らしい。

				　その人格は──。

				『仁義に厚く人情家で陽気、酒を奢りたがるくせに自分は酒に弱い。女の魅力は胸の大きさ、男の魅力は筋肉だと言って憚らない人でした』

				　とは、巨人種の中ではインテリ派だったらしいヌアザからの話だ。

				　他の情報提供者からの話は──。

				『ハゲテタ！』

				『強イ！　凄イ！　強イ！』

				『奥さんの愚痴と娘の自慢話が長い。ウゼエ、うぜえええええげど゛い゛いやづ゛うううぅっ！』

				　結論、良い人っぽい。

				「俺、筋肉に自信ないんですけど、『一昨日来い』とは言われないでしょうか？」

				『それは無いでしょう。それを言うなら、私は骨と皮だけですよ』

				「それもそうですね」

				　そして罅割れた壁や砕かれたレリーフの欠片、折れた柱の破片が転がる城内を進むと、程なくして謁見の間に辿り着いた。

				　当時は重厚さと豪華さを併せ持っていただろう扉の残骸の代わりだというように、〝剣王〟ボークスはそこにいた。

				　巨人種の中でも三メートルと大柄な体は、血の気の失せた肌を内側から大きく盛り上げる筋肉で鎧われ、アンデッド化した今も強烈な気配を放っている。

				〝氷神槍〟のミハエルとの激しい戦いで右腕を失い、巨大な両手剣は半ばから折れているがそれでもボークスは強さを失っていない。

				　そう【鑑定】を使うまでも無くヴァンダルーは確信した。常に発動している【危険感知：死】が、彼に「こいつを怒らせるな」と警鐘を鳴らしているからだ。

				『神殿の小僧かぁ……なんだ、その妙なガキは？』

				　頭の右半分が骨だけになっている〝剣王〟ボークスは、胡乱気な視線でヴァンダルーを睨みつけた。その声には警戒が強く込められていて、彼が【死属性魅了】スキルの効果に抵抗した事が分かった。

				『この方はグールキングのヴァンダルー、神託の御子です』

				『何？　ぐーるきんぐだと？　ダンピールじゃなくて、グールの変異種か。女でガキがキングとは、この妙な雰囲気といい、ただ者じゃないな』

				「いえ、グールじゃなくてダンピールです。それに男です」

				『そうかい』

				　急いで誤解を訂正するが、ボークスはヴァンダルーに「ただ者じゃない」と言いつつも、あまり興味は無いらしい。

				『何を考えてこんな所に来たかしらねぇが、俺はお前が何をしようが興味はネェ……住みつくなり盾国の糞野郎共の取りこぼしを持って行くなり、勝手にしろ』

				　ガチャリと、折れた剣を左肩に担ぐようにしてヴァンダルーを見下ろすボークス。リラックスしているようにも見えるが、何かあればその剣を一瞬で振り下ろすだろう。

				　その態度からは、やはり【死属性魅了】の影響を受けているようには見えない。寧ろ、彼の警戒心を駆り立てているだけのようだ。

				（ここまで効果が無いとは思わなかったな）

				　ヴァンダルーも、【死属性魅了】が全てのアンデッドに効果を発揮するとは思っていなかった。抵抗される可能性も当然考えていた。

				　しかし、考えてはいたがその場合どうすればいいか具体的な答えは出なかった。

				　敵になるなら魅了できなくても、倒す方法を考えればいい。

				　戦力が欲しいなら、他の方法を考えればいい。

				　でも、不干渉を宣言して協力を拒絶した相手には、どうすればいいのか。

				（普通に交渉するしかないんだろうな）

				　まあ、そこに行きつく。

				「ボークスさん。俺は、あなたに協力して欲しい事があります」

				『悪いが断る。こっちには、やる事があるんでな』

				　撃沈。どうやらスカウト交渉は失敗したようだ。

				　イヤイヤ、まだだ。諦めるには早い。

				「ボークスさん、俺は死属性魔術という今までこの世界には存在しなかった魔術を使う事が出来ます。それを使ってあなたの望みを叶える事が出来るかもしれません」

				　交渉とは、相手が望む物を提示しそれを提供する代わりに、こちらの希望を叶えてもらう事だ。そのためにボークスの望みをまず聞き出そうと、ヴァンダルーは思った。

				　ミルグ盾国への復讐だろうか？　それとも身体の修復？　若しくはオルバウム選王国に脱出した娘がどうなったのか知りたいのか。

				『……お前みたいなガキが、そんな事出来るのか？』

				「少なくとも、この世界で今までできなかった事の幾つかは出来ます」
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				　ボークスに聞き返されても、ヴァンダルーは胸を張って答える事が出来た。これは自信の有る無しの問題では無く、これまで存在しなかった魔術が使えるのだから、これまで出来なかった事が出来て当たり前だという事を知っているからだ。

				　初歩の死属性魔術である【殺菌】や【殺虫】だって、他の属性魔術で再現するのは困難であるらしいし。

				　ボークスはその答えを聞いて、片方しか眼球の無い顔を俯かせてしばし考え込むと。顔を上げないまま言った。

				『だが、伝説級マジックアイテムの呪いを解くような真似は出来ねぇだろう？』

				　伝説級のマジックアイテムには、一流の魔術師でも解けない呪いを対象や使用者にもたらす物がある。そうした呪いを解く事が出来るのは、同じ伝説級のマジックアイテムか英雄、若しくは神々か、それに等しい存在だけだ。

				　それは御子とはいえ、流石に不可能なのでは。ヌアザはミイラの顔で器用に案じるような表情を、ヴァンダルーに向ける。

				「呪いですか？　できますよ。今日はまだ魔力を使ってませんし」

				『出来んのかよ!?』

				『そんな馬鹿な!?』

				　あっさり出来ると答えたヴァンダルーに、ヌアザまでボークスと一緒に否定していた。

				『呪いだぞ、しかも伝説級マジックアイテムのだぞ!?　神殿に金貨を幾ら積んでも浄化できないぐらい強力なんだぞ!?』

				『そうです！　私なんて足元にも及ばない高司祭様や神殿長様、〝癒しの聖女〟ジーナ様だって浄化できない代物なのですよ!?　浄化どころか、御子まで呪われたらどうするのです！』

				　口々にそう言うボークスとヌアザだが、彼らからすればあり得ない事をヴァンダルーが言い出しているのだから当然だ。

				「ええ、前はよくやって……やらされていましたから出来ると思いますけど。だって、呪いなんでしょう？」

				　しかし、ヴァンダルーからしてみれば、呪いなら解除出来て当たり前という認識があるため、何故二人が狼狽しているのか、さっぱり分からない。

				　いや、まあ、二人の態度から「きっとこのラムダでは、簡単に呪いを解く事が出来ないんだろうな」ぐらいは察したが。

				「呪いって、つまり魔力による状態異常ですよね。物によっては怨念や憎悪が核だったりしますけど、結局具体的な効果……決して治らない病を発病させるとか、不幸を呼び込むとか、特定の行動を封じるとか、そういった状態異常を起こすのには、魔力が必要です」

				　基本的に、呪いが具体的な効果を発揮するには魔力が必要不可欠だ。

				　例えば憎い相手を呪いで病気にしたい場合、ズタズタにした人形をただ送りつけただけではただの精神攻撃だ。相手が図太い神経をしていたり怖いもの知らずな性格だったら、全く効果が無い。

				　呪いをただのおまじないでは無く確実な効果を発揮させるには、魔力が必要なのだ。儀式を行い呪文を唱え、生贄(いけにえ)を捧げる等して魔力を込める必要がある。所有者に不幸をもたらす宝石だって、魔力が無ければただの宝石だ。

				　これが科学と魔術が存在する異世界オリジンにおける呪いの定義だ。

				「そして俺の死属性魔術は魔力を含めたエネルギーを吸収、消滅させる事が出来ます。なので、呪いを形作る魔力を消滅させれば、呪いは解けます」

				　っと、当時研究者から聞かされたことをそのまま口にする。

				　当時のオリジンでも呪いを解くのは大変だったようで、実験が成功した時は興奮した研究者達がウザかったなと、ヴァンダルーは思い出した。

				　まあ、研究成果が出ても待遇が改善される訳では無かったし、何か希望が叶えられる訳でも無かったので、呪いを解く……消せる事がどれだけすごい事なのか、ヴァンダルーは今まで考えた事が無かった。

				『つまり、お前は伝説級マジックアイテムの呪いを解けるんだな？』

				「はい。よっぽど特殊な呪いでなければ」

				　そう答えながらも、ヴァンダルーは内心では首を傾げていた。何故なら、ボークスが呪われている気配が無かったからだ。……アンデッド化してしまった事を除けばだが。

				『……分かった。もし、お前があいつらを取り戻してくれるのなら、俺はお前の部下でも手下でも、何にでもなってやる。今でも意味があるか知らねぇが、〝剣王〟の名に懸けて誓ってやる』

				「あいつら？」

				『ああ。今でもあのクソッタレな氷槍の呪いに囚われている俺の仲間……ジーナとザンディア嬢ちゃんを解放してくれ。頼む』

				　ヴァンダルーのずっと上に在ったボークスの頭が、ヴァンダルーより低い所まで降りてきた。

				　彼の毛の無い脳天に、「分かりました」と答えた。
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				　ミルグ盾国の英雄〝氷神槍〟のミハエルがタロスヘイムへの攻撃に参加し、都市に攻め込んでから何があったのか、アンデッド達の記憶は穴だらけで、詳しい事は今まで分からなかった。

				　自分達が殺された時の出来事であり、アンデッド化する前の出来事であり、した直後の出来事だからだ。

				　確かだったのはタロスヘイムの滅亡、英雄たちの敗北、そのままミハエルは王城の地下に存在する女神ヴィダの遺産を破壊しようとしたが、遺産の守護者であるドラゴンゴーレムに重傷を負わされ、ミルグ盾国は撤退したという歴史だけだ。

				『俺は……俺とジーナ、ザンディアの嬢ちゃんの三人は謁見の間であのクソッタレを迎え撃った。俺は当時タロスヘイムに出来た冒険者ギルドの支部から、Ａ級冒険者だと言われてた。ジーナも戦争が始まる前にＡ級に昇級した。ザンディアの嬢ちゃんはまだＢ級だったが、将来はＳ級間違い無しと言われてた。伝説級のマジックアイテムを持っていようが、奴も俺と同じＡ級だ。やれると思った』

				　Ａ級冒険者二人とＢ級冒険者一人の計三人で、Ａ級冒険者一人を迎え撃つ。戦力は明らかに前者に有利で、防衛はまず成功するはずだった。

				　だがと、ボークスは続けた。

				『結果は、知っての通りだ。俺も〝剣王〟なんて呼ばれていたからな。負けるつもりは無かった。ジーナ達から魔術の援護を受けて、この魔剣で、得意技の【竜殺し】で、奴を倒そうとした。が、実際には俺の魔剣は……竜種の首も一撃で落した俺の魔剣は奴の槍に砕かれていた。畜生、よくもやりやがったなと叫んで、俺は奴に殴り掛かろうとした。だが、出来なかった。へへ、何の事はねぇ、利き腕も魔剣と一緒に砕かれてたのさ』

				　冒険者は、ＧからＳの等級によって分けられている。それは単純な戦闘力だけでは無く、依頼の達成率や普段の素行等も考慮されるし、ジョブや所有スキル等によって相性も変わる。しかし、等級が同じなら力量に圧倒的な差は出来ない。

				　しかし、Ａ級とＳ級は例外だった事をその時ボークスは思い知った。

				　Ａ級は超人達が至る英雄の領域。竜殺しなんて掃いて捨てるほどゴロゴロしている。だが、同じＡ級でも冒険者達には大きな差が存在した。

				　常人以上超人未満のＢ級から、少しはみ出ただけの者。常人寄りの超人。ここに〝癒しの聖女〟ジーナが。

				　間違いなく『超人』で英雄だが、あくまでも超『人』でしか無く、人の括りから抜け切れていない、神話に語られる邪神や悪神と戦った神の領域に手が届く人外の存在では無い者。それが〝剣王〟ボークス。

				　そして、ミハエルは実際には人外の存在、Ｓ級相当の力を持つＡ級だった。

				『お蔭で俺は床にキスする羽目になった。そして次に気が付いた時は、アンデッドになっていた。そして振り返れば、そこにザンディアの嬢ちゃんが居たのさ。一部だけな』

				　そう言いながら、ボークスは二百年守って来た謁見の間の扉を押し開いた。

				　扉の向こうから、寒気がするほど冷たい空気が流れてくる。

				　謁見の間には糸程の光も無かったが、【闇視】を持つヴァンダルーやヌアザには真昼のようにはっきりと見えた。

				　最初に見えたのは、謁見の間に空いた穴とその穴を塞ぐ氷の柱だ。あの穴が王城の地下にある女神の遺産へと続く入り口なのだろう。

				　そして、氷の柱の中に巻き込まれるような形で……多分形状的には女の人のだろうなと思うが、切り落とされた手首が一本、凍り付いていた。

				『これは……っ！　お二人の姿もご遺体もこの二百年見なかったのは、ボークス殿が弔ったのだと思っていました。ですがこれはまさか……！』

				『そういう事だ。あの忌々しい氷の向こうに二人の死体があるんだろうさ。この手は大きさから見てザンディアの嬢ちゃんのだろう。俺がやられた後もあの糞野郎と戦って、片手になってもジーナと一緒に地下に降りた奴を追ったに違いねぇ。それで、きっと氷の向こう側でやられたのさ』

				　ミハエルの異名の由来になった伝説級マジックアイテムの魔槍は、強い氷の魔力が宿っていた。その力は魂すら凍てつかせるほどだと称えられ、罪人の魂を捕えれば永久に放す事は無いと謳われていたらしい。

				『この氷の向こうで何があったのか、俺には分からん。分かるのは、この氷を融かす方法が無いって事だけだ。俺が砕こうとしても罅一つ入らねぇし、脂をかけて火を付けても焦げ跡一つ付やしねぇ。それで、お前はこの氷を融かせるのか？』

				「融かせます」

				　ヴァンダルーは、やはりすぐ頷く。ボークスとヌアザが話している間に調べたが、やはり氷から魔力を感じる。

				　微妙に呪いとは違うようだが、似たようなものなので魔力を消滅させればこの氷は瞬く間に溶けて、地下への入り口が開くだろう。

				『そうか、ならやってくれ。氷の向こうに在る二人の死体が、アンデッドになっているかいないかは分からんし、なっていても正気かどうかも分からん。だが、一言謝らねェと気がすまねぇのさ』

				「分かりました」

				　魔力を吸う死属性の魔力を放出して氷を包むと、氷は高熱に晒されたように見る見るうちに融けていく。

				　数分ほどで、ザンディアの片手と地下への入り口が解放された。

				『どうですか、御子よ』

				「……二人の霊らしい影は見えません。ちょっと待ってくださいね、この手から何かわからないか見てみますから」

				『うん？　ホーイガクって奴か？　ザッカートが元いた世界で目指していた職業だって聞いたが』

				　勇者ザッカートは、地球に居た頃法医学者を目指していたらしい。中々のインテリだったようだ。

				「いいえ、オカルトです」

				　ヴァンダルーは、よっこいせと太陽に愛された褐色の肌をした、しかし今は氷のように冷たいザンディアの手を拾い上げた。

				（でかいとか、重いとか、そんな事言ったら悪いんだろうな）

				〝小さき天才〟の手首は、大きかった。

				　これはヴァンダルーが幼児だからでは無く、単純にザンディアが大きかったからだろう。

				　勿論異名の通り彼女は小さかったのだろう。巨人種としては。

				　巨人種の成人男性の平均身長が二メートル七十センチで、女性でも二メートル六十センチ。ザンディアはボークスに「嬢ちゃん」と呼ばれるぐらいだからまだ少女だった可能性が高いが、多分二メートルは超えていたのではないだろうか？

				　なので、ヴァンダルーの基準では細いとか小さいとかは言い難い大きさだったのだ。

				（まあ、それは兎も角残留思念を見てみよう）

				　死属性魔術は、死体の一部から残留思念を読み取る事が出来る。ただ、死体からしか読み取れないし読み取れても意味をなさないものも多いので、今まで余り使う機会が無かったのだが。

				　冷たいザンディアの手の平に額を押し付け、瞼を閉じる。

				　すると、瞼の裏に一目で業物と分かる槍を突き出す、男の姿。その後ろに、砕けた剣の柄を握ったまま血塗れで倒れている男。

				　倒れる。ダメ押しか、何度も槍が刺さる。かすむ視界の隅に、既に倒れている褐色の肌をした女の姿。そして闇に閉ざされる数瞬前に、地下に降りて行く男の姿。

				　槍を持った男がミハエルで、血塗れで倒れている男がボークス。女がジーナだろうか。

				　しかし、残留思念が正しいならザンディアとジーナはボークスが殺された後に、ミハエルによってこの謁見の間で殺されている。ボークスが推測したように、氷で閉ざされていた地下には降りていない。

				　しかし、だったら何故死体が無いのか？　単にこの手首以外氷に閉じ込められず保存されていなかったとしても骨は残るはずだ。それにボークスは白骨化するずっと前に巨人種のゾンビとして蘇っている。ザンディアとジーナの死体が在れば、気がつかないはずが無い。

				　誰かが持って行った？　骨も残らないように処分した？　だったら何故この手首と、何よりボークスの死体を放置した？

				　……一人で考えても答えは出ない。

				「二人はミハエルが地下に行く前に死んだように残留思念では見えました」

				『何だと!?　どういう事だ、じゃあ二人は地下には居ないのか!?　確かに、出て来る様子は無いが……』

				『では、御二人は何処に!?』

				　それまで地下の穴からザンディア達が出て来ないかと覗きこんでいたボークスとヌアザが驚いて振り返るが、ヴァンダルーは「さあ、分かりません」と答えた。

				「俺が見たのは、この手首が切り落とされた時の残留思念ですから。腕を切り落とされた時混乱したのかもしれないし、現実では無く頭に思い浮かべた絶望的な未来の想像が焼きついただけかもしれない。もし俺が見たのが真実だったとしても、実はあの後息を吹き返した二人がミハエルを追いかけたのかもしれないですし」

				『つまり、とりあえず行ってみないと分からない訳か』

				「はい。ところでこの先は──」

				『知らねぇ。何せ聖域だからな』

				「ですよね」

				『ですが、確かめるには降りるしかありません。行きましょう、ボークス殿、御子よ』

				　聖域だから入る事はまかりならんとか、そういう事は無いらしい。それとも、もうミハエルが入った後だから構わないのか、それとも御子だからだろうか？

				　穴の淵から覗くと、そこには壁に突き立てられるように棒状の石が生えていて、螺旋階段になっていた。

				　レムルースを一体作って先行させてから、ヴァンダルー達は螺旋階段を下りて行った。そして下に着くと、何処か神殿のような作りの通路が続いていた。

				　特段罠や試練等の障害も無かった。女神は設置したドラゴンゴーレムに余程自信があったのか、それともミハエルがドラゴンゴーレム以外の障害を全て破壊したからなのかは、分からない。

				　ただ、扉という扉が氷で閉ざされているのには辟易したが。

				「聞いた話だと、重傷を負ったミハエルは命からがら逃げだしたそうですけど、結構余裕があったんでしょうか？」

				　逃げる途中で通路を氷で閉ざして行くなんて。

				　そう言いながら死属性の魔力で氷の魔力を抜いて融かして行く。難しい作業では無いが、それを何十回と繰り返すと、どうしても飽きが来る。

				「残してきた魔槍を奪われる、若しくは自分が半ば破壊したドラゴンゴーレムに止めを刺して遺産を何者かが手に入れる事を危惧したのかもしれませんね」

				『ん？　そういやぁ、この氷も謁見の間の氷もあの糞野郎が逃げ出した時に作ったんだよな？　どうやって作ったんだ、奴は魔槍をドラゴンゴーレムに投擲して、そのまま逃げたんだろ？』

				「あ、そういえば……」

				　今ヴァンダルーが融かしている氷は、灼熱の業火でも溶けない魔氷とでもいうべき氷だ。とても普通の属性魔術で作れるとは思えない。

				　そしてこの魔氷はミルグ盾国の国宝だった魔槍を持っていたからこそ、作る事が出来た代物だ。

				　なのに、どうして魔槍を失って逃げ出したミハエルが魔氷で扉や入口を閉じる事が出来たのか。

				『二百年以上気がつかなかった俺が言うのもなんだが、おかしいよな？　どういう事だ？』

				『この氷は実は魔槍の力では無く、ミハエル個人が編み出した特殊な魔術の産物と言うのはどうでしょうか？』

				「あと、魔槍の所有者だけはこの氷を透過する事が可能で、進む時に背後から敵が来ないようにしていたとか？」

				　ヌアザやヴァンダルーは推測を口にするが、どうもしっくりこない。

				「とりあえず氷が融けたので進みますよ。ちなみに、二人の霊は居ません」

				『ああ。あいつら、何処に行っちまったんだろうな』

				　しかし、推測や推理は兎も角三人は先に進んだ。彼らの目的は当時の真実を知る事ではなく、ザンディアとジーナのアンデッド、若しくは死体、霊を発見する事だ。

				　疑問は尽きないし好奇心は刺激されるが、考えるのは後でいい。

				『ところで、気に入ったのか？』

				　ボークスはヴァンダルーが両腕で抱きかかえるようにしているザンディアの手首を見下ろして聞いた。

				「気に入ったというか……上に置いておくのもなんですし」

				　埃やらなんやらで汚れた床に放置するのも忍びなかったし、ボークスもヌアザも受け取ろうとしなかったので魔術で腐敗を止めて、何となく持ってきただけで特に意味は無かったのだが。

				　しかしボークスは話を止めようとしない。

				『気に入らねェのか？』

				　どうやら、イエスかノーか以外の選択肢が存在しないらしい事に気が付いたヴァンダルーは、ザンディアの手首を見つめ直し、改めて観察した。

				　褐色の肌はきめ細かく、一見たおやかな手だが指には幾つかタコが出来ている。きっと杖を携えて戦って来たから出来たものだろう。切断面から香る血の匂いが、二百年の時を越えて甘く鼻孔をくすぐる。

				「気に入るかいらないかでいえば、気に入りましたけど」

				『手首のあたりが気にならねェか？　そこが太いだの形が悪いだのなんだの愚痴ってたんだが』

				「太さ？　形？」

				　言われて再度手首を見てみるが……多少太かったり形が悪かったりしても、ヴァンダルーに見分けが付く訳がない。元々のサイズが異なり過ぎるのだ。

				「気になりませんけど」

				『おおそうか、嬢ちゃんは年上好みだったがそれを聞いたら喜ぶぜ！　じゃあ、嬢ちゃんをよろしくな』

				「……はい？」

				　何言ってるんだ、こいつ？

				『おう、良い返事が聞けてうれしいぜ』

				「いや、そうじゃなくて、俺はただ聞き返しただけです。宜しくなってなんですか？」

				　なんだかこのやり取り、前にもあった気がする。そう既視感を覚えつつ、ボークスにどういう事かと説明を求めた。

				『いやな、ほれ、ここまで来ても二人の死体が無いし霊も見えないんだろ？　何かの奇跡で二人が生きて脱出したっていうなら嬉しいが、何処かの誰かが二人の死体を運び出したのかもしれねぇ』

				　二人は英雄で、特にザンディアは第二王女だ。ミルグ盾国軍が首を晒すために持ち帰った可能性も十分にある。カチア達の話では聞いていないが、単に今の時代に遺体を晒した事が伝わっていないだけかもしれない。

				『だとするとだ、お前さんは二人の死体を探してくれるわけだよな？』

				「…………まあ、時間はかなりかかると思いますよ。俺、暫くミルグ盾国に戻るつもり無いので」

				　ボークスからの頼みは二人を魔氷から解放する事なので、実際には魔氷を全て融かした段階で達成と見なしていい気がするが、彼は「俺はそんなんじゃ、納得しねぇ」と目で語っている。

				　それに、二人の英雄の遺体をミルグ盾国から取り戻すのは悪くない考えのように思えたのでそう同意すると、ボークスは半分しかない唇を釣り上げる。

				『おう、それでいい。だとしたら、追加報酬があって然るべきだろ。だからお前が嬢ちゃんとジーナの死体を取り戻したら、そのままものにしちまえばいいって話だ』

				「はいぃ!?　アンデッドにしろっていう事ですか!?」

				　そう驚くヴァンダルーの声が通路に木霊する。しかし、驚いているのは彼だけだった。

				『おお、なんと素晴らしい思い付きでしょうか、流石ボークス殿』

				　見習いとはいえ神職に在ったはずのヌアザは、何故か感動に打ち震えていた。その体に水分が残っていたら、涙を流したに違いない。

				『ザンディア様はタロスヘイムの第二王女、ジーナ様はヴィダ神殿の最高責任者。このお二人と神託の御子の結びつきは、神託の通り我々に繁栄と栄光を齎す事でしょう！』

				「あの、政略結婚か何かと勘違いしていませんか？」

				　二人とも高い確率で死んでいるんですが、しかも今あるのはザンディアの手首だけなんですが。

				『問題ネェだろ、その手首左手だし』

				『おお、指輪の交換も可能ですな』

				「いや、可能だからってなんだというんですか？」

				　結婚できますねって？　確か地球の日本には、一部だが遺族が未婚のまま死んだ親族を結婚させるという文化が存在したと覚えているが、ザッカートはそれもこの世界に導入したのだろうか？

				　しかしヌアザは話を聞いてくれない。

				『ジーナ様とザンディア様も御子の仲間に加わり、いずれアルダ神とそれに従う者共を打倒する手伝いが出来るのなら、喜んで不死者として蘇る事でしょう』

				『はっはっは、そしたらミルグ盾国と三人で再戦だな！』

				「いやいや、色々混じってますし。神託の方は兎も角、吸血鬼の真祖の予言は関係無いですからね」

				　この二人、もしかして耳が高い場所に在るから子供の声は聞こえないとでもいうのだろうか？

				「俺が聞きたいのは、死者への冒涜とか、英雄の名誉を汚すとか、そんな風に思わないんですかという事です」

				　法命神アルダの事は除外するにしても、地球やオリジンでは死体をアンデッドにするのは死者への冒涜、神に対する背信であるという価値観が強かった。

				　地球では現実にはアンデッドは居ないが、宗教的なタブーとして昔からその手の神話や伝説逸話民話には事欠かない。

				　フィクションでもそうだ。数々の作品で死者を復活させる試みは失敗どころか、実行者も破滅して終わっている。悪役が主人公に「お前の大切な人を生き返らせてやろう」と言っても、主人公は悩んでも最終的にはその誘惑を跳ね除け、未来に進むものだ。

				　間違っても「マジっすか!?　是非お願いします！」とは言わない。

				　オリジンでは魔術が存在し、アンデッドも存在したのでよりその傾向が強い。法律でアンデッドを作ってはいけない、試みるだけでも逮捕すると決められている程だ。

				　ヴァンダルーを実験動物にしていた軍事国家の研究者たちは、その辺りの倫理観が壊れていたが。

				　そして実際、ヴァンダルーもアンデッドを作る事に忌避感は無い。そうで無ければ母親を生き返そうとしたり、骨人達を作ったりはしない。

				　だが他の人なら嫌がるだろうなと、想像する感覚を忘れてはいなかった。

				　だから神職にあったヌアザや、生前からの仲間だったボークスの手前ジーナとザンディアをアンデッドにするのは無理だろうなと思っていたのだ。

				　無理にアンデッドにして今の関係を悪化させたくなかったから、考えもしなかった。二人がアンデッド化していたら、スカウトぐらいはしただろうが。

				　なのでボークスが全く逆の事を言い出し、更にヌアザまで同意するどころか喜んで勧めるような事を言うので驚いたのだ。

				『オイオイ、アンデッドに何を言ってんだ』

				『そうですよ。そもそも、女神ご自身が死した勇者ザッカートをアンデッド化させて蘇らせているではありませんか』

				「あ……そういえば、そうでしたっけ」

				　だが確かに、神話ではそう伝わっていた。どうやら、女神ヴィダはアンデッドに関して寛容らしい。……この場にいるのがアンデッドの信者だけなので、生きている信者がどれくらい寛容なのかまでは分からないが。

				　しかし、そういった事はタロスヘイムから出て人間社会に出た時に、慎重に見極めればいい事だ。

				「まあ、それでいいなら俺は文句ありませんけど」

				〝剣王〟だけでなく、〝癒しの聖女〟や〝小さき天才〟のアンデッドまで味方になってくれるなら、頼もしい事この上ない。だから納得さえすれば二人のアンデッド化を断る理由は無かった。

				『ほれ、頑張れば良い女が手に入ると思えばやる気も出るだろ。男ってのはそういうもんだ』

				「俺、まだ三歳にも届かないんですか」

				『三つ子の魂は百歳と変わらないって言うだろうが』

				「……俺の知っていることわざの意味と違う」

				『まあまあ。御子、御二人とも大変お美しい方でしたよ』

				　いや、いくらお美しくても今頃骨しか残ってない可能性の方が高いんですけど。

				　そう言おうかと思ったが、この二人には何を言っても無駄だろうから黙っておく事にした。

				　英雄色を好むと言うが、ちょっと土気色でも色は色なのだろうか？

				　そんな和やかに進んで行くと、巨人種のボークスと比較しても巨大な扉が現れた。当然氷に閉ざされているが、扉の一部が砕かれていて、中を氷越しに見る事が出来た。

				『あれがドラゴンゴーレムか。流石あの化け物を痛み分けとはいえ追い返しただけの事はある。こうしているだけで寒気がするぜ』

				　扉の向こうは、上の謁見の間がダース単位で入りそうな程大きな空間になっていた。その中心に、巨大な黒金のドラゴンが今も立ちはだかっていた。

				　氷越しに見えるその姿は見るからに痛々しい。雄々しかっただろう頭部や鞭のように撓っただろう尾は、半ばで砕け床に転がりただの金属塊と成り果てている。右腕も肩から抉り取られるようにもがれ、そして胸の中心に槍が突き刺さっていた。

				　体中に深い罅が入り、今にも崩れそうに見える。

				「ええ、中に入るのは止めた方がいい。この扉の氷を融かしたら、死にます」

				　しかし、それで尚あのゴーレムはまだ稼働している。そして、あの壊れかけのゴーレムは自分達を殺せる。

				　扉の氷を融かせば、死ぬ。ヴァンダルーの【危険感知：死】がそう伝えて来ていた。

				『この向こうにお二人が居る可能性は？』

				「アンデッド化していたら、ゴーレムに破壊されていると思います」

				『死体なら、氷の中かもな』

				　あの壊れかけのゴーレムがアンデッド化した巨人種を攻撃しない可能性は低いように思えるし、部屋の中はミハエルと戦ったからか、氷だらけだ。その中のどれかにザンディアとジーナの死体が入っているのかもしれない。

				「あのゴーレムに襲われずに入る方法とか、伝わっていませんか？」

				『確か、国王様なら知っていたと思いますが……』

				　ヌアザは首を横に振った。どうやら、国王はアンデッド化しなかったか、二百年の間に塵に帰ったらしい。

				　ヴァンダルーも、流石に霊が存在しなければ死者の話を聞く事は出来ない。

				「じゃあ、強くなってあのゴーレムを倒せるようになるまでお預けですね」

				『だな。俺も利き腕と魔剣も無しじゃあ無理だ』

				　ゴーレムを倒しても、中に二人の死体が無い可能性も高い。しかし、有無がはっきりすれば次に探す場所を考える事が出来る。

				『まあ、死体が無ければ女神の遺産で作って、前渡しするって手もあるな。魂の方は、霊媒師なら降霊術で呼び出せるんだろ？』

				「俺、霊媒師じゃないので一度も見た事が無い霊は降霊術でも無理です。ところで──」

				『何と、そうだったのですか！　私達のようなアンデッドに親しい様子でしたので、てっきり御子は霊媒師のジョブをお持ちなのかと思っていました』

				『ああ、驚きだぜ。じゃあ、何で霊が見えたり嬢ちゃんの手首から記憶を見れたりするんだ？』

				「それより！　……女神の遺産で死体を作るって、どういう事ですか？」

				『何って……女神ヴィダの遺産は不完全な死者蘇生装置だからに決まってんだろ』

				　その昔、女神ヴィダは吸血鬼を生み出すために死した勇者ザッカートを蘇らせようとした。しかし、幾ら生命を司る女神といえど、死者を蘇らせるのは容易な事では無かった。

				　そのため女神はいくつかの試行錯誤を行った。その中の一つが、このタロスヘイムの地下にある遺産だ。

				　この蘇生装置によって新たな肉体を創り出し、ザッカートを生前の姿そのままに蘇らせようとした。だが、肉体は確かに出来たが魂の無い肉体は、生命では無くただの肉の塊でしか無く、生命の女神ヴィダの力を受け付けなかったのだ。

				　この装置はただ蘇生させたい者の、傷一つない死体を創り出す事しか出来ない。そう結論付けた女神はこの装置を封印した。不完全であっても将来自分の子らの役に立つかもしれない、しかし魔王の残党に悪用されないようにと自ら命を吹き込んで創ったゴーレムを番人にしたらしい。

				「それが、あのドラゴンゴーレムの向こうに在る……それは素晴らしい」

				　蘇らせたい者の、傷一つない死体を創り出す装置。

				　それが本当なら、この装置で創りだした死体にヴァンダルーが霊を宿らせれば、完全な蘇生になるのではないだろうか？

				「ヌアザ、俺が予言の御子でいいので、あの装置を使ってもいいですか？」

				　何としても、手に入れよう。

				　そして母さんを生き返らせる！
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				　浸かっているだけで疲れが解れ消えていく温もりに、ヴァンダルーは包まれていた。

				　瞼を閉じ、手足を伸ばして全力で安らぐ。

				　こうして入浴していると既に二十年以上昔の事だが、自分もやはりかつては日本人だったのだなと思えた。

				『手足を伸ばして湯船に浸かるなんて、何十年ぶりだったっけ？　地球で子供だった時以来か』

				　そんなどうでもいい事を自問自答しつつ、ヴァンダルーは王城の地下に不完全な蘇生装置があると知った後の事を思い出した。

				　まず、ボークスに新しい腕を用意した。謁見の間に砕けて転がっていたボークス自身の骨の欠片を【ゴーレム錬成】で集め、形を整えた。その後、ボークスの肩に添えてから再生するイメージで魔力を流す。

				　すると、何とボークスの肩から肉が伸びるように広がり腕が治ったのだ！

				『うおおっ、気持ち悪りぃ！』

				　あんまりな反応だったが。

				　どうやら、死属性魔術で治せるのは骨人達の身体を構成する骨だけでは無く、肉や皮膚も治せるらしい。これを【治屍】と名付けよう。

				　ただボークスの顔の右半分は治らなかった。やはり魔術にはイメージが大事で、ボークスの顔は半分髑髏の状態が印象深かったため治らなかったのかもしれない。

				『どういう理屈か分からねェが、気にすんな。右目は目玉が無い癖に見える、腕があれば戦うのに支障はねぇぜ。それに、こっちの方が色男に見えるだろ？』

				「確かに」

				『ウルセェ！　俺はこっちのガキに言ったんだ！』

				　即座にヌアザに同意され少し怒っていたが、ボークスはとても喜んでいた。右腕が戻ってきて前のように戦う事が出来るようになったのが嬉しいのだろう。

				　ヴァンダルーはボークスのように『口が悪くても良い人』が本当に存在すると分かって、若干の衝撃を覚えた。

				　今まで『口も人も悪い人』しかいなかったからだ。これでオルバウム選王国に入った後、口の悪い人に出会っても、多少の耐性が付いているかもしれない。……敵だと思い込んで反射的に攻撃しない程度に。

				　それからタロスヘイムに残っているマジックアイテムや物資の確認を改めて行った。

				　ボークスの腕を治しても地下の半ば壊れかけたドラゴンゴーレムを倒せる気が全くしなかった、それどころか殺される気しかしなかったので、本格的に戦力の増強を行う必要があったからだ。

				　本当に大切なものは第一王女達が避難する際持ち出していて、それ以外の残っていた物も目ぼしい物はほぼ全てミルグ盾国に持ち去られ、国宝だった伝説級や上級マジックアイテムも残っていなかった。

				「残っているのは五級ポーションや何処でも手に入るような、下級マジックアイテムばかり。まあ、残っていても大体腐っているか錆びているかですか」

				『まあ、二百年経ってるからな』

				　後は巨人種アンデッド達が身に着けている物だが、それを差し出させる気にはならない。

				『仕方ネェ、ダンジョンで取って来るか。死んでから誰も入ってネェだろ？　なら、Ｄ級ダンジョンでも中級マジックアイテムが転がってるはずだ。

				　そういやぁ、冒険者ギルドの方はどうなってる？』

				　冒険者ギルドには非常時に備えて、ポーションが多めに保管されている。中には一時的に能力値を上昇させる効果のあるポーションもあるはずだが、ヌアザは首を横に振った。

				『冒険者ギルドは当時、このタロスヘイムに残って運命を共にしてくれた外国人冒険者達と敵との戦いがありましたからね。ポーションは使い切られ、マジックアイテムも奪われていますよ。無事なのは、ジョブチェンジの部屋ぐらいですか』

				「えっ？　今な──」

				『チッ、余所モンが無理しやがって……酒をもっと奢ってやればよかったぜ』

				『今からでも何人かには奢れますよ。彼らもアンデッドになっていますから』

				『そうだったな！　二百年間王城に引きこもっていたから忘れてたぜ！　あ、でも酒場が無ぇじゃねえか』

				『はっはっは、それもそうでしたね』

				「あの、ギルドのジョブチェンジの部屋が使えるというのは、本当ですか？」

				　各種ギルドの支部に設置されているジョブチェンジの部屋は、人間社会なら必ずある設備だ。アミッド帝国だろうが、オルバウム選王国だろうが、タロスヘイムだろうとそれは変わらない。

				　なのでミルグ盾国軍もわざわざ壊すような手間をかけず、放置したらしい。実際、アンデッド化したボークスやヌアザ達は既に人では無く魔物だ。ジョブチェンジできないので、無用の長物だった。

				「それ、俺やグールの皆が使えますよね」

				　しかし、今まで人間社会に入ってジョブチェンジの部屋を使用できなかったヴァンダルーや、グール達には朗報だ。

				　正確には、グール達には確実な朗報。彼らは社会的には魔物として扱われているが、実際はヴィダの新種族だ。だからジョブに就く事が出来る。その証拠に、元人間のタレアやカチア達は人間だった頃のジョブを持ったままグール化している。

				　ヴィガロもザディリスも今までジョブに就かずスキルを磨いて来たのだ。そのグール達がジョブに就き、能力値補正やスキル補正の恩恵を受けられるようになったら、きっとかなりの戦力増強になる。

				　ヴァンダルーの場合は、ロドコルテの【既存ジョブ不能】の呪いを受けているため部屋を利用できてもジョブチェンジできない可能性の方が高いのだが。

				　しかし、やるだけやってみたいと前から思っていた。可能性はゼロでは無いのだし。

				　だから早速この朗報を伝えようと、弾む足取りで皆の所に戻ったヴァンダルーだったが、そこで彼を待っていたのは衝撃の通告だった。

				「坊や、誕生日まで休養を命じる」

				　遠まわしに休めと言っても聞かないと思ったザディリスが皆と相談して、ヴァンダルーに休養を取るように通告したのである。

				「いや、でも蘇生装置が、ジョブチェンジが」

				「その前に倒れたら元も子もあるまい！　坊や、もうお主の耐久力は限りなく限界に近い！」

				『そうです坊ちゃん！　末期症状です！』

				『お願いだから休んでヴァンダルーっ！　休んでくれないと母さん輪廻の輪に帰らせてもらいますからね！』

				　聞く耳を持ってくれなかった。

				　彼女達がどうやってヴァンダルーを休ませるかと頭を悩ませていたところ、ふと窓から外を見ると、いつも通りの虚ろな貌で今まで見た事が無い不気味な走り方をしながら近づいてくる彼が見え、『ヤバイ！　今すぐ休ませないと！』と思ったらしい。

				　どうやら、ヴァンダルーにはスキップの才能が無いらしい。

				　しかし、死んだ魚のような瞳をしているのはいつもの事なのだから、そこまで慌てなくてもと思う。そう抗弁しても、強制的に休養を取らされる流れは変えられなかった。

				　お願いだから休んでと泣き付かれて、反論する事が出来なかったのだ。

				　まあジョブチェンジの部屋は逃げないし、ジョブチェンジしたからといってあのドラゴンゴーレムをすぐに倒せるようになるとは思えないので、誕生日までの十日間英気を養うのもいいかもしれない。

				　それに、何もせず休む事を強制されている訳でも無い。勘が鈍らないよう、錬金術の修行は一日一時間までだけどしているし、他にも色々と休むためにやっている。

				　例えば、この公衆浴場を修理するとか。

				　タロスヘイムには公衆浴場があった。ザッカートのお蔭か、タロスヘイムの巨人種達はとても風呂好きで、町には五つの公衆浴場があり、王城にも大きな風呂があった。

				　流石に檜風呂では無く、古代ローマのテルマエのような石造りの浴場でサウナも和式では無く洋式だったが。

				　暴虐を行ったミルグ盾国軍も神殿でも防衛施設でも無い公衆浴場を破壊する暇は無かったらしく、あまり荒らされていなかった。一応火種を作るマジックアイテムや多少の金品があったが、それよりももっと価値のある物で荷物が一杯だったのだろう。

				　ただ、二百年放置されていたのでヴァンダルーが見た時は、王城の浴場も含めて全て惨憺たる有様だった。

				　町の五つの浴場の内、外側に在った三つは魔境に呑まれ、生えた木々などで崩れていて、中心部の一つは攻撃魔術の流れ弾でも当たったのか瓦礫の山と化していた。

				　無事だった一つは、中で茸が大繁殖していた。しかもただの茸では無く、手足の生えたウォーキングマッシュや毒性のある胞子を出すポイズンマッシュという魔物だった。

				　そんなに強い魔物では無いので、何匹か倒して焼いたら、とても美味しかった。ウォーキングマッシュは歯ごたえがあって、エリンギっぽい。ポイズンマッシュは椎茸かな？

				　結果、王城の浴場を修理する事にした。まあ、ここも雨漏りで浴槽が池と化していて、中にスケルトンが何人か浸かって「いい湯だな〜」とかやっていたが。アンデッドになっても湯につかりたがるとは、巨人種もかなりの風呂好きのようだ。

				【ゴーレム錬成】で雨漏りや、壁やタイルの罅割れを直し、掃除を行う。すると流石は頑丈な巨人種の王城。それだけで二百年の時を経て浴場は再び利用可能となった。

				　今まで水浴びしかした事の無かったグール達もお湯につかる入浴文化を気に入り、今では王城の浴場で疲れを取ろうと毎日列を作っている。

				（休みが終わったら他の浴場も直さないと、王城の浴場がいくら大きくてもパンクするな。オリジンではシャワーだけだったから、気持ち良いな……ん？）

				　誰かの野太い悲鳴が聞こえたかと思うと同時に、ヴァンダルーの頭を誰かがワシっと掴み、そのままザバンと水中から引っ張り上げられた。

				「ヴァンダルーっ！　溺れたのか!?」

				「いえ、ただ頭まで湯につかって温まっていただけですよ」

				　オルバウム選王国から移住してきた他種族も使用する公衆浴場なら兎も角、巨人種専用の王城の浴場の浴槽は、深かった。

				　女性でも二メートル半ばの巨人種が使う浴槽なので、もうすぐ三歳になるヴァンダルーだと立っていても脳天まで湯に沈んでしまうのだ。

				　まあ、修理した時に浴槽に段を作って頭を出せる浅い部分が出来るようにしたので、不注意か故意でなければ溺れないはずだ。ヴァンダルーの場合は、故意である。

				「脳天まで湯に浸かって、百数えようかと思いまして」

				「死ぬぞ!?」

				「いやいや、五分までなら大丈夫」

				【状態異常耐性】スキルのお蔭で、窒息するまで五分以上時間がある。死属性魔術を使えば、窒息してからも死ぬまでもっと時間を稼げる。

				「それでも止めろ、見ていて怖い。我の心臓が止まったらどうする？」

				「はーい」

				　潜水式入浴法禁止令、発令。

				


				　入浴を終えたヴァンダルーは、深く悩んでいた。

				（さて、これからどうやって休もう）

				　誕生日までまだ何日もある。その間、どうやって休むかについて。

				　一日中寝ているのも不健康だし、一日中食べているのは論外だ。虚空を見つめてじっと思索に興じる……趣味は無い。

				　今までどうやって時間を潰していたかを思い出すと、大体何かしていたらいつの間にか時間が過ぎていただけだった気がする。

				　無属性魔術や錬金術の修行をしたり、胡桃と香草でソースを作ったり、ドングリ粉を作ったり、骨猿達を磨いたり。密林魔境に居る間は、そうしていれば時間が過ぎていた。

				　しかし今は休養中なので、そうした作業をするのは止められている。

				　じゃあ、娯楽に興じて時間を潰そうかとも思うが、考えてみると娯楽があまりない事に気が付いた。

				　今、ヴァンダルーの手元には地球に在ったようなゲーム機やパソコン、テレビ、携帯電話が無い。次に、この世界でもあるだろう玩具やボードゲームも無い。……いや、考えてみたら地球に居た時から手元には無かった物がかなりあるが。

				　弱肉強食の魔境で暮らしていたグールの集落での暮らしは、そういった娯楽が発展する余地は無かった。魔境に入ってくる冒険者の死体から物品を剥ぎ取るにしても、危険な魔境に玩具やボードゲームを持ってくる物好きはいなかった。

				　……本なら何冊かあったが、魔術書か魔物の生態と解体方法を記した実用書ぐらいで、それらは既に何度も読んでいる。

				　魔境に辿り着く前に山賊から奪った本の内いくつかはまだあるが、それらもやはり実用書で何度も目を通している。

				（そういえば、この世界の人は普段どんな娯楽を楽しんでいるんだ？）

				　興味を覚えて元冒険者のカチアや、死ぬ前の事をよく覚えているヌアザに話を聞きに行くと快く教えてくれた。

				「ボードゲームや読書以外の娯楽？　うーん、お酒とか、劇場で芝居を見るとか大道芸人の芸とか？　上流階級だったら演奏会とか……あ、吟遊詩人の歌を聞くとかかしら。後はやっぱり買い物ね」

				　カチアが教えてくれたのはミルグ盾国の庶民の一般的な娯楽や、上流階級の代表的な娯楽だった。しかし今のタロスヘイムでは野外劇場は魔物の巣と化し、大道芸人は自分の骨を拾うのに忙しく、楽器演奏者や吟遊詩人はそもそもいない。

				『カチアさんが挙げた物以外だと、歌を歌ったりコイントスで出るのが裏か表かを賭けるようなギャンブルでしょうか？　後、神殿で神に祈るとか』

				　ヌアザが最後に言ったのは、娯楽では無いと思う。

				　因みに、ヴァンダルーは酒とギャンブルは成人するまで待つつもりだ。自分が見た目に反して熱くなりやすい性格であり、ギャンブルには向いていないとヴァンダルーは自己分析していたし、今の身体で酒を飲んでも【状態異常耐性】スキルの修行にしかならないからだ。

				「えーと、じゃあ……」

				「じゃあ、今日はあたし達と遊んでよ」

				「え？」

				「いいからいいからっ」

				　その後、この日はカチア達元冒険者組に冒険者ギルドについて教わったり、逆にヴァンダルーが彼女達にジャンケンを教えたりして過ごした。

				　その後はビルデ達やライフデッドの様子を見て、錬金術の修行をして、一日を終えるのだった。

				　尚、この時ヴァンダルーがカチア達に教えたジャンケンは、彼女達から瞬く間にタロスヘイムに、そして将来的にはこのバーンガイア大陸全土に広がるのだった。

				


				　次の日、ヴァンダルーは娯楽を求めてブラックゴブリンやアヌビス、オーカス達を訪ねていた。

				　昨日寝る前に「そうだ、暇だったら子供同士遊べばいいじゃないか」と思いついたのである。

				　成長の早い彼らは既にヴァンダルーよりも体が大きいが、今現在コミュニティ内に存在する数少ない未成年者だ。

				　きっと追いかけっこやかくれんぼ等で遊んでいて、自分も仲間に入れてくれるに違いない。

				　地球ではその頃は伯父のせいで挙動不審になっていたため、友達が居なかった。これは寂しい少年時代を忘れるいい機会に違いない。

				　……断られたら心が折れそうだが。

				　カチア達と話すのは楽しかったが、子供同士遊ぶというのはまた別なのだ。

				『いいか、短剣はこう使うんだ！』

				「的をよく狙え！　よし、放て！」

				「これが、棍術の武技【脳天打ち】だ。決まればどんな石頭でも中身ごと潰せるが、隙がでかいから気を付けろ！」

				　っと、思ったら皆真面目に訓練に勤しんでいた。

				　彼らはいずれ魔境で自分と集落の仲間の食い扶持を狩らなければならないので、子供の頃から訓練を受け強くならなくてはならない。

				　厳しいように見えるが、他の魔物の生態と文化を考えれば彼らはとても恵まれている。

				　ゴブリンやコボルト等の魔物は、子供に殆ど教育を施さない。精々群れを維持するためにボスには逆らわない等の最低限のルールを教えるくらいだ。

				　魔物は基本的に「技や知識は見て覚えるか、自分で手に入れろ。武具と道具は自分で作るか奪え」という教育方針なのだ。

				　ゴブリンやコボルトは繁殖力が高く、短期間で沢山の子供が産まれる。だから三分の二ぐらい死んでも、三分の一が成体になれば十分収支が合うのだ。

				　だから自分で食料を獲得し、武器を作る知恵や手に入れる運がある個体だけが生き残れば十分なのだ。

				　わざわざ劣った個体に手間暇かけて教育するために、労力を費やそうとは考えない。

				　オークの場合は、多くの個体が道具をやっと使える程度の知能しかないという事情もあるが。

				　オーク達に武具を行き渡らせたブゴガンのような発想は、ノーブルオークを含む上位種だからこそ出来るものだ。

				　それがここでは練習用の武具を与えられて、体力作りや武術の基礎をグールや巨人種アンデッドから習う事が出来る。魔術の才能が有れば、魔術だって習う事が出来る。

				　更に大人になれば、タレア達の作る質の良い魔物素材性の武具が支給されるのだ。普通の魔物と比べれば、破格の境遇である。

				「さざんが、く。さんし、じゅうに」

				「しご、にじゅう。しろく、にじゅうし」

				　オーカス達は、九九の練習をしていた。意外に思うかもしれないが、グールのような魔物として暮らしている種族でも、算数が全員出来た。少なくとも、足し算引き算、掛け算に割り算といった基礎的な物は完璧だった。

				　何故なら生命力や魔力の計算に必要だからだ。自分の生命力で後どれくらいダメージに耐えられるか、この魔力であと何回魔術を唱えられるか、武技を使えるか。そういった計算が出来ないと、生き残れないからだ。

				　なので当然のようにオーカスにも教えていた。

				　因みに、九九はヴァンダルーがグールに広めたものだ。彼はグールが知らないだけで、人間社会では皆習うだろうと思っていたのだが、カチア達から少なくともこの大陸の人間は九九を知らないと聞かされて驚いた。

				　どうやらザッカート達勇者達は、召喚された時に異世界の知識を全て広めた訳では無いらしい。まあ、当時は魔王との激しい戦争をしていたので、子供に構っている余裕が無かったのだろう。

				　地球の知識や文化がラムダに広がり定着する事を過激なまでに反対した勇者ベルウッドも、まさかジャンケンや九九を知っている者を始末して回るほど見境いが無かった訳じゃないだろうし。

				「ん？　暇にでもなったのか、坊や？」

				　ノート代わりの粘土板で文字を教えていたザディリスが、授業が終わったのかヴァンダルーに気がついて近づいてくる。

				「言っておくが、手伝いは要らぬぞ。このクレイゴーレムだけで十分じゃ」

				　ザディリスが指したクレイゴーレムとは、彼女や生徒達が使っている粘土板の事だ。

				　ラムダでは紙は高級品で、羊の皮を利用した羊皮紙も魔境で原始生活をしていたグールや、アンデッド集団と化していたタロスヘイムでは気楽に手に入れる事は勿論、作り出す事も出来ない。

				　適当な植物から繊維を取って作れないかとヴァンダルーも試したが……流石に【ゴーレム錬成】で紙を作るのは無理があると分かっただけだった。スキルレベルが上がったら、また試すだろうけど。

				　そこで地面を掘って手に入れた粘土をクレイゴーレムにして、ノート代わりにしたのだ。木の棒をペン代わりにして粘土板に文字を刻んで、それが一杯になったらゴーレムに一言命令して自分を捏ねてもらい、また平らな板に戻ってもらうのだ。

				　将来的に、この技術を利用して陶器が作れないかと思ったが……自分で使うためなら兎も角、売り物に出来る程の品質の陶器を作るには粘土の質にも拘らないといけないし、焼成するための窯を組み立てなければならない事に気がついて今は手を付けていない。

				　タロスヘイムでも陶器を作っていたそうだが、職人はアンデッド化後魔物に破壊されてしまった親方と、未熟なまま第一王女と一緒に選王国側に逃げた息子しかいなかったそうだし。

				「いえ、そうでは無くて子供同士遊ぼうかと思ったんですよ」

				「子供同士、か」

				「ええ、子供同士」

				「なら、もう少し待たねばならんぞ。そうじゃ、儂とボードゲームでもして遊ぶか？」

				「ボードゲーム？」

				「うむ、王城の遊戯室の隅で埃を被っておってな」

				　このラムダのボードゲームは、上流階級や知識人の娯楽だとされている。駒の数も多くルールも難解で、とても庶民が楽しめるものでは無い。

				「まあ、盤が重すぎて動かせなかったそうじゃが。何でも駒の数が五十種類で、プレイヤーはそこから十一個選んで始めるそうじゃ」

				　タロスヘイムのボードゲームも例外では無かった。

				「ルール、もう覚えたんですか？」

				「いや、儂もそこまで暇では無くての」

				　どうやら、遊びながら覚えて行くつもりらしい。取説も盤や駒と一緒に見つかったのだろうか？

				「じゃあ、もっと簡単なボードゲームをしましょうか」

				　ヴァンダルーは、現在廃墟と化しているタロスヘイムの何処にでも転がっている瓦礫をゴーレムにすると、錬成を始めた。

				「ほほぅ」

				　遊ぶために魔術を使うのは、ザディリス的には「休養」の内らしく、彼女は興味深そうにヴァンダルーが作る物を見つめる。

				　まず石で正方形のマス目を刻んだゲーム版を作り、そして白い石から薄い円状の駒を作る。そして黒い石からも同じものを同じ数だけ作り、最後に白い駒と黒い駒を張り合わせて、完成。

				「これはリバーシというゲームです」

				　そう、石で作ったリバーシだった。

				「駒が一種類しかないようじゃが？」

				「ええ、だからすぐ遊び方を覚えられます」

				　リバーシなら駒は一種類で、ルールも将棋やチェスよりもずっと簡単だ。【ゴーレム錬成】で作るのも、ずっと容易い。

				　何より、ヴァンダルーはリバーシが得意だった。伯父家族が家族旅行している間家に残っていた彼は、従兄弟が持っていたリバーシをこっそり遊んで時間を潰したのだ。ネットでもやったし。

				　将棋とチェスは駒の動かし方を知っているくらいで、やった事は……研究所で受けた知能テストで何回かやったか。勿論楽しくなかった。

				「こうやって自分の駒で挟んだ駒をひっくり返して、色を変えていくゲームです。勝敗は、自分の色の駒の数が多い方が勝ちです」

				「なるほど、これは中々……」

				　カチンカチリと石の駒で、二十年以上ぶりにリバーシを楽しむヴァンダルーとザディリス。石の駒は地球で市販されている物よりも重いが、二人とも地味に力があるので気にならない。

				　一戦目は当然ヴァンダルーの勝ちだったが……。

				「やはり角を先に取った方が有利じゃな」

				　しかし、ザディリスは一度の勝負でヴァンダルーが何年も気がつかなかったリバーシの定石に気が付いた。

				　その後、二戦目からは互角の勝負になった。

				「一人遊びでは負け無しだったのに」

				「…………」

				「あの、そんな可哀想な子を見る目で見ないで、同情するなら角を取らないで」

				「それとこれとは話が別じゃ。勝負とは非情なのじゃ、坊や」

				　そのまま夢中で勝負を重ねていると──

				「キング、おれもやりたい！」

				『面白そうな事やってるじゃねぇか。俺も混ぜろ』

				「まあ、ボードゲームっ。優雅ですわね、私にも教えて頂けませんか、ヴァン様？」

				　いつの間にやら授業や訓練を終えたブラックゴブリン達が集まり、それどころか教師役のグールや巨人種アンデッドも興味深そうに覗きこみ、何時の間にかボークスやタレアまで集まっていた。

				　結局この日、ヴァンダルーは二十近いリバーシの盤と駒のセットを作ったのだった。

				


				「っと、言う訳で今日も楽しい一日だったんですけど……俺、休んだんでしょうか？」

				『楽しかったのならいいのよ』

				　リバーシの量産で微妙に働いた気がしなくもないヴァンダルーだったが、ダルシアは気にしていないのか微笑んでいる。

				　実際、魔力を十万使ったとしてもそれはヴァンダルーにとって全体の一％にも満たない。休憩を取るまでも無く回復する程度の消耗でしかないのだ。

				『それに、リバーシって楽しいのね。あ、そこに母さんの駒を置いてね』

				「はーい。じゃあ俺はここで」

				　カチンカチリと石の駒が耳に心地良い音を立てる。

				『ミルグ盾国にはこんなシンプルで面白いボードゲームは無かった。ああ、サリア、また父さんが狙っていた角を取るのかい』

				『父さん、勝負は非情なのよ』

				『姉さんと父さんが、骨も肉も無いのに骨肉の争いをしてる!?』

				『はっはっは、ボークス殿。また私の勝ちですね』

				『うおおおおっ！　何故だ、何故勝てねぇ！』

				『そりゃあ……ボークスの旦那が角を取らないからだよな？』

				「男が……みみっちい事なんてできるかって言って、端に駒を置こうとしないから」

				『ウルセェゾ！　黙れエ！』

				『興奮すると勝てませんよ、ボークス殿』

				　ヴァンダルーとダルシアが眠った後も、タロスヘイムにはカチカチカチリと石の駒と盤が立てる音と、リバーシに興じるアンデッドの声が聞こえていた。

				　もしタロスヘイムでカチカチという音を聞いたら、それはスケルトンの骨がぶつかり合う音では無く、近くでリバーシに興じるアンデッドが居るからかもしれない。
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				　休暇三日目のヴァンダルーだったが、一方巨人アンデッド達は今まで無為に過ごしていた時間を取り戻すかのように、忙しく働いていた。

				『木こりはきぃーをキル！』

				『ぎいいいいいいいいいい！』

				　両手持ちの斧を、思い切り大木の幹に叩きつける。すると、大木……木が魔物化した魔物であるエントは絶叫を上げた。

				　そのままズガンズガンと、最後の抵抗に枝を振り回すエントに構わず斧を振るい続け、遂に伐採が完了する。

				『親方！　この木はどうするんで？』

				『材木置き場に置けぃ！　暫く御子は休みだ！』

				『う゛うすぅっ！』

				　巨人種アンデッド達は伐採したエントの細かい枝を切り落とすと、それらも一緒に材木置き場に運んでいく。彼らは生前から『木こり』で、その仕事は骨だけだったりちょっと肉が腐っていたりしても、テキパキと手際が良い。

				『早くタロスヘイムからオレ達以外の魔物を駆逐しないとなぁ！』

				『ああ、折角御子が来てくれたんだからな！』

				『゛あ゛あー、早く塩を取りに行きてぇ！』

				　彼らは森林の魔境に中心部以外が侵食されてしまったタロスヘイムを、元の廃墟に戻そうとしていた。そうしてくれれば、タロスヘイムの建物を元通り修理するのを神託の御子、ヴァンダルーが手伝うと言ってくれたからだ。

				『オレタチの仕事ぶりを見せてやれ！』

				　元木こりを先頭に、巨人種達は縄張りを荒らすなと襲い掛かって来る魔物を次々に倒し、木を伐採して行った。

				　タロスヘイムはオルバウム選王国のハートナー公爵領と繋がるトンネルが発見されるまで、境界山脈によって外界から隔離されていた都市国家だ。

				　人口は王都に五千人と、百人規模の村が三つあった程度で、何と〝剣王〟ボークスのような腕利き冒険者や、〝癒しの聖女〟ジーナを筆頭にした神殿戦士団以外には、専業の職業軍人や戦闘技能者が存在しなかった。

				　警備兵を含めた軍人は全て兼業で、普段は鉱山夫だったり漁師だったりしたらしい。

				　それだけ聞くと、如何に生まれつき筋力に優れ頑丈な肉体を持つ巨人種の国とは言え、軍事力は低いように思える。しかし、実態は違っていた。

				　タロスヘイムの主な産業は、一部の農業以外は全て魔境やダンジョンに依存していた。

				　木こりは魔境やダンジョンでエントやトレント、ハイトレントを伐採して木材を得る。

				　漁師は三つ又槍で水棲の魔物を狩る。

				　鉱山夫も魔物がうようよいる魔境やダンジョンの鉱脈から金属を採掘するため、邪魔な魔物を自ら闘い排除する。

				　そう、タロスヘイムでは人口五千人の大部分が腕利きの戦闘系スキル所有者だったのだ。

				　一部例外の筈の農夫ですら、農作物を狙う危険な猛獣を殴り殺せるだけの戦闘能力を持つのだから笑えない。

				　その当時の実態を知ったヴァンダルー達は、「ミルグ盾国は、よくこんな国にケンカを売ったな」と思った。

				　だって、約五千人の国民の九割以上が自軍の兵士を一撃で殺せる戦闘員。それが堅牢な城塞都市で待っているのだ。

				　そんな国を攻略しようものなら、自軍に数倍の犠牲が発生するのは目に見えている。

				　適性のある属性が少ないという巨人種の特性上魔術の使い手は少ないだろうが、ミルグ盾国軍にしても騎士や兵士で多くが構成されるため魔術師が多い訳では無い。

				　きっと、ミルグ盾国かその背後で命令を出したアミッド帝国は、タロスヘイムの上辺だけを見て詳しい分析をしないまま派兵を決めたのだろう。結果、一応勝ったもののミルグ盾国は国宝の魔槍も含めて歴史的損害を出した訳だ。

				　何とも愚かな話だが、そんな過去とは関係無く巨人種アンデッド達によってタロスヘイムからアンデッド以外の魔物は次々に狩られて行くのだった。

				


				　その頃、ヴァンダルーは冒険者ギルドの廃墟で、本を読んでいた。ヴィダ神殿や小さな魔術師ギルドの支部の書庫は火を放たれるか略奪を受けて全滅だったが、ここの書庫は放置されていたお蔭で二百年経った今でも無事な本が幾つもあった。

				　多分、戦争の名目が宗教上の事だったので神殿の書庫には火が放たれ、小さくても独自の研究をしていた可能性がある魔術師ギルドの書庫は略奪にあったが、そういった要因が無い冒険者ギルドの書庫は放置されたのだろう。単に、何かする前に撤退しなければならなくなったのかもしれないが。

				　そして、その無事な本の中にダンピールに関して書かれた本が残っていたはずだと、巨人種アンデッドの一人に教えてもらったのだ。

				　因みに、冒険者ギルドに登録した者が持てる登録証の発行ができるマジックアイテムも残っていたが、動かす事は出来なかった。何でも、ギルドの職員以外動かす事は出来ないらしい。

				　ここで登録できれば称号やスキル、そして魔力の事を隠したまま冒険者になれたのだが、人生はそう上手く行かないようだ。

				　だが、今は自分の種族に関する事を調べるのが先だ。

				「これでやっと俺自身について分かる」

				　今までは従属種吸血鬼のヴァレンと、ダークエルフのダルシアの間に生まれたという以外、さっぱりだったから機会があれば知りたかった。

				　とりあえず、自分がどれくらい生きるのか、平均寿命ぐらい知っておきたい。これからの人生設計を考えるために。

				　万が一人種よりも短かったら大変だからだ。魔術で寿命を延ばし、自分を【若化】する事も出来るが「ダンピールは若さを保ったまま老けずに、三十歳の誕生日を迎えると突然死する」なんて生態だったら困る。流石に無いとは思うが、念のためだ。

				「……ちゃんと読めるな」

				　古い紙の臭いを嗅ぎながら、文字を追う。するとダンピールとは両親の素質をそのまま受け継ぐ特性がある事が分かった。

				　特にもう片親もヴィダの新種族出身だった場合は、それが顕著になるらしい。

				「つまり、俺にはそれなりに格闘や弓の才能があるのか。両親と同じように」

				　ダルシアの弓術とヴァレンの鉤爪を主体にした格闘術に適性があるかもしれない。精霊魔術は、属性に適性が無いため使えないだろうが。

				　それまで存在しなかった死属性に属する精霊がいきなり発生でもしない限り。レムルースはヴァンダルーが魔力で作りだした使い魔なので、精霊では無い。

				「ん？　もしかして……父さんの太陽に対する耐性も受け継ぐのか？　だったら、【吸血】で吸血鬼よりの体質になっても大丈夫なんじゃないか？」

				　本には、生まれたてのダンピールは吸血鬼の弱点を一つも持たないが、【吸血】を繰り返す事で親の吸血鬼に近くなり、力を得る代償に親の弱点も得るとある。

				　しかし、ヴァンダルーの父親は太陽に対する耐性で一目置かれた男だ。しかも従属種吸血鬼は、吸血鬼の能力の内肉体的な物しか持たないが、代わりに太陽以外の弱点を持たないらしい。

				　だからヴァンダルーはノーリスクで吸血鬼の力を得られるという事だ。

				「よし、これからは血を沢山飲もう」

				　今まで魔物の血抜きをする度に、血を吸いたい誘惑に駆られていたのだ。それを我慢しなくてもよく、しかも力が手に入るとなれば躊躇う理由は無い。

				　鉤爪で父さんのように戦えるようになれば、母さんも喜んでくれるだろう。

				「それで肝心の寿命は……吸血鬼では無い親の種族次第？」

				　そう書かれていた。親によって大きく生態が異なるダンピールの寿命は、吸血鬼では無い親の種族によって異なっていた。

				　寿命が百年の人種なら三百年から五百年、二百年のドワーフなら六百年から千年、五百年のエルフなら千五百年から二千五百年が最大らしい。

				　どうやら、大体親の種族の寿命の三倍から五倍生きられるらしい。

				　因みに、これは生命属性魔術で何体かのダンピールを調べた昔の賢者の推測であるため、本当かどうかは若干怪しい。だが、長生きは出来そうだ。……殺されない限り。

				「そういえば、ダークエルフって何年生きるんだっけ？」

				　ダルシアに聞こうにも、彼女は今骨の中で眠っている。ダークエルフについて書かれた本は無いかと書庫の中をウロウロしていると、運良く探していた本を見つけた。

				　三分の一程カビで読めなかったが、幸いな事に知りたい事は分かった。

				『ダークエルフはエルフ族がより強くなるようにと女神ヴィダが願った結果生み出された種族であり、全ての能力でエルフより勝っている。勿論寿命も長く、エルフが五百年であるのに対して千年という長い時を生きる』

				　……最低でも三千年、最高で五千年。生き延びれば、晩年は歴史の生き証人になれそうだ。

				「西暦以上の時間か……想像できない」

				　時間の感覚が人間のままだと辛いかもしれないという程度には想像できるが。少なくとも、ロドコルテが約束した四度目の人生はかなり先になりそうだ。

				「あの神は何を考えて俺をダンピールに生まれ変わらせたのだろうか？　まあ、あいつは俺が絶望して自殺するようにと呪いまでかけて来たし、寿命云々は考えなかったのか」

				　実際、死属性魔術を使えなかったらダルシアが殺された時点で彼は詰んでいた。自殺するまでも無く、餓死するしかなかっただろう。

				　本にも、殆どのダンピールは寿命を迎える前に死んでしまう事が多いと書いてあった。それを考えれば、ヴァンダルーをダンピールに生まれ変わらせたのも納得できる。

				「じゃあ、次は冒険者についての本はあるかな？」

				　このタロスヘイムの冒険者ギルド支部は、オルバウム選王国の冒険者ギルドから導入されたという経緯がある。だから選王国の冒険者ギルドとほぼ同じ制度の筈だ。

				　ここにあるのは約二百年前の資料だが、ドワーフや巨人種など二百年以上生きる種族も多いのだから、細かいところ以外は同じだろう。……二百年の間に制度の抜本的改定が行われていたら、間が悪かったと思うしかない。

				「あった。……大体はミルグ盾国のギルドと同じだな」

				　制度や規約は、カチアや殺した冒険者の霊から聞いた情報とあまり変わらなかった。国は違っても同じギルドという事か。

				　違うのは二点。ヴィダの新種族の扱いと、冒険者養成学校についてだ。

				　オルバウム選王国の冒険者ギルドでは、ヴィダの新種族の内ダークエルフや巨人種等は人間として扱われている。しかし、ヴィダが魔物と関わって産まれた種族、ラミアやスキュラ、アラクネ、魔人や鬼、そして吸血鬼は基本的に魔物として扱われるとある。

				　それらの種族が人間の害となる事が多く、また歴史的に人間の国と激しく争ってきた過去があるためだ。

				　ただし友好的な一族もあるため、国が指定する友好部族認定を受けた部族の者を傷つけてはならないと定められている。

				「……うーん、アミッド帝国と敵対関係にあるからといって、ヴィダの新種族に関しても扱いが正反対って事は無いのか」

				　ただタロスヘイムと交易していた事も考えると、女神ヴィダに対する風当たりが強いとは思えない。それに二百年の間に各種族との関係が変わっている可能性もある。

				　この辺りはとりあえず人間社会に出てから聞いてみよう。

				「次は、冒険者養成学校について……まさか異世界で学校生活をやり直す事になるとは思わなかった」

				　アミッド帝国とその属国に在る冒険者ギルドには無いが、オルバウム選王国のギルドには冒険者を養成するための教育機関が存在する。

				　それは選王国の方が冒険者の数が多く、更に彼らの活躍が必要な魔境やダンジョンの数が多いからだ。

				　勿論冒険者が全て自己責任の職業である事は、選王国でも変わらない。未熟な冒険者が無謀な冒険の果てに死んでも、責任が国やギルドに生じる訳でも無い。

				　冒険者になるのは余程腕に自信がある者か、食い詰め者……孤児や若い内に職を失った者、家業や家督(かとく)を継げない農家や商家の三男四男といった連中なので、言っては悪いが居なくなっても社会に大きな損失とはならない者達だからだ。

				　ただ、昔登録したばかりの冒険者の内過半数が一年以内に死亡してしまい、殆どがＤ級以上になる前に引退してしまうという事が続いたらしい。

				　流石にそこまで行くと外聞が悪いし、優秀な冒険者の数が増えないとギルドとしても困る。食い詰めた連中が冒険者稼業に悲観して、ならいっそと犯罪者になられたら国にとっても大問題だ。

				　更に魔境やダンジョンに発生する魔物を間引く者がいないと、貴重な魔物の素材や産物が手に入らないどころか魔物の大氾濫が起きてしまうという国家の維持に関わる問題にまで発展しかねない。

				　そこで国が補助金を出し冒険者の養成学校を組織した。ここである程度の知識、そして何より戦闘力を培わせて新人冒険者の死亡率を下げようという訳だ。

				　この試みは大成功で、新人冒険者の登録一年以内の死亡率は酷い時の五分の一以下に落ち、Ｄ級以上に昇格する冒険者の割合も数倍以上高くなった。

				　また国も優秀な冒険者を専属の護衛やお抱え魔術師として雇う事が出来、良い事ばかりだったらしい。

				　そこまで読んでヴァンダルーは顔を上げた。

				「ここで怪しいとか思う俺は、性格が悪いんだろうな」

				　一年以内の死亡率が下がったのは分かったが、二年目からはどうなっているのか？　Ｄ級以上に昇格する冒険者の割合って、結局何倍になったのか？

				　そもそも具体的な数字が全く出て来ないのは何故？

				「まあ、いいか」

				　冒険者になりたいのは理想や純粋な夢があるからでは無い。単純に最も簡単に手に入る身分保証だからで、更に今までしていた事……魔物や山賊を狩るだけで金が稼げるからだ。

				　そして何より、冒険者は他の職に就くより功績を上げやすい。

				　なのでほのかに見え隠れする冒険者ギルドの暗部は無視して、ヴァンダルーは冒険者養成学校の制度に関して書かれている部分に視線を落した。

				　学校は単位制で、一年から三年通う事が出来る。最低限の単位を取得し、学校長の許可があればいつでも卒業する事が可能。

				　入学条件は特に無く、入学金と授業料が払えればいい。先払いできない場合は卒業後、冒険者として活動しながら返すという後払い制度もある。

				　そしてヴァンダルーにとって最も重要なのは、未成年者に関する記述だ。

				『ただし、未成年者は冒険者養成学校を卒業していなければＦ級以上に昇格する事は出来ない』

				　冒険者ギルドでは、冒険者を実力や功績によって八つの等級によって分けている。一番下のＧ級は、ギルドの登録証を持っているだけの新人で、受けられる依頼は町の中の戦闘が発生しない……日本でいう日雇い仕事しかない。しかも、報酬の相場は日本よりもかなり安い。

				　戦闘が発生する可能性がある依頼は、例え野外での薬草収集であってもＦ級以上でなければ受けられない。

				「つまり、上を目指すために金と功績が欲しいなら未成年の俺は冒険者養成学校に入らなければならないという事か」

				　現在三歳間近のヴァンダルーは、当然未成年者だ。選王国に行くのはあの王城の地下にあった蘇生装置を手に入れてダルシアを生き返してからと決めているが、それでも十年以上かけるつもりはない。

				　そのため冒険者ギルドに登録する頃でも未成年の筈だ。

				「学校……今度は楽しい学校生活が送れるだろうか？」

				　自信は全く無かった。

				　地球での少年時代は、伯父も流石に義務教育は受けさせたし、高校にも「公立以外許さん、落ちたら働け」と受験の時に散々プレッシャーをかけてくれたが、通う事が出来た。

				　しかし小学校の頃はそんな家庭環境だから学友を家に誘う事も出来ず、また遊びに行く事も伯父の拳が怖くて出来なかった。そもそも、精神的な要因で挙動不審だったので友達が全く出来なかった。

				　その上教師からも受けが悪く、成績は普通だったのだが何故か問題児というイメージが付きまとった。そのまま中学まで状況は変わらず、ある程度伯父に反抗できるようになってきた高校時代ではヴァンダルー自身「明るく楽しい学校生活」を諦めていた。

				　そんな自分が学校で友達を作る事が出来るだろうか？　アンデッドやグール以外とのコミュニケーション能力には、まだ自信が無いのだが。

				「新発見の魔術の使い手として一躍注目を浴びた俺は、学友たちの憧れの存在に……ダメだ、想像できない」

				　逆に異端視され距離を置かれる光景しか想像できない。

				「……いいんだ、ボッチでも。別に華やかな学校行事がある訳でも無いし、そもそも単位制なんだから居心地が悪ければ最低限の単位を取って、卒業してしまえばいいんだし」

				　後はサム達と魔物の討伐やダンジョン攻略で金と功績を稼げばいいじゃないか。友達だってたくさん居る。だってグールキングなのだから。

				　寧ろ勝ち組じゃないか。

				　そう心の予防線を張って、本を閉じた。ああ、学校行きたくない。

				　暗くなった気分を紛らわせるために、骨人達の所に遊びに行こうと思った彼が本を元あった場所に戻すと、偶然ある本が目に入った。

				「アンデッドについての考察？」

				　ヴァンダルーはその本を手に取り、読書を続行する事にした。
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				　骨人を含めたヴァンダルー手製のアンデッド達は、戦っていない時はサムの近くで遊び兼訓練をしている。

				　仲間同士で模擬戦をしたり、骨猿が投げる石を避けたり、骨鳥が空中でアクロバティックな飛行を披露したりしている。

				『ぢゅうぅぅ……』

				　そんな中、一体だけランク３のままランクアップできず仲間に置いて行かれている骨人に、ヴァンダルーは声をかけた。

				「今日はお前が強くなれるかもしれない方法を見つけたので、試したいと思う」

				『ぢゅ……？』

				　背中に弓を、腰に剣を下げ、皮鎧に盾を持った骨人は見かけだけなら立派な骸骨戦士だが、実際に骨に宿っているのは鼠の霊だ。

				　そのためか骨人は剣術や盾術のスキルのレベルを１のまま、それ以上上げる事が出来なかった。レベルが百に到達してもランク３のままなのも同じ理由かもしれないと、ヴァンダルーは本を読んだ後に思った。

				『強力なアンデッドが発生する条件はいくつかある。その中で最も多いのが、死体とそれに宿る霊が同一、若しくは相性が良い事だ』

				　このラムダでは、死体がアンデッド化してもその死体に宿っている霊は生前の物ではない事がある。

				　別人どころか、人間では無く動物の霊が宿る場合も多い。だが、そうした場合は大抵ランク１か２の弱いアンデッドにしかならないのだそうだ。

				　人間の霊が猛獣や魔物の死体に宿ったとしても、猛獣の反射神経や闘争本能がいきなり備わる訳では無いし、そもそも骨格が異なる身体を動かすだけで精一杯だろう。

				　そこに人種に無い器官……長い尻尾や翼、第二の頭なんてあったら持て余すだけだ。

				　それは人間の死体に動物が宿っても同じ事で、余程頭の良い動物でなければ手を使う事は出来ないだろうし、四足獣だったら二足歩行すら出来ない。道具を使うなんて論外だ。

				　人間の脳を獣に、獣の脳を人間に移植するようなものだと想像すれば分りやすいだろうか？

				　その点を考えれば骨人に宿った鼠の霊は、規格外に優秀だといえる。鼠一の天才だと言っても、過言では無い。

				　元々鼠は前足を器用に使うが、それでも剣や盾、そして弓矢まで使いこなすのだから。明らかに並のゴブリンよりは頭が良い。

				　しかし残念ながら限界がある。まあ、霊だから百年単位の時間をかければ超えられるかもしれないが流石にそんなには待てない。

				　なので、ヴァンダルーは考えた。「人間の身体にネズミの脳を移植した状態の骨人に、更に人間の霊体を積んでやれば問題は解決するのではないだろうか？」と。

				　追加する霊体は長い年月が経ち、魂から剥がれおちた人格も感情も記憶も含まれていない抜け殻を厳選する。幸いな事にここは古戦場でもあるので、その手の霊体は簡単に集まった。

				「じゃあこれから霊体を追加するぞ」

				『ヂュ……ヂュ゛オオオオォ……』

				　霊体の欠片を入れていくと、まるでスポンジが水を吸うように入れた分だけドンドン入って行く。

				　骨人も苦しむ様子は無く、それどころか心地よさそうに顎の骨を鳴らし眼窩に灯った青い炎を明滅させているので、ヴァンダルーはどんどん入れていく。

				『グルグル？』

				『ゲエエエエエ……』

				　仲間の様子を興味深そうに骨狼や骨鳥達が見守る中、骨人の身体である人骨に宿る霊体が加速度的に増えて行く。

				　そして、それは突然起こった。

				「うん!?」

				　カチリと、何かが嵌った気がした。まるで箱の中に放り込んでいたパズルのピースが、偶然噛みあって完成したような感覚。

				『ヂュヴウウウウウゥ……あ、主……主ぃぃ……』

				　身体が光り出すとか、禍々しい気配が放たれるとか、そういった派手な演出は無かったし姿形も骸骨戦士のままだったが、何とそれまで濁った鼠の鳴き声しか出さなかった骨人が、言葉を喋りだした。

				「もしかして、ランクアップ？」

				　魔物は、ランクアップする事で知能が劇的に上昇する場合がある。単にレベルを上げる過程で経験を積み、学習した結果頭が良くなったのを冒険者が勘違いした例も多いが、中には魔術を使うようになったり、突然言葉を話しだしたりするようになる魔物も居る。

				　その多くがアンデッドだ。

				　ランクアップした事で魂が不死者の肉体に馴染み、生前の記憶や技術を思い出すからだ。

				『ヂュヴ、主よ』

				　はいと返事する代わりに鼠っぽい濁った声で鳴き、骨人は頷いた。

				『主の御業によって、私はランク４、スケルトンナイトにランクアップいたしましたヂュヴ』

				　怒鳴ったら迫力があるだろう豊かなバリトンで、流暢に話す骨人。語尾がちょっと残念だが。

				　しかし、その口調は何処から来たのだろう？　立ち居振る舞いが妙に洗練されて……もしかして骨人に入れた霊体の欠片に、ミルグ盾国軍の騎士か何かのものが混じっていて、そこからかもしれない。

				　妙な怨念や憎悪に引きずられないように、抜け殻のような霊体を厳選したつもりだったが、骨人の霊と結合した拍子に記憶が蘇ってしまった可能性がある。

				　しっかり【死属性魅了】の影響下にはあるようだが、ミルグ盾国の騎士として振る舞いだすとボークス達タロスヘイムの巨人種アンデッドとトラブルになるかもしれない。

				「じゃあ、前世の記憶を思い出したか？」

				　確認してみると、骨人は「ヂュヴ、覚えております」と頷いた。

				『あれは、家族のために食料を持ち帰った時でした。奴は私の不意を突き、襲い掛かって来ました。為す術も無く振り回され、嬲られ、止めも刺さずに放置されたのです。奴は、私の家族を喰らって既に満腹になっており、私を嬲ったのはただの『遊び』に過ぎなかった。邪悪なるあの猫めが！　ヂュ゛オ゛オオオオオオオオオ！』

				「……うん、猫ってそういう事するよね」

				　必要も無いのに命を奪うのは人間だけだなんて、それこそファンタジーだという事が経験者の口から分かった。

				　それは兎も角、影響を受けたのは口調だけでミルグ盾国の記憶も無いらしいから大丈夫だろう。

				　ついでにヴァンダルーは、犬猫どっちも好きで『いつかペットを飼う』事も夢の一つだった。

				「でも無意味に猫を殺さないように」

				『ヂュヴ、畏まりました、主』

				　聞き分けが良い子で助かった。将来オルバウム選王国で家猫大量殺害事件が起きる未来は、回避されたのだ。このラムダに家猫が居るかまだ知らないのだけど。

				　この日はもういい時間になっていたので、骨人達と遊んで過ごした。ヴァンダルーが投げた魔物の骨を骨狼や骨熊が競い合って取りに行き、咥えて戻ってきたり、骨鳥の爪に捕まれて空を散歩したり、骨猿に毛づくろいされたりして楽しい時間を彼は過ごした。

				『ヂュ゛オ゛オォォォォォ！』

				　狩りから返ってきたリタとサリアは、雄叫びを上げながら全力疾走している骨人を見て首を……傾げたのだろう。物理的にも視覚的にも無いけど。

				『坊ちゃん、骨人が走ってるけど……あれは？』

				『何かのトレーニング……にはならないわよね』

				　骨が全力疾走しても心肺機能は鍛えられない。

				「ああ、ちょっと思いつきで作ったら思いのほか気に入ってくれたみたいで」

				『……何で？』

				「多分、骨人のベースになっている鼠の霊に、ハムスター的な習性があったからかも」

				『ハム……スターって、星？』

				　ヴァンダルーがふと思いつきで余った材木から【ゴーレム錬成】で作った回し車の中で、骨人は暫くの間嬉しそうに走り続けていた。

				


				──────────────────────

				　名　前：骨人

				　ランク：４

				　種　族：スケルトンナイト

				　レベル：１

				・パッシブスキル

				　【闇視】【怪力：レベル２】【忠誠強化：レベル１（ＮＥＷ！）】【霊体：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【剣術：レベル２（ＵＰ！）】【盾術：レベル２（ＵＰ！）】【弓術：レベル２（ＵＰ！）】

				　【忍び足：レベル１】【連携：レベル１】【指揮：レベル１（ＮＥＷ！）】

				──────────────────────
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				〝太陽の都〟タロスヘイムの東西にそそり立つ山脈の壁面には、勇者ザッカートが遺した秘伝の錬金術を用いて作り上げた水銀鏡が存在した。この水銀に似た液体金属で出来た鏡で太陽光を地上に向けて反射する事で、タロスヘイムは平地と変わらない日照時間を確保していた。

				　そして年三回取れる細長い米（地球のインディカ米に似ている）を栽培し、大飯食らいばかりの民の胃袋を満たしたのだ。

				　国土の半分以上を魔境に覆われた土地であったが、そのお蔭かこの地の作物は育ちが早く収穫量も他の土地で育てる物に比べると三割は多かった。

				　しかし、ミルグ盾国との戦争で田畑は魔物が闊歩する草原となり果て、水銀鏡は全て破壊されてしまった。

				


				　そんな悲しい歴史は兎も角、今日も休養中のヴァンダルーは遊ぶための工作に励んでいた。

				「キング、何作ってる？」

				　そうしていると、何時の間にかブラックゴブリンやアヌビス、オーカスといった新種の子供達が集まって来た。

				　生まれてからまだ数か月だというのに、もうヴァンダルーより小さい者は一人もいない。魔物の成長ペースは速いと聞いてはいたが、実際に見ると驚愕に値する。

				　これでもブラックゴブリンは原種のゴブリンの成長速度よりだいぶ遅いと聞いて、更に驚かされた。

				「武器か？」

				「違うよ、ブラガ」

				　ヴァンダルーが【ゴーレム錬成】で形を整えている円盤状の木を見て、ブーメランのような投擲武器だと思ったブラックゴブリンの子供だったブラガが聞いて来たが、これは武器では無い。

				「分かった、皿だ」

				「ふご？　最近、母さんが使う葉っぱの代わり？」

				　精悍な顔つきの犬の頭を持つ少年、アヌビスの少年ゼメドと既に人種の成人並の大きさがあるオーカスの少年ゴーバが皿だと見当を付けるが、それも違う。

				「じゃあ何なの？　あたし達にも教えてよ」

				　ゼメドの双子の姉……だったか妹だったか、とりあえず双子のメメディガにヴァンダルーは「玩具だよ」と答えた。

				『玩具？』

				　声を揃えて首を傾げる友達の前で、ヴァンダルーは木製円盤のバランスの微調整を行い、やっと納得したのか最後に円盤の縁を横に置いた樽の中身……ラバーゴーレムの一部を使って当たっても痛くないように覆っていく。

				　これでかなり荒削りだが、完成だ。

				「これはフリスビーと言う玩具だよ」

				　ヴァンダルーが作っていたのは、フリスビーだった。

				　これまで骨狼達と遊ぶときは棒を投げていたのだが、地球のようにフリスビーを使った方が面白いのではないかとふと思ったのだ。

				　このラムダでは基本的にスポーツや玩具と言った娯楽は未発達だ。まだ陸上競技や格闘技なら国を挙げての大会も開かれているし、人形やヌイグルミといった玩具もある。

				　だがフリスビーやボールの類は無かった。……まあ、探せば何処かに在るのかもしれないが。

				　だからとりあえず自作してみたのだ。幸い木材は有り余るほどあるし、更に幸いな事に何とゴムの木があったので天然ゴムからラバーゴーレムを作り出し、滑り止めや緩衝剤に使う事が出来た。

				「このフリスビーは、投げて──」

				「ぶつけ合って、倒した方が勝ちなのか？」

				「……投げて、受け取って、投げ返すのを繰り返して遊ぶ玩具だよ」

				　発想が物騒な友達に「最初に作るのはボールの方が良かっただろうか？」と思うヴァンダルーだったが、彼は球技が基本的に嫌いだったのであまり作りたくなかったのだ。

				　学校でボッチだった彼にとって、球技は体育で行う「苦痛」でしかなく、人気者の活躍を見せつけられる物でしかなかったからだ。

				「とりあえず、俺が手本を見せるから投げてみて」

				


				　その日、訓練兼魔物の駆除から戻ったバスディアはヴァンダルーに声をかけようと思っていたら、偶然その場面に遭遇した。

				「ヴァン？」

				　ひゅんっと空を回転しながら飛ぶ小さな円盤を追いかける、ヴァンダルー。

				　その円盤をキャッチすると、彼はそれを離れた場所にいる新種の子供達に向かって投げ返す。

				「何かの、訓練か？　いや、休養中だから遊びか？」

				　一瞬自分に向けて投げられた投擲武器を空中で掴みとり、投げ返しカウンターを行う訓練かと思ったバスディアだが、彼らの雰囲気が訓練とは異なっている様子なのでそのまま立ち止まって様子を見る事にした。

				　そうしていると、どうやらあれは遊びらしいと分かった。観察しているだけのバスディアには、何が楽しいのかいまいち分からなかったが。

				「行くぞキング──」

				　すると、円盤を持ったオーカスの少年が腕を大きく振りかぶり、投擲した。

				【怪力】スキル持ちで生来の筋力も高い彼の投擲によって、円盤が速く、何よりも高く飛ぶ。

				「あっ、これは──」

				　ヴァンダルーが受け取るのは無理だ。そう思ったバスディアだったが、何とヴァンダルーは走り出した勢いそのままに近くの廃墟の壁を、両手足を使って四足獣の如く駆け上がったのだ！

				　魔術でも使ったのかと思ったが、どうやら鉤爪を使っているらしい。

				「細い見た目に反して力もあるし、ヴァン本人が思っているより俊敏だ。流石は私が二番目に産む子の父にと見込んだ男だ」

				　うんうんと頷いて一人ヴァンダルーを改めて見直すと、邪魔をするのもなんだからと彼に話しかけるのは後にしてその場を離れた。

				　尚、フリスビーはグールやブラックゴブリン、そして特にアヌビスの間で流行する事となる。しかし、巨人種アンデッドやオーカスの間では、ウケは微妙だった。
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				　現在タロスヘイムには、大量の物資が運び込まれていた。

				　その九割以上がボークスを先頭にタロスヘイムの町から魔境を駆逐するために働く、巨人種アンデッド達の働いた結果得られた産物である。

				　大量の魔物の肉に素材、木材、薬草や香草、さらにはミルグ盾国が放置、若しくは見つけられなかったタロスヘイムの物資等も運び込まれる。

				　その殆どは有効利用……されるよりも圧倒的に増えて行くペースが速いため、ヴァンダルーが【鮮度維持】の魔術をかけた後は山になっている。

				　中には続々と集まってくる二百年前のオルバウム選王国の通貨……大小の銅貨や銀貨等、使いようが無い物も多かったが。恐らく、金貨以上の価値がある者はミルグ盾国軍が持って行ったが、銀貨以下は持ち帰る手間を考えて放置されたのだろう。

				　これらは磨いてオルバウム選王国に持ち込めば、損傷が激しい物以外は通貨として使えるはずだ。二百年の間に通貨の改定が行われたかもしれないが、最悪でも銅や銀としての価値が残るはずだ。運が良ければ、地球に居たような古銭マニアの間でプレミアが付いているかもしれない。

				　でも今は本当に使い道が無い。

				「どーしましょうか、これ」

				「どうにもなりませんわ。とりあえず、ヴァン様がオルバウム選王国に行く時まで保管しておきましょう」

				　冒険者ギルドの廃墟に在った転職部屋で無事元の『武具職人』にジョブチェンジして戻れたタレアは、ヴァンダルーに背中を揉まれながら言った。

				「通貨の改定は滅多に行われませんから、大丈夫だと思いますけど……私、オルバウム選王国の事は詳しく無くて。カチア達に聞いても……あ、そこ、もっと強く……」

				「そうですねー、何せ敵国同士で、最近戦争したばかりらしいですし」

				　通常隣国ならある程度の行き来がある物だが、生憎カチア達が人種だった頃活動していたバルチェス子爵領はオルバウム選王国の国境と接していなかった。

				　いや、国境を接していてもミルグ盾国とオルバウム選王国は一部の闇商人以外殆ど交易が無いらしい。

				　建国当時からの敵国同士で、更に数年前に凄惨な殺し合いの末オルバウム選王国の公爵領を大きく削り取ったらしいので、とても商いが出来る空気では無い。

				　それで国が回るのかいうと、回るのだ。アミッド帝国はバーンガイア大陸の三分の一を……人間が住める場所だけなら半分を実質支配していて、更に大陸から近い島国や、他の大陸とは盛んに交易している。

				　そのため経済的にも食料的にも困っていないのだ。

				　オルバウム選王国の様子は分からないが、多分アミッド帝国と同じ理由で困らないのだろう。あそこの公爵領は元々は別々の小国だったのだし、選王国側から大陸外の国と交易する事も出来るだろうし。

				　それを考えると、ヴァンダルーがエブベジア近辺の山賊から強奪した通貨を選王国に持ち込んで換金しようという考えは、実行しない方がよさそうだ。

				　勿体ない気がするが、鋳つぶして金属塊にしてしまった方がいいだろう。

				「後でダタラ親方に頼む事にします」

				　ダタラとは、生前鍛冶師をしていた巨人種アンデッドの老人だ。彼は二百年鎚を振るい続けていた……まあ、振るっていただけだが。

				　ヴァンダルーに会って若干正気と生前の記憶を取り戻し、今は自分の仕事場を直そうと悪戦苦闘している。

				　色々と道具が腐食してしまい、一から作らなければ仕事にならないのだ。

				「それが良いですわ。私、金属はまだ扱えませんもの」

				　タレアは腕の良い武具職人でスキルレベルも高い。しかし、金属の扱いは苦手だった。

				　ラムダ世界の武具職人とは、魔物から取れる素材を主な材料に武器防具を作る職人の事を指す。地球でイメージする金属を鍛造して剣や刀を作る刀鍛冶や武器職人とは異なり、金属をあまり扱わない。使ってもミスリルの粉やオリハルコンの欠片を触媒にしたり、鉄を留め金にしたりして使うぐらいだ。

				　一方金属を主に使うのが鍛冶師で、銅や青銅、鉄、アダマンタイトやミスリル、オリハルコン等の金属をベースに、魔物の素材は触媒などのオマケ程度にしか使わず武具を作る職人だ。

				　この二つの職種は、使うスキルも道具も異なっている。

				　特にタレアの場合、グール化してからは金属資源の乏しい密林魔境で腕を磨いて来たので、金属を扱ったのは二百数十年前だ。

				「道具さえあれば、何か作る訳でも無く鋳潰すだけなら出来るとは思いますのよ？　でも専門家が居るならそっちに任せた方が良いですわ」

				「ですよね。それに頼まないとダタラが臍を曲げそうですし」

				　ダタラは、気難しい老人だった。自分では無く金属の扱いの拙いタレアに頼んだと知ったら盛大に臍を曲げてしまい、しかも感情が暴走しやすいアンデッドであるためいつまでも曲がったままである可能性があった。

				　それに気難しい老人の類から外れず、怒ると怖そうだ。

				「しかし、面目在りませんわ。張り切りすぎて……んぅっ……腰を痛めてしまうなんて」

				　一方、見た目は二十歳前の怖くない二百六十四歳のタレアは、腰を痛めてダウンしていた。

				　冒険者ギルド跡のジョブチェンジ部屋が使えるようになったので、タレアを含めたグールは皆ジョブに就いていた。

				　ジョブとは、魔王が現れる前から存在する神々から人間に与えられた祝福であるとされている。だから当然魔物はジョブチェンジ出来ない。サムやヌアザのような元人間のアンデッドであってもだ。

				　しかしグールはヴィダが吸血鬼と共に生み出した新種族の一つ。半ば魔物だが、残り半分は人間であるためジョブチェンジが可能だった。

				　それはグール化した後もタレアやカチアが、人種だった頃に就いたジョブの能力値補正やスキル補正を受け続けていた事から考えても確実だ。

				　グール達は今まで魔境で暮らし町の施設を使用する事も、また独自に作り出す事も出来なかったジョブチェンジ部屋を、次々に利用して行った。

				　そしてタレアも家族に売られた時に強制的に就かされ、とっくに百レベルに到達していた【娼婦】から、元の【武具職人】にジョブチェンジした。

				「これで人種だった時夢だった【名工】や【匠】になれますわ！」

				　っと、とても喜んでいた。【名工】や【匠】は地球では腕利きの職人を賞賛する呼び名だが、ラムダでは武具職人のような職人系ジョブの上位に共通して存在する上位ジョブらしい。【匠：武具職人】と表示される。

				　それで経験値を獲得してレベルを上げるためにも、ラプトルやフライングシャークなどの未知の素材の加工に取り組んでいたのだが、張り切りすぎてしまったという訳だ。

				「気持ちはわかりますよ」

				　ジョブに就けなかった気持ちは良く分かる。本当に。

				　そう言いながらヴァンダルーはタレアの腰の痛みを死属性魔術で麻痺させて、身体の一部を【霊体化】させて彼女の身体に潜り込ませ、強張った筋肉を解していく。

				　地球でこれが出来たら、すぐに店が持てたかもしれないな。

				　低周波マッサージよりも確実に筋肉の凝りを解せます、霊体マッサージ。……ダメか。

				　後筋肉の強張りを解しながら、同時にタレアの健康状態もこっそりチェックするが、これは問題無さそうだ。内臓の機能が低下している気配はない。

				「あっ」

				　気がつかれたかな？

				「ふと思ったのですけれど、ヴァン様の【ゴーレム錬成】で金属は操れませんの？　ゴーレムには銅や鉄、ミスリルで出来た物も居るはずですけれど」

				　どうやら違ったらしい。別に悪い事をしている訳ではないが、内心ほっとしながらタレアの質問に答える。

				「できますよ。石よりも魔力を使いますけど。ミスリルは試す機会が今まで無かったけど、多分可能かと」

				　人間社会に参加できず、金属に触れる機会が限られていたのはヴァンダルーも同じだった。しかし、僅かな鉄で試した事があり、その時は無事掌サイズのアイアンゴーレムを作る事に成功した。

				「でも形を大まかに変える以上の事は、まだ出来ない。竪穴式住居を建てるとか、石造りの家を修理するとか、曲がった鉄の棒を元通り真っ直ぐにするのは出来るけど、例えば……」

				【ゴーレム錬成】で銅貨を操り、形を変えて剣を作って見せる。

				「なるほど、これはダメですわね」

				　タレアは一目見てこの銅の剣は使い物にならないと分かった。何故なら、それは剣の形をしているだけの銅の塊に過ぎなかったからだ。

				　刀身には刃が全く無く、これでは小枝一本斬る事は出来ない。刃物では無く、ただの細い鈍器でしかない。

				「こんな感じです。石や土でも人そっくりな像を作るとか、細かい細工を施すとかはできません」

				　そう言いながら土や石のゴーレムでタレアに似せて人形を作ってみせるが……確かに女の形はしているのだが、顔の造作が大雑把で、指などの細かい箇所の作りが荒い。

				　このように【ゴーレム錬成】では、細かい事はまだ出来なかった。住居の建設でも、竪穴式住居なら兎も角地球の住居のような複雑で高度な物はまず作れない。

				　武器を作るのでも、頑張って溶けた金属を型に流し込んだだけの物……鋳造品が精々だろう。それすら型自体は用意して貰わないと不可能だ。

				　出来るようになるには【ゴーレム錬成】以外に、それぞれ【鍛冶職人】や【大工】等のスキルが必要になるのだろう。実際、【ゴーレム錬成】で竪穴式住居を作っていたら【大工】スキルを身に着けることができた。あれは【大工】技能を身に着けるための経験を積んだ、つまり【大工】スキルを使ったという事だろう。

				「まあ、金属から不純物を取り除く事は出来るんですけど……こんな風に」

				　そう言うと銅の剣がブルブルと小刻みに震え出し、見る見るうちに塵のような物がぽろぽろと落ちる。そして銅の剣は、さっきまでとは別物のように、キラキラと輝き出した。

				「こ、これは銅ですの!?　まるで宝石のように輝いて……ヴァン様、これは凄い事ですわよっ、ここまで銅の純度を高められる製法があれば、鉄で同じ事が出来るなら世界中が欲しがる技術ですわ！」

				　純粋な技術だけで純度百％にすることは、ラムダではまだ不可能だ。高位の土属性魔術師ですら、殆ど成功した例は無い。歴史上、純度百％の金属を作り上げた術者はいたが、その量は極微量でとても産業に活かせる量では無かった。

				　だから、ヴァンダルーが純度百％の鉄を作り上げる事が出来るなら、そんな歴史上の高位魔術師と肩を並べる……いや、超える可能性がある。

				　しかしヴァンダルーはそれを誇る様子は無かった。

				「確かにそうでしょうけど、すごい疲れるんですよ、これ」

				「あ、魔力を多く使うのですわね」

				「いえ、頭がすごく疲れるんです」

				　コテンっと、ヴァンダルーはタレアの背中に横たわると彼女の背に額を付けた。その熱さにタレアは驚いて思わず声を上げた。

				「熱っ!?　ヴァン様っ、火傷しそうなくらい熱いのですけど!?」

				「こういうの、魔術熱って言うらしいです。知力の限界を超えた無理に複雑な術を使うとこうなるとか」

				　ステータスで表示される知力は、魔術や武技を制御し処理するための容量やスピードを表す。その限界を超えると、コンピューターを酷使した時のように熱が出るのだ。

				　ヴァンダルーが今タレアに見せたように銅の純度を【ゴーレム錬成】で上げるのには、魔力はあまり使わない。他の魔術師なら兎も角、一億を超える魔力を持つヴァンダルーからすれば、本当に僅かな量だ。

				　具体的にやっている事は、中学の科学だ。銅分子だけを残して他の分子や物質を弾き出す、酸化銅になっているなら銅分子に戻す、そんなイメージで錬成しているだけに過ぎない。

				　鉱物を操る土属性魔術師が今まで鉱物の純度を上げる事が出来なかったのは、単に金属の分子構造を知らなかったからだろう。電子顕微鏡の無いファンタジー世界なのだから無理も無い。

				　だが、分子という概念を知っているヴァンダルーが一キロ程の銅の純度を百％にしただけで、意識が朦朧とするぐらい熱が出るので、やはり術自体難しいのだろう。

				（若しくは、単純に俺の知力が低いのか。何か上手く工夫できる方法がある気がするんだけど……ふぅ、タレアの背中が気持ち良い）

				　熱を奪う青い炎の【鬼火】を自分の周りに灯しつつ、タレアの背中に額を押し付けていたヴァンダルーは、ふとある事に気が付いた。

				「そういえばタレアの……」

				「は、はいっ、私の？」

				「二の腕って、太くてムキムキしてますよね」

				「そこですの!?　もっと他の場所でも良いんですのよ!?　ヴァン様ならちょっと手が滑っても、私気にしませんわ！」

				「他……背中もムキムキですよね」

				　鍛冶職人のように鎚を振るう訳ではないが、武具職人も仕事で結構力を使う。そのため、タレアは見た目より腕や背中に筋肉が付いていた。……それを隠すために、二の腕や背中が隠れる服や、見え辛くするための装飾品を付ける事が多いため、気が付く者は少ないのだが。

				「いやああああっ！　なんでよりによってそんな所ばかり!?」

				　顔を覆って悶えるタレアだが、ヴァンダルーは普通に褒めているつもりだった。何故なら筋肉は素晴らしいからだ。パワーフォージャスティス、パワーフォービューティフル、パワーフォーマッスルである。

				　そこまで極端に考えなくても、程よく引き締まった肉体というのはやはり魅力的なものではないだろうか？

				「も、もうマッサージはけっこ──゛お゛うぐっ!?」

				　しかし、ヴァンダルーが背中に乗っている状態で悶えたのが悪かったのか、タレアの腰からゴキっという嫌な音が聞こえた。

				「……骨に異常無し。ギックリ腰です」

				　ぱたりと動かなくなったタレアに、再び魔術で痛みを麻痺させて患部の熱を取っていく。

				【痛覚耐性】スキルを持つグールすら半ば失神させるとは、ギックリ腰恐るべし。

				　因みに、この時ラムダで初めて『ギックリ腰』という名称が使われ、このタロスヘイムから長い年月を経て大陸中に広まって行く事になるのだが、この時は誰もその事を知らないのだった。

				


				「坊や、ここにおったか。……それでそこで横たわっておるのはなんじゃ？」

				「腰を痛めて動けないタレアです」

				　元気はつらつとした様子のザディリスが顔を出したのは、タロスヘイムが早い夕方を迎えた頃だった。

				「腰をやったじゃと？　年寄り臭いのぅ」

				「きぃぃぃっ、私より三十上の癖に！　あなたもギックリ腰になればいいのですわ！」

				「ぎ、ギックリ？　まあ、呪われた事は分かるが」

				　痛みはヴァンダルーの魔術で麻痺させられていても、実際には治った訳では無いので大人しく療養しているタレア。

				　ザディリスがよく見ると、ヴァンダルーの腕がタレアの腰と同化していた。

				「……何をやっておるんじゃ？」

				「霊体同化療法です。こうして霊体化した俺の身体と同化すると、【高速治癒】スキルをタレアにも使えるようになるんですよ。俺って回復魔術が使えないので、何かできないかなと思って色々試したら出来たんですよ」

				「フッ、フフフ、羨ましいですか？　こうして私はヴァン様と一つに……いやーっ、揺らさないでっ！　やめなさい、この偽小娘！」

				「年長者を敬わんからじゃ。まったく」

				　軽口を叩こうとしたタレアに悲鳴を上げさせて満足したザディリスは、真面目な表情になるとヴァンダルーに耳打ちした。

				「やはり、寿命かのぅ？」

				「いえ、ただの老化かと。死相は見えないから、無理をしなければ大丈夫だと思うんですけど」

				「……しそうじゃな、無理」

				「そうですね。近い内に、【若化】するか聞いてみましょう」

				　続けて腰を痛めたのはただ単に癖になっているだけかもしれないが、老化が進んでいる事が疑われた。気にしすぎかもしれないが、思い切って死相が出る前に若返らせて元気になってもらった方がいいだろう。

				「そういえば、訓練の方は？」

				「うむ、順調じゃ。儂も百レベルになったので明日またジョブチェンジする予定じゃよ」

				　ジョブチェンジを果たしたグール達は、まず【見習い】ジョブに就いた。この【見習い】とは【見習い戦士】や【見習い魔術師】、【見習い武具職人】、【見習いメイド】等、あらゆるジョブに存在する。

				　文字通り見習いなので、能力値やスキルにかかる補正も弱い。だが若干補正がかかるスキルの幅が広いので、このジョブで自分の向き不向き等を考えながら訓練を積み、スキルの取得を目指すのだ。

				　その見習いをザディリス達グールは僅か数日でレベルを限界まで上げてしまったが、これは特殊な例だ。

				　見習いジョブに就いた人間は、普通なら一般人に毛が生えた程度の力しかない。その状態から武器の使い方を木剣や木槍で練習し、模擬戦を行い、指導者が見守る前でランク１のゴブリンやビックフロッグ、リビングボーン等と戦い、経験値を稼いでいく。

				　ただグール達は元々魔物としてランク３以上の力を持ち、既に戦闘用のスキルを幾つも獲得している。そのため、人間の見習い戦士だったら一方的に殺されるしかないニードルウルフ等を討伐し、大量の経験点を手に入れる事が出来るのだ。

				　ザディリスも他のグールと共にフライングシャークやラプトル等の魔物を倒し、早々に【見習い魔術師】の百レベルとなっていた。

				　因みに、魔物としてのレベルは上がっていない。どうやら経験値は『ジョブ経験値』と『魔物経験値』が別々に入って来るらしい。

				「坊やも早く試したいじゃろうが、今はのんびりする事じゃ。タレアの腰が治る頃には、約束の誕生日を迎えるじゃろう」

				「まあ、どうなるかわかりませんけど」

				【既存ジョブ不能】の呪いにかかっているヴァンダルーは、既にこのラムダで確認されているジョブに就く事が出来ない。

				　なので試してみたいとは思っていたが期待半分、ジョブチェンジできないのではないかという不安半分だった。

				　まあ、その時はアンデッドやグール達の強化育成に集中しよう。

				「あうぅ、ヴァン様ぁ、そんなに私の腰は悪いのですか……」

				　呪いを知らないタレアがヴァンダルーの言葉を自分の腰の事だと思い込んでしまったので、ちょっと宥めるのに苦労した。
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				　そして迎えた誕生日。ヴァンダルーは王城に連れてこられた。

				『坊ちゃん！　騙されたと思ってこの袋を被ってください！』

				『その前に目隠しと耳栓も忘れないでくださいね』

				　そういいながらリタとサリアが大きな皮袋と布の目隠しを見せて来た時は、思わず立ち尽くした。

				　下剋上かと思ったヴァンダルーだったが、どうやらサプライズの演出らしく、ワクワクしながら目隠しをして革袋を被る。見た目は拉致される幼児そのままだ。

				『来たな！　お前のために苦労して持って来てやったぜ！』

				「我もだ！　我も獲って来たぞ！」

				「まだ見せても居ないのに競うな！」

				　そして暫くすると俄かに騒がしくなった。ヴァンダルーは自分が期待していたよりも大がかりなサプライズが待っているらしいと、胸を高鳴らせた。

				『誕生日おめでとう！』

				　革袋と目隠しが取られる。すると、そこは王城でもオルバウム選王国と交易をするようになってから、人間の社交界風の立食パーティーや舞踏会を開くために増築された大食堂だった。

				　広大な空間にボークスやヴィガロ、ザディリスやヌアザ、バスディアにタレアにと大勢が集まっていた。

				　そして当時は荘厳だっただろうが今は荒れ果て見る影もない大食堂の装飾の代わりだというように、カラフルな羽毛や鱗の死体が幾つも並んでいる。

				「これは、恐竜！」

				　正確な名前は分からないし、きっと地球でかつて生息していた恐竜とは色々異なるのだろうが、それらはパッと見て恐竜の骨だった。

				　巨大な牙を生やしたティラノサウルスっぽい死体。

				　一目で鳥や蝙蝠とは違う事が分かる、プテラノドンっぽい死体。

				　大きな角を生やした、トリケラトプスっぽい死体。

				　背中に骨の板を、尻尾に棘を生やしたステゴサウルスっぽい死体。

				　角が欠けていたり、腹を縫い合わせていたりと無傷では無かったが、どれもこれも比較的新鮮そうだ。

				「これが私達からの贈り物だ。ヴァンが竜種ではない鱗が生えた魔物を欲しがっていると、母さんから聞いて皆で集めていたんだ」

				「ダンジョンでも結構出て来たからな。ただ腐るから血と内臓は取った後だが」

				　どうやら、ザディリスからヴァンダルーが恐竜が好きだという情報が流れたらしい。

				　まあ、恐竜というカテゴリーを誰も知らなかったせいか、巨大なワニやヘビの魔物や、全身に鱗が生え鋭い牙と爪を持つ体長三メートルほどの一つ目のネコ科っぽい肉食獣という、よく分からない生物の死体が混じっていたが。

				　しかし、それはヴァンダルーが覚えた感動を阻害する物では無かった。

				「皆……ありがとう……」

				　目頭が熱くなった。ダンジョンや魔境で血や内臓を抜いたとしても、魔物の死体をそのまま持ち帰る事がどれだけ難しいか。多分境界山脈を越える時に増産したカースキャリッジ達が協力したのだろうが、それでも楽では無かったはずだ。

				『ヴァンダルー……』
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				　サリアが持って来ていた遺骨から、ダルシアの霊が現れる。

				『母さんね、今までもうダメだって何度も思ったわ。父さんが殺されて、私も捕まっちゃって……でもあなたは今日三歳になってくれた。本当にありがとう。だから、これからも元気で大きくなってね』

				　今まで数えるのも嫌になるくらい涙を流してきた。怒り、悔しさ、悲しさ、惨めさ、苦痛、憎しみ、悲哀、憎悪、赫怒、怨念。

				　だけど、喜びで涙を流したのは初めてかもしれない。

				　それの何と心地良い事だろう。

				「ありがとう、母さん。ありがとう、皆。これからも、宜しく」

				　だから生きよう。

				　そして母さんを生き返らせよう。

				　きっと母さんを生き返らせた時に流す涙も、きっと心地良い物になるだろう。

				　殺されてなどやるものか、死んでなどやるものか。

				　立ちはだかるなら皆殺して──味方にしてやろう。
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				　ティラノサウルスやトリケラトプスの串焼きに舌鼓を打ち、先日見つかった二百年物のタロスヘイム産古酒をヴァンダルー以外が飲み、ヴァンダルーは代わりに恐竜の血を飲んだり、プレゼントされた恐竜の死体をゾンビにして、動く恐竜展状態にしたりと、三歳の誕生日はケーキが無くても楽しく過ぎて行った。

				　ダルシアや元冒険者のカチアに聞いたら、ヴァンダルーがイメージするケーキはまだこのラムダには存在しないらしい。牛乳は在るが生クリームは無く、パンは在るがふわふわのスポンジケーキは存在しない。

				　ラムダでケーキとは、小麦粉で作ったパンにバターや砂糖、ジャムや蜂蜜をたっぷりかけた物らしい。

				　できれば次の誕生日はホイップクリームをたっぷり使ったケーキを作って、皆も喜ばせたいと思ったヴァンダルーだが、肝心の小麦と牛乳が無かった。

				　ダンジョンの宝箱や宝物庫に、小麦の苗や乳牛が入っていたりしないだろうか？

				　タロスヘイムでは牛や馬等の家畜は飼育していなかった。肉は魔物を狩ってとるし、労働力としても巨人種は下手な農耕馬や牛よりも力があるからだ。

				　唯一飼育していたのはギーガという鳥型の魔物で、鶏代わりにしていたらしい。

				　大きさは巨人種の子供ぐらい……つまり、人種の平均身長を若干下回るくらいで、一日一個卵を産むそうだ。ちなみに、嘴も鉤爪も鋭く、更に肉食だ。ランクは２と、そう強い訳じゃないが。

				『生きてた頃は毎朝ギーガの生卵をジョッキに入れて飲んだもんだぜ』

				　っと、ボークスは笑っていた。ちなみに卵はダチョウの物と同じくらいらしい。

				　飼育されていたギーガは二百年前の戦いで全て死ぬか逃げるかしてしまったが、今も魔境やダンジョンで生息しているらしいので、今度捕まえて飼育を再開しよう。

				　幸い、餌になる肉は山ほどある。

				


				（あれ？　何を考えてたんだっけ？　……そうだ、ケーキだ。卵はケーキに必要だから、後は──）

				『御子、どうなさいました？　先ほどから扉の前をウロウロと』

				　冒険者ギルドがあった建物の、ジョブチェンジの儀式に使う部屋の前で現実逃避していたヴァンダルーは、ヌアザに声をかけられ意識を現実に戻されてしまった。

				「いえ、ちょっと将来について考えていただけで……」

				『そうですか、それは良い事です。しかし、今日はジョブチェンジするのでは？』

				「……心の準備が、まだ出来てなくて」

				　ジョブチェンジの儀式に必要な物は、無い。

				　冒険者ギルドが正しく機能している場合は、部屋の使用料をギルドに支払い、終わった後ギルドの登録証……ギルドカードを受付に提出する必要があるのだが、この廃墟ではそれらを払う必要も、提出する必要も無い。

				　ただ部屋に入って、魔法陣の中心に置かれた水晶球に手をかざす。

				　そして頭の中に表示されたジョブから、就きたいジョブを選ぶ。

				　それで終わりだ。

				　就職サイトに登録したり、エントリーしたり、履歴書を書いたり、面接を受ける必要は無い。

				　まあ、そういう意味でのジョブチェンジでは無いので当然なのだが。

				「……ジョブは魂に刻み込まれると説明されていますが、痛みはありませんよ」

				　ヴァンダルーの緊張を勘違いからくるものだと誤解したのか、ヌアザは笑顔を浮かべてそう言う。……多分笑顔なのだろう。乾いた顔の皮膚が引きつったようにしか見えなかったが。

				　しかし、表情に関してはヴァンダルーも人の事を言えない。それに扉の前を右往左往していても、時間がただ流れるだけだ。

				「……そうですね、では行ってきます」

				　っと、ヌアザに扉を開けてもらって部屋に入る。

				　部屋は床に魔法陣が描かれ、その中央に台座とそこに安置された丸い水晶球があるだけだった。水晶球は常に淡く輝いていて、神秘的な雰囲気である。

				「……さて、俺にジョブは出るかな？」

				　ふわりと【飛行】で宙に浮かび、水晶球に手を伸ばす、こうやって飛ばないと、巨人種に合せた高さに在る水晶球に手が届かないのだ。

				　そういえば、腕の長いヴィガロや女性でも背の高いバスディアは手を伸ばせば届くとしても、ザディリスはどうやってこの水晶に触れたのだろう？　やはり風属性魔術で飛んだのかな。

				　そんな益体も無い事を考えながら水晶に触れると、ステータスを開く時と同じように脳裏に文字が表示された。

				《選択可能ジョブ　【死属性魔術師】　【ゴーレム錬成士】》

				「うわ出た！」

				　あっさりジョブチェンジが可能と結果が出て、ヴァンダルーは驚きのあまり魔術を解除してしまい。床に落下した。

				　反射的にのけ反ったため、思いっきり後頭部を打ちつける。地味に【危険感知：死】が警報を発して来る。

				　幼児の頭蓋骨脆(もろ)い。

				『御子、何か物音が──御子!?　大丈夫ですか!?』

				　倒れたまま【高速治癒】スキルと無属性魔術の【治癒力強化】で回復を待っていると、物音に驚いたヌアザが入って来て、密室殺人事件の第一発見者のようなリアクションを取るが、彼が駆け寄って来る前にヴァンダルーは倒れたまま、手で「大丈夫だ、そっとして置いて」と合図を送った。

				　頭を打ったので、回復するまで動かされたくなかったのだ。

				


				　様々な窮地を乗り越えて、昨日三歳の誕生を迎え生きると誓ったのに、驚いて後頭部を打ち死亡するという間抜けな最期を遂げずに済んだヴァンダルーは、再び水晶球に触れた。

				《選択可能ジョブ　【死属性魔術師】　【ゴーレム錬成士】》

				　やはり表示された。

				　呪いのせいでジョブチェンジ出来る可能性は少ないと思っていたのに、二つも選択可能なジョブがある。これは普通なら喜ぶべき事だが……。

				「何かの罠か？」

				　しかし、内心では小躍りしたいのを我慢して、冷静に考えてみる。

				【既存ジョブ不能】の呪いをかけたロドコルテは、ヴァンダルーを絶望させて彼が復讐を諦め、自害する事を望んでいる。なのに、こんなあっさりとジョブチェンジが可能だなんておかしくは無いだろうか？

				「そういえば、何でジョブチェンジできるんだ？　経験値自力取得不能の呪いもそうだけど、俺を絶望させたいなら最初からレベルアップ不能とか、ジョブチェンジ不可能の呪いをかければいいのに」

				　最初からレベルアップできず、ジョブにも就けないようにすれば抜け穴だって無い。猿はどんなに頑張っても背中から翼を生やして飛ぶことが出来ないように。

				　それをしなかったのは、これ等全てロドコルテが仕組んだ巧妙な罠なのではないだろうか？　例えば、この表示されたジョブを選ぶと、最終的に詰むのではないか？

				　能力値補正が低く、更に取得すると不利にしかならないパッシブスキルを取得してしまうとか。

				　あるか分からないが、【短命】とか【不運】とかそんなスキルだ。この世界では一度習得したスキルを直接封印する事は出来ないので、そんなスキルを習得してしまったら大変だ。

				　だが、逆にロドコルテがそんな迂遠な罠を仕掛けるだろうか？

				　あの神がこれまでしてきたことは、基本的に大雑把でやった後は転生者に全て丸投げにしただけだ。そもそも、奴はあくまでも輪廻転生の神だ。決して全知全能では無い。

				　このラムダでは人間にはレベルがあり、ジョブに就くのが常識だ。逆にいうなら、レベルもジョブも存在しないなら、人間では無いという事になる。

				　ロドコルテはヴァンダルーを含む全ての転生者に、オリジンで死んだらこのラムダに生まれ変わるよう仕掛けを施していた。ラムダの人間として生まれ変わる以上、レベルとジョブが存在するという決まりからヴァンダルーだけを例外には出来なかったのだろう。

				　だから【経験値自力取得不能】や【既存ジョブ不能】の呪いをかけたのではないか？　神でも条理を無視できないから、呪いの内容が無理矢理になって、それで穴が出来たのか。

				　それにロドコルテはこのラムダに存在していない。死者の輪廻転生を司ってはいるが、奴の名前はこの世界の神話に一度も出て来ていない。

				　だから奴はもしかしたら、このラムダを離れて眺めているだけで、それほど詳しい訳では無いのかもしれない。

				「つまり、ロドコルテが雑で無知だから俺はこうして大きな抜け道を通る事が出来る訳か」

				　時々思い出すように疑心と警戒を覚えるが、神だってそんなものだという結論に至るのだった。

				　次に、何故これまで誰も就いた事の無いジョブが何か特別な創意工夫をした訳でも、訓練をやり遂げた訳でも無いのに出て来たのか不思議に思うが、少し考えれば不思議でもなんでもない事に気が付いた。

				「俺の死属性魔術は、このラムダにこれまで存在しなかった魔術。なら、これまで存在しなかったジョブが出ても不思議じゃないか」

				　ジョブシステムは神々が創ったものだが、全てのジョブを神々が作った訳じゃない。何せ、十万年よりもずっと前からある物なのだから。

				　例えば、神代の時代には貴族制度は無かったから、【騎士】や【聖騎士】といったジョブは存在しなかった。

				　未来に、多分転生者の誰かが黒色火薬と銃というこの世界に無かったものを発明すれば、多分【銃士】や【ガンマン】というジョブが増えるのだろう。

				　……【ゴーレム錬成】もこの世界にとって初めてのスキルらしい事には驚いたけれど。この世界のゴーレムはどうやって作られるのだろうか？

				　そうラムダのゴーレムについて詳しくないヴァンダルーは首を捻ったが、後で調べようと思考を切り替える。

				「っで、問題はどちらを選ぶかだけど……」

				【死属性魔術師】と【ゴーレム錬成士】。どちらも見習いと頭についていないから、それなりにレベルが上がり難いジョブの筈だ。その分手に入る補正は大きいだろうが、次のジョブチェンジまで早くて数か月、長くて一年以上かかるだろう。

				【死属性魔術師】は、その名の通り死属性魔術に重きを置いたジョブだと推測できる。この属性＋魔術師という名称のジョブは他の属性にもある。

				　他の属性魔術師の場合は、能力値補正は魔力と知力に大きく、他は小さい。特に力は無きに等しい。スキル補正は名称の属性魔術に大、【魔術制御】等の魔術関連のスキルに中、他の属性魔術のスキルに小といった感じだ。逆に、武術系のスキルは獲得し辛そうだ。

				　それと同じだとするなら、やや尖っているがこれまで使って来た死属性魔術の腕を上げるなら、このジョブだろう。ただ、魔術以外のスキルを上げるには時間がかかるはずだ。

				【ゴーレム錬成士】は、類似するジョブの知識が無いから分からない。ただ、多分【ゴーレム錬成】スキルに補正がかかるのだろう。能力値は、どれにかかるのか分からない。多分、知力にはかかると思うのだが。

				　ただ【ゴーレム錬成】はこれまでもよく使って来た便利なスキルだ。このスキルを使わなくなる事は十年後も百年後も無いだろう。

				「……【死属性魔術師】を選択」

				　考えた末、ヴァンダルーは【死属性魔術師】の方を選択した。

				　今は王城地下の半壊したドラゴンゴーレムを倒し、蘇生装置を手に入れるという目標がある。だから直接戦闘に役立ちそうな、死属性魔術の上達を優先する事にしたのだ。

				　それに【錬金術】もそろそろ手に入れたいし、【ゴーレム錬成】も死属性魔術から派生したスキルなので、もしかしたら【死属性魔術師】のジョブでも補正がかかるかもしれない。

				　ジョブを選択すると、脳裏に浮かびあがった文字から【ゴーレム錬成士】が消え、代わりに【死属性魔術師】が大きく表示される。

				　そして胸の奥が熱くなったような感覚を覚えた。

				「これは……思っていたより凄い」

				　そして思わず声に出るほど、体中に力が漲っていた。特に頭の冴えが素晴らしく、脳細胞がバージョンアップしたような感じだ。

				《【死属性魔術】、【無属性魔術】、【詠唱破棄】、【魔術制御】、【霊体】スキルのレベルが上昇しました！》

				《【錬金術】、【魔力自動回復】スキルを獲得しました！》

				　しかも脳内アナウンスで一度に大量のスキルのレベルアップと獲得を知る。

				　これまで散々使って来たのにレベルが３から上がらなかった【死属性魔術】や、１のままだったスキル、更に修行を初めてもうすぐ二年目だなと思っていた錬金術スキルまで一度に覚えてしまった。

				「ジョブのスキル補正、凄い」

				　グールの皆が夢中になった訳を、体感で理解したヴァンダルーだった。

				　スキルや能力値の確認のために【ステータス】を開くと……

				


				──────────────────────

				　名　前：ヴァンダルー

				　種　族：ダンピール（ダークエルフ）

				　年　齢：三歳

				　二つ名：グールキング

				　ジョブ：死属性魔術師

				　レベル：０

				　ジョブ履歴：無し

				・能力値

				　生命力：５０

				　魔　力：１２４９０６３２０

				　力　　：４５

				　敏　捷：２２

				　体　力：４９

				　知　力：１１２

				・パッシブスキル

				　【怪力：レベル１】【高速治癒：レベル２】【死属性魔術：レベル４（ＵＰ！）】

				　【状態異常耐性：レベル４】【魔術耐性：レベル１】【闇視】【精神汚染：レベル１０】

				　【死属性魅了：レベル４（ＵＰ！）】【詠唱破棄：レベル２（ＵＰ！）】

				　【眷属強化：レベル５（ＵＰ！）】【魔力自動回復：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・アクティブスキル

				　【吸血：レベル３】【限界突破：レベル３】【ゴーレム錬成：レベル３】

				　【無属性魔術：レベル２（ＵＰ！）】【魔術制御：レベル２（ＵＰ！）】

				　【霊体：レベル２（ＵＰ！）】【大工：レベル２（ＵＰ！）】【土木：レベル１】

				　【料理：レベル１（ＮＥＷ！）】【錬金術：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・呪い

				　【前世経験値持越し不能】【既存ジョブ不能】【経験値自力取得不能】

				───────────────────────

				


				「おおぉ……思っていたより能力値も上がってるし、ちゃんとスキルも手に入ってる」

				　聞いた話では魔術師系のジョブでは生命力や力はあまり上がらないはずなのに、一割程上がっていた。まあ、種族的な物や身体の成長を考慮するとしてもなかなかだ。

				　特に知力は三ケタに突入している。頭が冴えるはずだ。

				　そして元々一億あったのでインパクトが薄いが、魔力も一千万以上増えていた。凄いな、ジョブチェンジ、ジョブに就いただけで魔力が一千万も増えるよ！

				　……多分上がる能力値の数値は、素の状態の数字×％の計算で出しているのだろう。魔力の場合、十％上昇だったとか。

				　スキルも上がり、今も発動している【飛行】にも手応えがある。今まではフワフワとクラゲのように浮かぶか、魔力に任せて無理に高速で飛ぶかの二択だったが、今ならもっと効率よく飛べる気がする。

				　これには【魔術制御】スキルの上昇も関わっているのだろう。

				　喜びのあまりスキップでもしたい気分だったが、どうも自分がスキップしている様子は傍から見ると「壊れている」としか思えない物であるらしく、それでまた休養を仰せつかるのは避けたい。

				　なので、ヴァンダルーは静かに床に降りると、そのまま静かに部屋を出たのだった。

				　さあ、次はレベル上げだ！

				


				　とはいえ、【経験値自力取得不能】の呪いを受けているヴァンダルーが幾ら魔物を倒しても、レベルは上がらない。

				　なので、配下のアンデッドを連れて魔境なりダンジョンなりに行く事になる。ザディリス達と行動を共にするようになってから新しい仲間用のアンデッドを作っていないので、前と同じメンバーでいいかなと思ったが意外な事に同行希望者が殺到した。

				『此処の魔境やダンジョンに行くのは初めてだろ？　だったらベテランの俺が先導した方が上手く行くぜ、ダンジョンの構造や割の良い経験値の稼ぎ方を、このＡ級冒険者〝剣王〟ボークス様が伝授してやるから付いて来い！』

				『何言ってんだ旦那、あんたじゃ御子の分まで魔物を切り殺しちまう。御子、魔物狩りなら斥候職のこの俺、ズランに任せときな！』

				『いえいえ、やはり必要なのは回復職でしょう。御子はアンデッドを治癒する事は出来ますが、御子自身の怪我を治す魔術は無属性魔術のみ。ここはまだ半人前とはいえ、生命属性魔術が使えるこのヌアザにお任せください』

				『第一印象から決めてました』と言わんばかりに、巨人種アンデッド達が次々に同行を希望する。その数……その場にいた全員だった。

				「そういえばヴァンとは一緒に狩りをした事が無かったな。この機会にどうだ？　格闘術も教えられるぞ」

				「いや、ここはサリアとリタの師でもある我だろう」

				「ねぇ、冒険者の戦い方に興味無い？　私でよければ教えるけど」

				「あ、なら俺も」

				「じゃあ、あたしも」

				　っと、グール達も次々に同行を希望し……

				「俺も行きたい！」

				「俺も俺も」

				「私も行きたいです」

				「フゴフゴ」

				　更に新種のブラガやゼメド、メメディガにゴーバ達まで手を挙げた。まだライフデッドのお腹の中の胎児まで手を上げているのではないだろうか？　そんな妄想まで思い浮かぶほどの大人気だ。

				　まだ六月なのに真夏のような情熱だ。

				　これはモテ期か？　モテ期なのか？

				「でもブラガ達はもう少し後で。ちゃんとおと……スキルを手に入れてからだ」

				　迂闊に「大人になってから」と言うと、「キングだってまだ子供じゃん」と返されるのが確実なので、言い直す。実際、既にブラックゴブリンのブラガの方がヴァンダルーよりも体が大きい。

				『はーい』

				　ブラガ達は意外な程素直に引き下がった。身体の大きさは兎も角、能力値ではまだ彼らよりヴァンダルーの方が高かったし、スキルを獲得しきれていなかったからだ。

				　しかし、後はどうやって篩いにかけた物だろう。巨人種アンデッドもグールも、戦闘ではヴァンダルーよりも経験豊かだ。彼のような魔力によるゴリ押ししか出来ない初心者よりも、余程上手く戦える。

				　これまではゴリ押しで良かっただろうが、あのドラゴンゴーレムを倒すなら効率の良い戦い方や、仲間との連携を学ぶ必要がある。

				　そして誰もがその教師役になり得る。

				　勿論戦力としても十分だ。まずはＤ級ダンジョンの攻略に挑戦するつもりなので、ボークスやヴィガロは過剰戦力だ。多分ヴィガロはダンジョンボスと同格か、上回るだろう。ボークスの実力ならＤ級ダンジョンに出る魔物はボスも含めて雑魚だろうし。

				「よし、リバーシで決めよう」

				『盤と駒持って来い』

				「いや、ちょっと待ちましょう。この人数でリバーシだと、決まるまで何日もかかるじゃないですか」

				　ヴァンダルーが考え込んでいると、今タロスヘイムで流行しているリバーシのトーナメントで決める流れになっていた。こうなったらさっさと【ゴーレム錬成】で即席のクジでも作ろうか。

				「坊や！」

				　そう思っていると、ばっとザディリスが駈け込んで来た。彼女も同行希望者だろうか。

				「ビルデが産気づいた！」

				　っと、思ったら急報だった。

				「それで容態は？」

				　ビルデが妊娠したのは去年の九月。そして今は六月下旬の後半。やや十月十日には足りないが、そう致命的な早産では無さそうな時期だ。

				　それに定期的に【霊体化】でエコー診断代わりに体内の胎児の様子を見ていたので、医療ドラマで見るような厄介な疾患は無いはずなので、ヴァンダルーは落ち着いていた。

				　落ち着いていたが、グールの少子化問題に取り組んでいて、魔術で妊娠に流産の予防にと色々してきたビルデがいよいよ出産するというのだ。気にならないはずが無い。

				「それは問題無いはずじゃ。まあ、初産じゃから長くなるじゃろうが。っと、いう訳で行くぞ」

				「……はい？」

				　しかし、まさか連れて行かれるとは予想していなかった。ザディリスにひょいっと持ち上げられ、そのまま連れて行かれる。流石見た目は十代半ばでも【怪力】スキルを持つグールの長老だ。

				『あっ、まだ決めてねえのに』

				「そういう事情なら仕方ないだろう」

				　そして見送ってくれる皆。……何が仕方ないのだろうか？

				『坊ちゃん、こういう時男が情けない姿を見せますと、尻に敷かれてしまいますので毅然とした態度で臨まれると宜しいかと』

				「サム、何故ビルデが俺を尻に敷くんですか？」

				　ヴァンダルーとビルデは別に結婚している訳でも、お腹の子がヴァンダルーと血縁がある訳でも無いのだが。

				『坊ちゃん、頑張ってください！』

				「いや、産むのは俺じゃなくてビルデだから」

				　サムもリタも、ヴァンダルーを見送る方向のようだ。サリアも手を振っている。

				「あの、俺はどういうポジションで呼ばれているのでしょうか？」

				　ビルデの容態に問題が無ければ、産婦人科の専門知識がある訳でも産婆でも無いヴァンダルーの出る幕は無いはずなのだが。しかしザディリスは彼を小脇に抱えたまま答えた。

				「うむ、突発的な緊急事態が起きたら坊やの手を借りたい。後ビルデが手を握っていて欲しいそうじゃ」

				　……医者兼夫ポジション？

				「分かりました」

				　グールには結婚という概念が無いし、単に信頼され頼られていると考えよう。それに俺、グールキングだし。

				　そう納得する事にした。

				　まあ、これも冒険といえば冒険だ。出産は科学が進んだ地球でも命がけなのだし。

				　……経験値は入らないだろうが。
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				　ザディリスがビルデの出産のために用意した部屋は、タロスヘイムに幾らでもある廃墟の一室だった。

				　綺麗に掃除した後、床にニードルウルフの柔らかい腹の毛皮を敷き、そこにビルデを寝かしている。

				「まず【殺菌】っと。ビルデ、大丈夫ですか？」

				　部屋の中にはビルデ以外にも三人の女グールがいた。多分彼女達は出産経験のある、産婆さんの役なのだろう。

				「ヴァ、ヴァンっ」

				　陣痛の為だろう、荒い呼吸を繰り返し額に汗を浮かべているビルデがヴァンダルーに気がついて手を伸ばす。その小さな……しかし自分よりは大きな手を彼は取り、握られる。

				「あ、あたしっ、頑張って元気な赤ちゃんを産むからねっ」

				　こう言われた時、男はどう答えるべきだろう？　ヴァンダルーのポジションだと悩ましい事だ。特に、彼は自分の無表情さと声の平坦さを自覚しているので、普通に「頑張れ」と言った場合冷たく感じるかもしれないと思い、躊躇われる。出来るだけ頼もしく聞こえるように……。

				「大丈夫、俺が付いているから安心して」

				　医師免許無し、出産に立ち会った経験無しの自分が居て何が大丈夫なのか、何処に安心材料があるのか分からないが、今はビルデを励ますのが最優先だ。

				　こういう時、逆に無表情は便利だ。自信の無さが顔に出ない。

				「うんっ！」

				　励ます事に成功したようだ。やはり苦しそうだが、笑顔を見せてくれた。

				　その成果が得られた事を考えれば、彼女が握りしめている右手に鉤爪が当たってちょっと痛い事なんて些末な事に過ぎない。あ、ザクって刺さった気がする。

				　……でもその顔に若干死相が見える。

				「息を整えてっ、短く吸って、長く吐きながらいきむのよ」

				「余裕があったらステータスを見て、生命力は減っていない？」

				「ん、ちゃんと儂が取り上げてやる。安心するのじゃ」

				　他の皆の様子を見ると、ビルデに目に見える異常や不調は起きていないらしい。彼女は疾患にかかっている様子も無かったし、胎児にも異常は無かったはずだ。

				「ちょっと調べますね」

				　しかし死相が見えるのは確かなので、ヴァンダルーは【霊体化】で自由な方の左腕を霊体にし、ビルデのお腹に入れる。

				　すると、どうやら子宮の中で胎児の首に臍の緒が絡まっているらしい事が分かった。このままだと胎児の首が絞まってしまう。

				（ザディリスが呼びに来てくれてよかった）

				　そう思いながら胎児の首から臍の緒を外す。……右手でやった方が簡単なのだが。

				「坊や、どうじゃった？」

				「大丈夫です、解決しました」

				　ヴァンダルーの右手の骨がミシミシ軋んでいて、ビルデの鉤爪が遂に食い込んで麻痺毒が入って来ているが、母子ともに問題無し。

				「よしっ！　後はお主の頑張り次第じゃ、ビルデ！」

				　この後、概ねザディリスが言ったように彼女の頑張りによって出産は進んで行き、ヴァンダルーは彼女に右手を握り絞められながら励ますだけだった。

				　ただ出産まで六時間かかり、世の母親の偉大さをヴァンダルーは思い知ったのだった。

				


				　くしゃくしゃの顔をした、灰褐色の赤ちゃん。彼女がこのグールコミュニティに久々に産まれた、新しいグールだ。

				「見て、女の子よ。ヴァンダルーの名前をそのまま貰う事は出来ないけど、この子に半分貰って良い？」

				　我が子を抱くビルデは、憔悴(しょうすい)が見て取れたが本当に幸せそうだった。

				　いいですけど、その子の実の父親は良いの？　そう聞くのが躊躇われるぐらい。

				「いいですよ」

				　なのでそう答えた。

				　後で聞いたが、結婚制度の無いグールの新生児の名前は基本的に母親が決めるか、それとも部族の長老と相談して決めるらしい。なので、母親のビルデが子供にヴァンダルーの名前から半分貰うと決めれば、外野がとやかくいう事では無いそうだ。

				「この子を抱いてくれる？」

				「喜んで」

				　今はすやすやと眠っている赤ちゃんを両腕で……右腕はまだ骨折が治ってない上に長時間麻痺毒を分泌する爪が突き刺さっていたので、まだ動きが悪い。そのため左腕で受け取り、膝の上に座らせるようにした。

				「軽くて、とても温かい」

				　赤ちゃんの身体はとても軽く感じた。しかし、この赤ちゃんはこれから成長し、三百年生きるのだ。そう考えると、生命の神秘を感じる。

				　新しい命の誕生は、感動的だ。それをヴァンダルーは三度目の人生で、初めて実感した。

				　地球で生きていた頃は、その手のドキュメンタリーで「新しい命の誕生です」と言われても「ふーん」としか思わなかった。所詮、画面越しの自分とは無関係の他人や、動物の誕生であって、感動は全く覚えなかった。

				　しかし二度の死を経験し……アンデッド化した後も含めると、三度か。そしてダルシアを生き返す事を目標にしている今では、感動を実感できる。

				　この子を守るために、出来る事をしよう。俺は父では無いけどグールキングなのだし。

				


				「そういう訳で、ダンジョンに行くのは延期します」

				　そう伝えるとボークスやヴィガロは寂しそうな顔をしたが、「仕方ないな」と納得してくれた。

				　これから残り九人の妊婦が次々に出産する事になる。その時不測の事態が起きたら、ヴァンダルーが魔境やダンジョンの中に居たら対応できない。

				「久しぶりに赤ん坊の泣き声を聞いたぞ！」

				『落ち着いたらでいいから、産まれた赤ん坊を俺達にも見せてくれ』

				『塵に還るのを待つばかりだったこの廃墟で、新しい命が産まれるのは喜ばしい事です』

				『目出度い、酒が飲める』

				『酒があればな』

				「あるぞ、あまり美味くないけどな！」

				　少子化問題に悩まされていたヴィガロ達グールは勿論、ボークス達巨人種アンデッドも赤ん坊の誕生を心から祝福していた。

				　因みに、赤ん坊にアンデッドを近づけて衛生問題は大丈夫かと思うかもしれないが、問題無い。巨人種アンデッドは既に全員ヴァンダルーの手により、【殺菌】と【殺虫】、【消臭】、【鮮度維持】の魔術をかけられているからだ。

				　後は下水道の整備が終われば、タロスヘイムはアミッド帝国の都市並みに衛生的な城塞都市になるだろう。町の広さに対して人が少ないので、どうしてもゴーストタウン感が拭えないが。

				「後、先にこのタロスヘイムの防衛力を強化したいし、【錬金術】で少子化対策のアイテムを作っておきたい。冒険や訓練はその合間にしようかと」

				　真剣に武の道や魔術の道を究めんとする人達からすれば、片手間でやるなといわれそうだが今回は誰もヴァンダルーにそう言わなかった。

				「分かった！　じゃあ順番はこっちで決めておくぞ！」

				『丁度良いぜ。何せ二百年間誰も入ってねえから、ダンジョンの中がどうなってるか分からねぇからな。中の魔物も増えてるだろうから、丁度良く間引いておいてやるぜ！』

				『もしかしたら、放置しすぎて未知の階層が増えているかもしれませんからね』

				「格闘技の方はどうする？　とりあえず、基礎だけやっておくか」

				『ヂュ！　主、ではその間私はレベルを上げて仲間に追いつけるよう、努力してまいります！』

				「俺達も今の内にスキルを取るぞー」

				　三度目の人生は皆の優しさに包まれているなぁと、改めて思う今日この頃。

				


				　そして早速始めたのは、グールの少子化対策のためのマジックアイテム作りだ。町の防衛力を整えるのは、タロスヘイムの中から森の魔境を駆逐出来てからでなければ、逆にラプトルやニードルウルフを懐に抱え込む事になるからだ。

				『御子よ、あと数日お待ちください』

				　との事だった。やはり強さよりも数の多さが問題のようだ。凶暴なニードルウルフなら兎も角、頭の良いラプトルは勝てないと思ったら逃げ出すから、駆逐するのは大変なのだろう。

				「っで、問題のマジックアイテムですけど二種類作ろうと思います」

				「精子や卵子の活動時間を伸ばすアイテムと、胎児がある程度大きくなるまで死なないようにするためのアイテムじゃな。二つ以上の機能を持つマジックアイテムを作るのは難しいからの」

				　分娩室（仮）がある建物の、隣の建物でヴァンダルーはザディリスとタレア、バスディア、他数名の女グールとマジックアイテム作りの相談をしていた。

				「その内、精子や卵子の活動時間を伸ばすアイテムは着け外しがし易い装身具にしようかと」

				「確かに、常につけている物だと……際限なく子供が産まれそうですわね」

				「そうだな、皆いきなり変わるのは難しいだろう」

				　今までグールは妊娠し難く、したとしても殆ど子供が産まれないという生態だった。そのため結婚制度が無く、子作りに励むのが当然という社会だった。ビルデ達が妊娠した頃から抑え気味にはなったが。

				　それでヴァンダルーがマジックアイテムを作ったからといって、突然「じゃあ、これからは家族計画をしっかり考えよう」とはならないだろう。

				　地球のように便利な避妊具や避妊薬がある訳じゃないのだから、尚更だ。

				　まあ、多少子沢山になるぐらいなら問題無い。寧ろ良い事だ、このタロスヘイムにはまだまだスペースがあるし、食料は幾らでもある。

				　しかし、だからといって地に満ちよとばかりに増えると大変だ。ブラガ達と違って、グールは一年以内に大人になるという訳では無いのだから。

				「絶対苦労しますわ。一人でも大変なのに、一度に二人三人と子供を抱えたら……」

				「しかも、ビルデも含めて初めて子育てを経験する者が多いからの」

				　地球のように保育園もないし、子育てに関する情報が得られる本やテレビ番組、インターネットも無い。育児経験のあるタレアやザディリスが心配するように、絶対育児ノイローゼになる母親が出て来るだろう。

				　まあ、一人っ子ならノイローゼにならないという訳じゃないが。

				「という訳でアイテムを作りながら避妊について説明するのがよいかと」

				「そうだな。人種なら兎も角、私達は寿命が長い。子供は多い方が良いが、産むのは五年毎、十年毎でいいはずだ」

				　人種の場合は、特に農村等の場合は「子育てが大変だから、間隔を置いて」と言っていられない事情があるだろうし、そもそも家族計画の概念が希薄だろう。

				　そもそも医療が発達していないので、「若く体力のある内に、産んでおく」という考え方が強いはずだ。その点では、バスディアのいう通り寿命が長いグール達は説得するのが楽だった。

				　これが人種だったら反発も大きかっただろうし。

				「でも男は我慢できるの？　五年毎十年毎なんて、とても無理だと思うけど」

				「そのために着け外しが出来る装身具なのですわ。子供が欲しい時だけ着ければいいのです」

				　逆避妊具という訳だ。

				「それで、どんな装身具にするんだ？」

				「とりあえず、ペンダントか太腿に巻くアンクレットにしようかと」

				　マジックアイテムの形状や装着部位は、とても重要だ。【錬金術】で作る時の難易度、材料費、そして完成した時の効果の強弱に関わってくる。

				　例えば、「空を地面のように歩ける」という効果のマジックアイテムと聞いたら、大体の人は「靴」の形をしていると思うのではないだろうか？

				　少なくとも、「メガネ」だとは誰も思わないだろう。

				　逆に、「身に着けると透視できるようになる」マジックアイテムと聞いたら、「メガネ」だと思っても「靴」だとは思わない。

				　このように込める魔術と発揮させたい効果によって、作りやすく効果を発揮しやすい形状や装着部位があるのだ。

				　「腕力を強化する」のなら指輪か腕輪。何かを「視る」のなら「メガネ」、次点で「サークレット」。「速く走れるようになる」だったら「靴」か「アンクレット」というように。

				　勿論、世の中には何らかの理由で「身に着けると暗闇を昼間のように視る事が出来る靴下」なんてマジックアイテムも存在するらしいが、作るには高い【錬金術】スキルと、高額な材料が必要になる。

				　現在、材料は食料以上に余っている。何せ、魔物を狩りまくっているのに手に入る素材を自分達で利用する以外で使えない状況だ。

				　魔石を持ちこむ冒険者ギルドも無いので、ブラガ達が今より小さかった頃はお弾き代わりにして遊んでいたぐらいだ。

				　しかし、死属性のマジックアイテムを唯一作れるヴァンダルーの【錬金術】スキルレベルは１。なので、下腹部に近い太腿に巻くアンクレットか、同じ胴体という事でペンダントトップをマジックアイテムにした物ぐらいが限界だ。

				　ベルトという手もあるが、グールにベルトを締める文化が無いため不評かもしれない。

				　……流石にそれ以上近い場所に身に着けるアイテムは、作るのにも勧めるにも抵抗がある。

				「それで、好きな色や好まれそうなデザインってあります？」

				　これを聞くためにバスディア達も相談に加わってもらったのだ。身に着けてもらうのだから、好みの色や形の方がいいだろう。

				　……用途の関係上、情事の最中はずっと身に着けてもらうのだし。

				「そうだな……白か黒、銀色や金色も皆好きだぞ」

				「赤は戦い以外だと好かれないかも」

				「形は羽っぽいのが皆好きね。後はハートとか」

				　口々にグール女性のトレンドを教えてくれるバスディア達。ヴァンダルーはファッションセンスに自信が無いので、とても助かる。

				　因みに、ハート型はこのラムダでは女神ヴィダのシンボルであるらしい。流石生命属性の女神だ。

				　しかし、黒のハートは縁起が悪そうだから、銀色の方がいいかな？　

				「とりあえず、幾つか作ってみますわ」

				「よろしくお願いします」

				　そして実際に物を作るのがタレア達グールの職人部隊だ。マジックアイテムを作るのは【錬金術】スキルだが、それは物品に魔術を込める時だけで、物品そのものは別の職人が作るのが一般的である。

				　世の中には素材集めから物品の作成まで全て自分一人でやる錬金術師も居るが、そんな物は例外中の例外だ。

				「それで、胎児の生命維持のアイテムはどうするのじゃ？　こちらは逆に簡単に着け外しが出来る物ではちと問題じゃろう」

				　さっきまで「金に銀？　最近の若い者は派手好きじゃの」とか呟いていたザディリスがそう聞くと、ヴァンダルーも「少し悩んでまして」と答えた。

				　こっちはザディリスがいう通り簡単に外れ無い方がいい。うっかり外したまま無くしたり、付け忘れたりしている間に胎児が死んでしまったら一大事だからだ。

				　しかしまさか体内に埋め込む訳にもいかないし……。

				　周囲に見守られる中、うーんと二人して唸り……。

				「刺青はどうじゃ？」

				「やっぱりピアス？」

				『えっ？』

				　全く別の答えを出して顔を見合わせた。

				「坊や、ピアスでは胎から離れ過ぎじゃろう。刺青なら消えんし、何処にでも彫れるぞ」

				「ピアスは耳や鼻や唇では無くて、臍にするんですよ。刺青って、そもそも誰が彫るんですか？」

				　グールには、臍にピアスをするという発想が無かったようだ。そして刺青をマジックアイテムにして身体に刻むという発想も、ヴァンダルーには無かった。

				　そして話し合った結果、臍ピアスに落ち着いた。

				「刺青だと、腹が大きくなった時に変に歪んでしまわないか？　その頃には胎児も大きくなっているだろうが、次の妊娠の時に彫り直すという訳にもいかないだろう。ならピアスの方が良いと思う」

				　と言うバスディアの意見が採用された。

				　因みに、ピアスは首から上にする物だという固定観念があったのはグールだけでは無くラムダ全体であり、このタロスヘイムから臍ピアスブームが広がって行く事になるのだが、それはずっと先の話である。
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				　それからヴァンダルーはそれまでよりは緩い、しかし三歳児には過酷な日常を送った。

				　基本的に週休一日、しかしその一日に産気づいた妊婦が出たら出勤。代わりに次の日三時間の休養を取る。これを基本的な生活リズムとして、まずタレア達がマジックアイテムにするための試作品を作るまでの間、タロスヘイムの修理と整備、格闘技の修行をした。

				　修理と整備の方は、簡単だった。

				「起きろ、一つになれ、抜けろ」

				【ゴーレム錬成】を活用するので、これだけでいい。地面に転がる瓦礫が自ら手足を生やして動き回り、合体し、形を変えて元通りに直っていく。

				　流石に一から建物を建てるのは難しいが、ちょっと崩れているのを元通りにするぐらいなら簡単だった。【大工】スキルのお蔭か、大体どうすればいいのか何となく分かる。

				　このラムダではグール用の竪穴式住居も、巨人種用の石造りの家も、同じスキルで作れるらしい。

				　更に建物だけでは無く、【土木】スキルも生かして下水道や道の修理と整備も行っていく。

				　このタロスヘイムには、上水道は無いが下水道が存在する。浄水のマジックアイテムで使用した水を浄化し、糞尿は一箇所に溜めて発酵させ、肥料にしている。

				　勿論二百年経っているので、手を加えないと使えない。

				　地面をゴーレムにして下水管を露出させ、その下水管もゴーレムにして罅割れを修理して詰まりを取って、スキルレベルが上がって使えるようになった【対劣化】の術をかけてから地中に戻す。

				　浄水のマジックアイテムに魔力を供給する。

				　糞尿を発酵させる処理槽に発生していたヘドロ状の正体不明の魔物を、骨人達に討伐してもらう。

				　以上の過程を経てやっと下水道は使えるようになった。

				　使う分の水は井戸や水路から汲んでこなければならないが、使った分はそのまま流して捨てる事が出来るのはとても楽だ。

				　ラムダに生まれて早三年、つくづく地球の下水設備は偉大だったと思い知った。特にヴァンダルーは日本人だったので尚更そう感じる。

				　一度すべて直して使えるようにしたら、メンテナンスはゴーレムで自動化する予定だ。

				　一方、格闘技の修行ではバスディアに基礎からしっかりと教えてもらった。

				「ヴァンの身体能力は大人のグールと殆ど変りない。実戦形式でやって行こう」

				　いくつかの型を習い、防御や回避の方法を習った。……体で。

				　バスディアに足を払われ、蹴られ、投げられ、踏まれ……驚くほど一方的にやられた。幾ら魔術を一切使ってないとはいえ、身体能力は大人と殆ど変らないという言葉は本当なのかと疑ったくらいだ。

				「ヴァンは筋が良いし殺気にも敏感だけれど、攻めが強引で単調になりやすい。もっと素早く動いて、フェイントも使った方が強くなれる。あと、相手の次の動きを予測しないとな」

				　バスディアはヴァンダルーが厳しく叱られるとパニックに陥る事と、精神論中心の教え方が嫌いなのを知っていたので、訓練自体は手を抜かなかったが、教える時はゆっくりと優しい口調で話すように心がけた。

				　そのためヴァンダルーは冷静に訓練を受ける事が出来た。

				　彼は今まで防御を全て魔術に頼っていて、攻撃も圧倒的な魔力によるゴリ押しで単調だった。これまでは身体の幼さ故仕方ない部分があったし、彼自身も「仕方ない」と思っていた。彼は元々喧嘩もした事が無い日本人で、その次は獣同然に暴れる事しか出来ないオリジンの実験動物。格闘技や武術は自分から遠いところに在ると思い込んでいた。

				　しかし現世の父のお蔭か、意外と筋は良いらしい。

				「特に凄いのは目を瞑らない事だ。私が顔を攻撃されても目を瞑らないようになるまで三か月かかったのに、ヴァンは最初から瞼を閉じない。凄い才能だぞ」

				「ありがとうございます」

				　額や頬を軽くだが打たれて、いつもより顔色が良いヴァンダルーはやはり目を開いていた。

				「まあ、目が潰れても顔を【霊体化】すれば霊体の目で見えるからいいか」そんな認識が本能や反射神経にまで影響を与えているらしい。

				　そして妊婦達が数日毎に産気づき、ヴァンダルーはその全ての出産に立ち会った。

				　流石に毎回胎児の首に臍の緒が絡まるような事は無く、これ自体は普通に──つまり人並みの苦労とドラマと感動を経て、無事赤ん坊が産まれた。

				　ビルデも含めて産後の経過も順調で、やはり肉体的に人種より頑健なグールである事とここが半ば魔境である事が関係しているのだろう。

				　産後に関してはザディリスやタレア等育児経験のあるベテランが色々教えているので、上手く行きそうだ。

				　マジックアイテム作りが本格的に忙しくなったのは、七月の中旬頃だった。

				　タレアが作った品に魔術を込めて行く作業は、中々難しかった。これなら城壁を元通り修理する方がよっぽど簡単だった。

				「このペースだと一日に三つが限度か……」

				「いや、坊やはまだスキルレベルは１じゃろう？　十分なペースじゃよ」

				「あまり速くても、作る私のペースが間に合いませんわ。本当なら装飾品作りは専門外ですのよ」

				　マジックアイテムを必要とするグールは約六百体。このペースでは全員分作るのに、三百日以上かかる事になる。

				　しかしグール達全員が今すぐ子供をと望んでいる訳では無かったので、急ぐ必要は無いそうだ。

				「それに、坊やの計算だと儂やタレアにまで作る事になるぞ。それとも何じゃ、遠まわしな告白かの？　ん？」

				「まぁっ、いけませんわ、私、若く見えてももう二百六十と一になりますのに。でも、ヴァン様がお望みなら……」

				「三歳児をからかっちゃいけません。あんまりいうと十数年後に実行しますよ」

				　そんな風に楽しく話しながらマジックアイテムを作って行く。これまで倒した魔物の内臓や魔石の粉を使って。

				　あっ、今砕いた魔石ってノーブルオークのだったかな？

				　そして余暇を利用して色々試みた。

				「魚を詰めて……【発酵】」

				　大豆が無いので代わりに魚で魚醤を作ってみた。オリジンでは魚醤を態々開発する事は無かったが、三回試しただけで成功した。

				　魚醤は臭いがややきついが、香草等で大分軽くする事が出来る。

				　次に大豆の代わりに胡桃やドングリを使った胡桃味噌やドングリ味噌に挑戦して、若干苦戦した。魔術を使った発酵は成功するのだが、味が納得いかなかったのだ。

				　味噌作りはヴァンダルーから魔力を搾り取った研究者が何度もやっていたのでお手の物だったが、流石に胡桃やドングリで作ったのは初めてだった。

				「地球で聞いた胡桃味噌の評判ほど美味くないような？　でも胡桃の風味やドングリの香ばしさが残っているから、これはこれでいいのか？」

				　地球で聞いた胡桃味噌は、実際には大豆の代わりに胡桃と塩を発酵させた物では無く、既に出来ている味噌と胡桃を合わせて作った物であると知らなかったヴァンダルーだった。

				　しかし味的に納得できるものが出来たので、【熟成】もかけて味に深みを増した後皆に振る舞った。

				　あとワサビやショウガを準魔境化していたタロスヘイムで発見したので、早速栽培。まあ、ショウガは生えていた場所をそのまま畑にして、肥料を時々やるだけだが。……これだけでショウガを毎週収穫できるのだから、魔境は素晴らしい。

				　ワサビの栽培には一手間かけた。ワサビは殺菌成分を出して周囲に他の植物が生えないようにするが、その殺菌成分のせいでワサビ自身の生育にも影響が出てしまい、そのままでは大きくならない。

				　そこで【無毒化】を込めた杭を作り、その杭を指した周囲のワサビの殺菌成分を抑える工夫をして見た。

				　……かなり失敗したが、何とか成功。もう少しで新しいワサビを探しに魔境を巡らなければならないところだった。

				　そしてジェンガも作ってみた。適当な木材をウッドゴーレムにして同じ形にばらけさせるだけなので、リバーシ以上に簡単だった。

				『このギョショーは、もしや伝説の醤油では？　あの勇者ザッカートが創り出そうと試み、遂に叶わなかったという、あの伝説の……』

				『何であれ美味いな』

				　醤油は味噌以上に作るのが難しいので、勇者でもザッカートが再現するのは難しかったのだろう。

				　味噌の再現には成功していたらしいが、それが広まる前にベルウッドが味噌蔵に火を放ったらしい。そのため今では味噌の存在も知らない者が大多数なのだとか。……ベルウッド許すまじ。

				　ショウガやワサビは元々食用に使われていたらしい。しかし栽培した事で安定的に手に入るようになった事で喜ばれた。

				　そしてジェンガはリバーシと同じようにタロスヘイム中で流行する事になった。木工職人だった人がアンデッド化しなかったので、巨人種アンデッドやグール達は「これとジェンガを交換してくれ」と魔物の肉を持ってヴァンダルーを訪ねたという。

				「俺、ここで調味料や玩具を作っていれば、それだけで一生安泰なのでは？」

				　原始的な物々交換だが、生活は豊かになりそうだ。

				　そんなこんなでマジックアイテム作りが一段落して、タロスヘイムが元の白い堅牢な城塞都市に戻った頃には夏は過ぎ、秋の足音が聞こえる九月になっていた。

				「じゃあ、今日からダンジョンに行ってきます」

				　そして、やっと経験値を稼ぐために冒険を始めるのだった。

				


				《【錬金術】、【大工】、【土木】、【料理】スキルのレベルが上がりました！》
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				　何処とも知れぬ闇の中、長大な食卓が用意されていた。

				　ワイングラスには赤い液体が注がれ、集まった者達に供される。

				　彼等は、一様に品が良く、売ればそれだけで平民が家族全員一年は楽に暮らせる衣服に身を包み、宝飾品で飾り立てていた。

				　貴族の晩餐会かと思うかもしれないが、ここに集まったのは普通の意味での貴族では無い。

				　彼らは気品や高貴さを漂わせているように見える。

				　彼女達は美しく、いっそ儚げかもしれない。

				　この場に居る誰もが、深い知性を兼ね揃えているかもしれない。

				　しかしその本質は冷酷で、無慈悲で、残忍な、血を欲する鬼。

				「では、会合を始めよう。最初の議題は……例のダンピールについてだ」

				　紅い瞳を愉悦に輝かせ、進行役の原種吸血鬼はグラスに注がれた新鮮な生き血で喉を潤した。
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				　このラムダ世界が最も平和で、最も栄えていた神代の時代。それを終わらせた魔王グドゥラニスと、魔王が率いてきた無数の邪神悪神。

				　水も大地も空気でさえも呪い、生ある物を蝕む毒とした〝呪毒の邪神〟。

				　狩猟か腕比べしか知らなかった人々に血の快楽を教えた、殺戮の匠、〝殺狂の悪神〟。

				　あらゆる生命を弄び、数多の邪悪な合成獣を創りだした〝歪みの邪神〟。

				　それまでラムダに存在しなかった悪徳を以て人々を惑わし、堕落させた〝欲滅の悪神〟。

				　それら主だった存在は神々と勇者達によって滅ぼされたが、未だ数多の邪悪な神々がこの世界には潜んでいる。

				　その内の一柱、〝歪みの邪神〟の元従属神、〝悦命の邪神〟ヒヒリュシュカカを奉じ、その加護を受ける吸血鬼達のコミュニティが存在した。

				　ヒヒリュシュカカは、命を弄ぶ事こそが最大の快楽であり、自らがより優れた存在である事の証明であると教える邪神である。

				　命乞いする者がいるなら、弄び希望を持たせ従うように強制し、最後には絶望の縁に落として命を奪え。

				　力が欲しいと嘆く虫がいるなら、望まぬ力を与えて破滅するように誘導し、力など要らないと悔恨の叫びを上げさせよ。

				　自らの武勇を誇る者がいるなら、その力を奪え。四肢をもぎ取り、目を潰し、舌を裂け。地べたを這いまわる虫に等しい弱者に堕とせ。

				　それを成してこそ、汝らはより優れた存在になる事が出来る。自らの足の下に弱者を積み上げ、踏み躙ってこそ高みに至る事が出来るのだ。

				　そんな教えを説くヒヒリュシュカカにとって、生命の女神ヴィダを失った吸血鬼達を信者に加えたのも一つの快楽なのかもしれない。

				　しかし、十万年後邪悪な神々に鞍替えした吸血鬼達の中でも、〝悦命の邪神〟派は指折りの勢力に成長した。

				　強大な力を持った三名の原種吸血鬼によって支配された、百名を超える貴種吸血鬼。その下に存在する従属種吸血鬼や、永遠の命を望む吸血鬼の信奉者の数は数え切れない。その下のアンデッドや魔物、自分が手駒となっている事すら気づいていない傭兵団や山賊団まで行くと、数えるのも愚かしい。

				　その戦力は大国に並び、影響力なら大国すら操る事が出来る。

				「さて、最初の議題は例のダンピールについてだ」

				　そう言ったのは、コミュニティに君臨する三名の原種吸血鬼の一人、ビルカイン。その見かけは二十歳前後の、線の細い優男といった様子で、貴族制度が無い時代の生まれながら貴族的な雰囲気で、名家の子息子女を集めて茶会や舞踏会を催すのが似合いそうな人物だ。

				「ダンピール？　ああ、あんたの所の従属種と警備兵の間に生まれた奴だっけ？」

				　それに応えたのは、二十歳過ぎの女だ。男好きする体つきに、輝かせればどんな男も落とせそうな美貌を何処か怠そうな眼差で曇らせている。

				　大きく胸元が開き背中を露出したドレスは豪華だが、品が無い。貴族のご婦人というよりも、貴族御用達の高級娼婦のように見えてしまう。

				「だったらアタシの城で母子仲良く働いてるよ、背中と背中をくっつけて、八本の手足でね」

				「テーネシア、それは百年前の事だろう」

				「じゃあ、あの獣人種の胎から生まれた奴かい？　それだったらあんたが殺したんじゃなかったっけ？　一族ごと」

				「それは五百年前だね」

				　ビルカインと漫才のようなやり取りをするテーネシアの正体もまた、原種吸血鬼だ。

				　このコミュニティの実質的なＮｏ３であり、実力的にはＮｏ１だとされている女吸血鬼だ。

				「私が言っているのは、グーバモンの所のずっと下の従属種吸血鬼と、ダークエルフの間に生まれたダンピールの事だよ」

				「ああ、グーバモンの爺さんの所のか！　そういえばあったね、そんな事も。っで、そのグーバモンの爺さんは何処だ？　姿が見えないね」

				　ビルカインとテーネシアが名前を出したグーバモン。彼がこのコミュニティを支配する原種吸血鬼の最後の一人だ。

				　しかしテーネシアが探しても、その姿は欠片も見当たらない。

				「ぐ、グーバモン卿は所用があり今回は欠席すると……」

				　青い顔をして口を開いた貴種吸血鬼は、グーバモンの下に居るのだろう。テーネシアに睨まれ、堪らず震え上がっている。

				「何だって!?　今回も欠席かい!?　アタシだって十回に九回しか休まないのに、あの爺さんもう二十回も休んでるじゃないのさ！　さっさとあのクソジジイを連れてきな！」

				「お許しをっ、グーバモン卿から今手が離せない、テーネシア様とビルカイン様にはすまないという伝言を預かっておりますっ」

				「つべこべ言うんじゃないよ！　アタシの作品の材料になりたいのかい!?」

				　恐れおののく貴種吸血鬼に、今にも牙を突き立てそうなテーネシア。その様子をクスクスと嘲笑う他の貴種吸血鬼と、ビルカイン。

				　彼らにとって、同胞といえど同情の対象では無い。

				「その辺りにしておきたまえ。事の経緯は既に報告を受けているからね」

				　しかし従属種なら兎も角、貴種は作るのに手間がかかるし、グーバモン派とテーネシア派で抗争でも起こされたら、とても愉快だろうがコミュニティが空中分解しかねない。

				　ビルカインはやや愉しんでから止めに入った。

				「そうなのかい？」

				「ああ、君も知っての通り、グーバモンの手の者によりヴァレンの処刑は完了。死体は間違っても蘇らないように処理した。母親のダークエルフも、アミッドの狂信者を使って火炙りの刑にかけたそうだ」

				「へぇ、あのコレクションを集める事しか頭に無いクソジジイの手下にしては手際が良いじゃないか。それで、肝心のダンピールはどうしたんだい？」

				「取り逃がしたそうだ」

				「はぁっ!?」

				　顔を歪めるテーネシアに、ビルカインは愉快そうに目尻を下げて唇の端を釣り上げ、説明を続ける。

				「見つからなかったがまだ乳飲み子だったので一人では生き残れないだろうと思って放置したら、三歳に満たない歳でどうやったのか分からないけれど数百匹のグールを支配下に置いていたそうだ。しかも、人間に大規模な討伐隊を組ませて派遣させたら、その前にグールを連れて境界山脈を越えたらしい。何をどうやったのか、全くの謎だそうだ」

				　そうビルカインが言うと、テーネシアだけでは無く他の吸血鬼達も様々な反応を見せた。

				　何かの冗談だと思って、半笑いの表情を作る者。

				　驚いて唖然とする者。

				　聞き間違いかと困惑する者。

				「フザケンナ！」

				　激怒したのはテーネシア一人だった。

				「つまりそいつはこれで死んだだろって手を抜いて、そのダンピールが数百匹の手下を手に入れるのも、境界山脈を越えるのも、むざむざ見逃したって事だろ！　何考えてんだ!?　いや、考えるだけの脳味噌があるのか!?　今すぐそいつをぶち殺せ！」

				　牙を剥き出しにして激怒するテーネシアは、ダンピールを恐れてはいない。ただ知っているのだ。自分達が十万年もの長きに渡って闇の世界に君臨してきたのは邪神の加護があったから、そして自分達が勝てる状況を整えてから戦って来たからだと。

				　相手がダンピールと人間だけなら、ここまで危機感を覚えない。しかし、境界山脈の向こうにはヴィダ派の原種吸血鬼達がいるのだ。自分達と互角の存在が。

				　十万年の間殆ど動きを見せていない奴等だが、それが動き出せば存亡をかけた脅威となるのは確実だ。

				「その通りですビルカイン様っ、そのような者は今すぐ処刑し、ダンピールの件は我々にお任せください！」

				「いえ、是非このカーマインにお任せください！」

				「私ならばビルカイン様とテーネシア様のご期待に応えてご覧に入れます！」

				　そして次々に追従する吸血鬼達は、手柄を上げる機会だと求められてもいないのに、我先にと手を上げる。別に手柄を上げても貴種が原種に至る事は不可能だが、ヒヒリュシュカカに認められれば【加護】を得る事が出来る。

				　加護を得れば、他の貴種たちよりも一段、二段上の力と権力が手に入る。

				「いやいや、まずは失態を犯した本人に働いてもらおうと思っている」

				「何だって!?　二度失敗した奴にお情けをくれてやろうってのかっ？　どうせ三度目の失敗を犯すに決まってるよ！」

				「まあ、私もそう思うが、彼の熱意に胸を打たれてね。そうだ、皆に紹介しよう」

				　そう言いながら、ビルカインがすっと白く細い手を上げた。

				　どしゃあっ！

				　そんな音を立てて、全身血だらけの男が何処からともなく落ちてきた。

				「紹介しよう、グーバモンの配下、セルクレント・オズバ君だ」

				　優しげな笑顔のままビルカインが指し示した男……トーマス・パルパペック伯爵と繋がっていた貴種吸血鬼、セルクレント・オズバは「゛うぅ」と小さい呻き声を上げた。

				　その姿は凄惨の一言に尽きた。両手の指全てに銀の串が突き刺さり、脚はローストされたかのように焦げ目が付いており、背中は無数の肉の瘤に覆われている。

				　背中の瘤が脈打ち弾けたかと思うと、そこから毛と皮膚の無い鼠のようなものが這い出て来て、周りの肉を食い千切る。そして自分の身体程も肉を喰うと、出来た穴に頭を突っ込んでセルクレントの肉に戻って行く。

				　ヒヒリュシュカカの呪いだ。

				「おゆ、る、じ、……こ、こん……かな……らず……」

				　力を振り絞って顔を上げたセルクレントを見た吸血鬼達は、思わず息を飲んだ。そこに顔が無かったからだ。

				　眼球をくり抜かれ、鼻を削がれ、頬を抉られ、唇を引き千切られ、まるで血で汚れた髑髏のようだった。

				　何よりも惨いのは、呪いも含めてどれもこれも致命傷では無い事だ。貴種吸血鬼の生命力と再生力は凄まじく、ここまでされても死ぬ事は出来ない。

				　高貴な、寿命を超越した存在である貴種吸血鬼ですらも、ビルカインにとっては玩具に過ぎない。それを再確認し、吸血鬼達は押し黙った。

				　テーネシアは席を立ち、再生する度に肉鼠に肉を喰われているセルクレントに歩み寄ると、その顔を思い切りけり上げた！

				「げ゛う！」

				「ビルカイン、この死にぞこないに何をさせるつもりなのさ。こんな奴じゃ芋虫一匹殺せやしないよ」

				　顎を蹴り砕かれて悶絶するセルクレントは、確かに刺客というよりも処刑を待つ哀れな死刑囚にしか見えない。

				「僭越ながら、テーネシア様の言う通りかと。あの者に境界山脈を越え、標的を探しだし、数百匹のグールを突破してダンピールを始末するのは不可能かと思われます」

				　テーネシアに同意した女吸血鬼が発言する。他の吸血鬼も、概ね同意見のようだ。

				　個体差は在るが、吸血鬼は強力な種族だ。原種に限るなら、ヴィダの新種族中最強の種族であると言っても過言では無い。

				　竜種を易々と屠り、一人で一国を滅ぼす事も可能。彼らの前に立ちはだかる事が出来るのは、伝説級のマジックアイテムを持ったＡ級以上の冒険者パーティーだけだ。

				　しかし、セルクレントは原種よりも何段も落ちる貴種だ。それでも並の騎士や冒険者から見れば脅威以外の何ものでもないが、境界山脈にはその程度の魔物は掃いて捨てるほど居る。

				　空高く舞って山脈を越えようと試みる者は、空の魔境……魔空に住まう魔物達と空の支配権を争う挑戦者と見なされ、引き裂かれる。

				　かといって険しい山肌を人のように這いまわって越えようとすれば時間がかかり、更にそれでも無事に済む保証はない。

				　未知の魔境や未発見のダンジョンから、余所者を喰おうと魔物が溢れて来るからだ。

				　それを避けるなら魔物をものともしない、その上垂直の崖を登りながら自在に動き戦闘が行える猛者を数百人揃えて、その大所帯で周囲を威嚇しながら進むしかない。

				　どう考えても無理な話だ。それこそ神とその眷属が直接動くか、余程のイカサマでもしなければ。

				　しかも、山脈を越えるだけでは無く、その後ダンピールの足跡を追い、数百の内生き残っているグールの目を掻い潜って殺さなければならないのだ。使命さえ果たしてくれればこの場の大多数の吸血鬼にとってはセルクレントの生死はどうでもいいのだが、果たす前に死なれては困る。

				「問題無いさ。セルクレント君はこの使命をやり遂げる為に命を懸けてくれるそうだからね。そうだろう、セルクレント君？」

				「゛あ、゛あ゛い！　お゛まがぜっ、゛お゛まがぜぐだぢゃいっ！」

				　ビルカインの問いかけにセルクレントが即座に、裂かれた舌と砕けた顎で返答する。よく耳も無いのに聞こえたなと、場違いな思いを吸血鬼達は抱いた。

				「だからそいつの意地とか、やる気とか、そんなのはどうでもいいんだよ。実力が信用できないってアタシは言ってんだよ」

				「君の言う事も尤もだ、テーネシア。だから、今回は私の恋人達から一人派遣しようかと思ってね」

				「゛ああっ？　あんたの情婦を？」

				　ざわりと、吸血鬼達がざわめいた。その顔には抑えがたい畏怖と嫌悪が滲み出ている。

				　吸血鬼達は総じてプライドが高く、同じ階級の者を自らの上に置く事は無い。

				　従属種同士、貴種同士で上下関係が決まるという事は、下に堕ちた吸血鬼にとって奴隷にされたも同然という認識だからだ。

				　少なくとも、邪神や悪神に鞍替えした吸血鬼達にとってはそうだった。

				　そしてビルカインはそれを見るのが大好きだった。趣味と言っていい、拷問等それに比べれば暇潰しの手慰みだ。

				　自ら貴種吸血鬼、従属種吸血鬼に仕立てた手下同士で競い合わせ、争わせる。潰し合わせ血を流させて、勝った方に寵愛を、負けた方に苛烈な罰を与える。

				　それを自分の恋人達……自らの親衛隊と、グーバモンの配下であるセルクレントで行わせようというのだ。

				「エレオノーラ、やってくれるね？」

				　すっとビルカインの影から現れたのは、赤毛を腰まで伸ばした美女だった。舞踏会に出たなら、お世辞に慣れた貴族達も語彙の限りを尽くして心から彼女を褒め称えるだろう美貌に、見惚れてしまいそうな微笑を浮かべている。

				「はい、お任せください」

				「フフ、セルクレント君達と仲良くするんだよ。あと、近くにタロスヘイムの廃墟があるから、剣王ボークスの骨がまだ残っていたら拾って来てもらえると助かるな。グーバモンに二個目の貸しが作れる」

				「畏まりました、愛しい我が君」

				　エレオノーラ。ビルカインの配下の中でも最も年若く、数年前に貴種吸血鬼になったばかりでありながら頭角を現してきた才媛であり、後数百年で【悦命の邪神】に仕える者の中でも原種を除けば最強の吸血鬼になるだろうと目されている。

				　テーネシア本人も、彼女には敵わないと嘆いた配下を何人か苛立ちのあまり殺している。
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				「ふん、精々油断して痛い目を見ないように気をつけるんだね」

				　どうせならダンピールと刺し違えてくれればいいんだけどね。そういう本音を押し隠したテーネシアの言葉で、この議題は終わった。

				　後は何時も通りの定例会……闇ギルドがどうとか、最近のアミッド神殿の動きがあれやこれや、ハートナー公爵家で跡継ぎ争いが激化しそうだとか、吸血鬼達の長い夜の暇潰しに役立つ情報を交換し、それぞれの事業の報告を行い、最後に従属種吸血鬼候補の紹介と、吸血鬼化を行う事の承認が行われて、お開きとなった。
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				　タロスヘイムの近辺に存在する魔境には、四つのダンジョンが存在する。

				　ガランの谷、ドラン水宴洞、ボークス亜竜草原、バリゲン滅命山だ。何れも自然環境を模したタイプのダンジョンで、ここから手に入る産物がタロスヘイムの繁栄を支えてきたのだ。

				　ヴァンダルーは、そのダンジョンの内、最も攻略難易度が低いＤ級ダンジョン、ガランの谷に挑む事となった。

				　以前ミルグ盾国で入ったダンジョンと同じくらいの難易度（だとヴァンダルーは思っている）だろうが、ここがタロスヘイムにおける新米の訓練場であり、そして繁栄を支える糧だった。

				　ガランの谷では、岩塩や石材が取れる階層がある。特に岩塩が無ければ、山脈に閉じ込められた内陸に位置するタロスヘイムは、小さな村以上に発展する事は無かっただろう。

				　今ヴァンダルーが居るのは、そのガランの谷の一階だ。メンバーはいつもの顔ぶれからサムを抜き、代わりにバスディアを加えた編成になった。

				「ギッ！　ガッ！」

				　そして、短槍で武装したゴブリンソルジャーと一対一で戦っていた。

				　ヒュッヒュと、バスディアの目には拙いが一応形は槍術になっている動きで、ゴブリンソルジャーがヴァンダルーに向かって何度も槍を突き出す。

				「…………」

				　それをヴァンダルーは、やはり何とか形になっている程度の体術で避け、鉤爪で反撃を試みる。

				「ギャギャ！」

				　それを避けられ、また槍が繰り出される。

				　三歳の子供が魔物と戦っていると見ればハラハラするが、戦士と戦士の戦いと見るなら欠伸を噛み殺さずにはいられない、拙い応酬が続く。

				　その周りには、十数匹のゴブリンソルジャーの死体が転がっている。それをなしたのは、ヴァンダルー……では無く、骨人やバスディア達である。

				　襲い掛かって来たゴブリンソルジャーの群を一匹だけを除いて皆殺しにし、ヴァンダルーの実戦相手に宛がったのだ。

				『坊ちゃんの格闘術の才能はどうですか？』

				　ハルバードに付いた血を拭ったサリアがバスディアに聞くと、彼女は「どう言っていいか分からない」と答えた。

				「ヴァンにも言ったが、筋は良い。良すぎてハラハラするぐらいだ。だが、天才と言うのも違う気がする」

				『ええっと、それは才能があるって事ですか？』

				『あたし達よりも覚えは良いし、すぐ追い越されそうだよね、姉さん』

				　バスディアの言葉に存在しない首を捻るサリア。リタの言う通り、ヴァンダルーの覚えは良いように彼女には見えた。

				　彼女達は今でこそリビングハイレグアーマーとビキニアーマー、アンデッドだ。しかし生前はただのメイドで、箒で掃除をしても、槍斧や薙刀を振り回し弓矢で魔物を射殺すような事はした事が無かった。

				　そのため、魔物となった事で上昇した能力値頼りに武器を振り回し、ヴィガロに「新米臭い動きだ」と言われながら教わり、疲労や睡魔と無縁のアンデッドとしての特性を活かして夜中も訓練を行い、やっとスキルを身に着けたのだ。

				　それに比べれば、ヴァンダルーの覚えは早いように彼女達には見えた。夜はしっかり眠り、週に一日の休日は一時間程練習するだけなのに。

				　ちょっとゴブリンソルジャーの反撃を受けて傷ついているが、それは仕方ないだろう。鎧だけの私達とは違って、坊ちゃんには肉があるのだから。

				「ヴァンには躊躇いが無い、怖がりもしない、焦りも今は無いらしい」

				『ヂュゥ？　それは良い事なのでは？』

				　剣の切っ先でゴブリンの死体に魔石が発生していないか探っていた骨人の言葉に、バスディアも「そうだ」と答えた。

				「良い事だ。私も昔はヴィガロに散々怒られたからな。目を瞑るな、怖がるな、焦るなと」

				　しみじみと自分が半人前だった時を思い出す。今でこそランク４のグールウォーリアーになったバスディアだが、勿論最初から強かった訳じゃない。

				　子供の頃は過酷な魔境で生きていくため、厳しい訓練を課され乗り越えてきた。

				　練兵術も何も無いグールの実践重視のスパルタ式訓練で、今ヴァンダルーに彼女がしているように生け捕りにしたゴブリン等の弱い魔物と戦わされた。

				　しかし、実戦と訓練は違う。

				　自分を殺そうとしている相手に、この攻撃でいいのか、避けられたらどうしようと躊躇う。

				　殺意の載った視線と攻撃にさらされ、傷つき殺される事を怖がる。

				　訓練通りの実力を発揮できず、どうすればいいのかと焦る。

				『そういうものですか？』

				『あー、焦るのは分かるかも』

				『うん、躊躇うのと怖がるのは分からないけど、焦るのは分かるわ』

				　アンデッド達にはあまり共感を得られなかったようだが。彼らは感覚が生物とは異なるので、それが普通だろう。

				「だが、ヴァンにはそれが無い」

				　ヴァンダルーは躊躇わずに攻撃し、怖がりも痛がりもせず攻撃を受け、焦らず反撃する。

				　また無表情に誤魔化されているだけかと思って聞いてみると、本当に躊躇いも何も感じていないらしい。

				「最悪でも、俺が傷つくだけですし。これぐらいじゃ、死なないし」

				　ヴァンダルーは常に【危険感知：死】の魔術を発動しているので、自分が死ぬ可能性に敏感だ。敵からの殺気も、数ある危険の一つでしかない。

				　痛みも無視する事が出来るらしい。感覚が鈍い訳ではない、後回しにするのだ。

				「もっと痛い目に前世であっているので」

				　どうやら前世で痛みから意識を逸らす方法を身に着けていたらしい。更にダンピールの高い治癒力と無属性魔術の【治癒力強化】が拍車をかけている。

				　そして失敗しても、ちょっと痛い目を見るだけと割り切っているので焦らない。指が落ちても足が落ちても、拾ってくっ付けさえすれば大丈夫。目はちょっと困るから、気を付けよう。

				「だから、ああいう事をしてしまう」

				　そう言うバスディアの前で、ヴァンダルーの腕にゴブリンソルジャーの短槍が突き刺さっている。

				『ああっ！』

				『ちょっ、坊ちゃんっ！』

				『グルルル!?』

				　リタ達が慌てるが、ヴァンダルーは平然としている。当然だろう、避けられないと判断した一撃に腕を盾にして凌いだのだから。

				　ゴブリンソルジャーはニヤリと笑って槍を引き抜こうとするが、それが彼の敗因だった。

				「ふっ！」

				　三歳の矮躯からは考えられない力で、槍が刺さったままの腕を動かして、ゴブリンソルジャーの体勢を崩す。

				「ギャギヒ!?」

				　そして鉤爪でつんのめったゴブリンソルジャーの脇を抉った。血を傷口と口から吐き出して、ゴブリンソルジャーは地面に転がる死体の一つになった。

				「ふぅ……失敗」

				　そんな事を言いながら傷口から槍を引っこ抜き、【殺菌】した後治癒させる。

				『失敗じゃありませんよ！　死んだらどうするんですか！』

				『確か人って血を流し過ぎると死んじゃいましたよね!?』

				『ゲエエエ!?　グエエエエ!?』

				「落ち着いて、死なないから、ごめんごめん」

				　慌てるサリア達を宥めながら謝るヴァンダルー。だからハラハラさせられるのだ、しかも怒り難い。バスディアはそう思った。

				「すみません、攻めきれずにいる間に足元に転がる死体に足を取られて相手の攻撃を避けられなくなり、このままだと重傷を負うので腕を盾にしました。次は鉤爪で槍を逸らすか、そもそもその前に倒せるようにしたいと思います」

				　本人としては腕を盾にしたのは最悪の事態を避けるための行動であり、仕方の無い事だったいう感覚なのだろうが、それでもそれを親しい者が見たら良い気分はしないだろうなと気がついている。……しかも強く叱るとパニックに陥る。

				「よし、次は気を付けるんだぞ」

				　なので、バスディアとしてはそう言った後、あの時こうすればいいとか指導するに止めるのだった。

				　本人が技量不足を自覚しているので、不足している技量が手に入ればあんな無茶をする必要は無くなるだろうとバスディアも、そして話を聞いたザディリスもヴィガロもそう考えていた。

				　誰も好き好んで自分の身を削ったりはしない。ヴァンダルーだって痛覚が無いわけではないのだ。削らずに生き残れるなら、勝てるなら、痛くない方法を選ぶはずだ。

				　実際、自分の力以上のものが生き残るのに必要な状況に陥ったら、ザディリスもヴィガロも無理や無茶をして何とか修羅場を潜り抜けて来た。特にザディリスは、その無茶をしてヴァンダルーに助けられたのだし。

				「っと、いう訳でヴァン。お前には早く技量を上げてもらうぞ。休憩したら次だ」

				　なので、すぐ対処できる程度の無理無茶で済む今の段階で、ヴァンダルーにはしっかりとした技量を身に着けてもらいたい。

				「……ちょっとペースが速くないですか？」

				「速くない」

				「じゃあ、魔術を使ってもいいですか？」

				「強い腕っぷしが欲しいんだろう？　頑張れヴァン♪」

				「せめて正面からじゃなくて、普通に不意打ちとか奇襲とかしていいですか？」

				「それじゃあ技量が身につかないだろう、ファイトだ♪」

				　魔術を使ったら武術の訓練にならないし、魔術と武術を組み合わせて戦えるほど今のヴァンダルーは器用じゃない。

				　高い能力値で翻弄し、不意を打てばゴブリンソルジャーくらい一撃で殺せるが、それでは肝心の技量が身につかない。

				　そして何よりも、男は強くなくては。

				「カチアから聞いたが、妻は子供だけでは無く夫も育てるという言葉が人種にはあるらしい。安心しろ、ヴァン。お前は私が育ててやるからな♪」

				「……わ、わーい」

				　強くなりたいから格闘術を教えて欲しいと彼女に言ったのは自分だし、このほぼ実戦の訓練が効果的なのは解っている。

				「大丈夫だ、ヴァン。お前は出来る！」

				「はい」

				　そして何より、ヴァンダルーは褒められると弱いタイプだった。

				　この日、ヴァンダルーはゴブリンソルジャー二匹、コボルト一匹、ミニニードルウルフ二頭、ゴブリンナイト一匹を一人で倒したのだった。

				


				《【格闘術】スキルを獲得しました！》
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				「ギギャアアアア！」

				「ギヒイ!?」

				　ゴブリンソルジャーの剣を避けて、そのまま脇腹を鉤爪で抉り、その後ろにいたもう一匹のゴブリンが狼狽している間に身体を駆け上がるようにして、頭を掴んで首の骨を捻って折る。

				　そしてそのまま更に後方にいたゴブリンアーチャー達に襲い掛かる。ちょっと矢が頬を掠るが、死にはしない。無視して突っ込む。

				「……っ！」

				　慌てて弓から短剣に持ち替えるゴブリンアーチャーを、格闘術の武技【拳打】で打つ。鎧代わりの毛皮越しにゴキベキと肋骨が折れて肺腑にめり込む感触が気持ち良い。

				　すると死角から他のゴブリンアーチャーからの接射。それを【危険感知：死】で感知して、今度は【蹴打】を発動し、地面を蹴って飛び退く。

				「ぎっ!?」

				　そして再び【蹴打】を使って、ゴブリンが二の矢を番える前に突っ込む。今になって短剣を抜こうと滑稽な足掻きを見せるが、ヴァンダルーはゴブリンの足を蹴り折り、もんどり打って倒れたゴブリンの首を踏み折った。

				「……ふぅ」

				　ちゃんと止めを刺したか、他に敵がいないかを確認して、ヴァンダルーは息を吐いた。

				　そうして呼吸を整えながら、改めて思う。

				「スキルって凄い」

				　魔術関係のスキルは実感が湧かなかったが、【格闘術】スキルや【大工】、【料理】等を習得する度にその凄さが実感できた。

				　ヴァンダルーは地球とオリジン、二つの人生で戦闘に関する訓練を受けた事が無い。精々体育の授業で受けた柔道ぐらいだろうか。実戦でも魔術を使わず戦った事はほぼ無かった。

				　そんな彼が訓練を受けて三か月でこれだ。

				　敵はゴブリンソルジャーとゴブリンアーチャー。共にランク２で、そう強い相手では無い。

				　しかし、スキルこそ獲得していないが武器を活かした戦い方が出来、平均的な一般人よりも身体能力に優れた存在だ。

				　それを頬に掠り傷を一つ負っただけで、一方的に皆殺しに出来る。昨日は腕を盾にして、一匹殺すだけでやっとだったのに。

				　これがスキルの効果だった。

				　スキルを獲得したからといって、不思議なパワーで摩訶不思議に強くなる訳では無い。他の【大工】や【料理】もそうだ。意識していないのに、いい加減に作っているのに、何故か上手く作れるという訳では無い。

				　例えば、【格闘術】の場合。拳を繰り出す時、どうすれば速く強い拳を打てるか分かり、その通りに身体を動かせる。

				　蹴りを出す時、どうすれば相手の足を折れるか分かり、その通りに身体を動かせる。

				　相手からの攻撃をどうすれば捌けるのか、回避の方法は、どうすればカウンターを打てる体勢に持って行けるのか。

				　それが分かり、その通りに身体を動かす事が出来る。

				　【大工】の場合はどうすればより良い物が建てられるか、荷重を支えるためには何処に柱をどれくらい立てれば良いのかが、【料理】の場合はより美味い物を作るにはどうすれば良いのかが感覚的、直感的に分かるのである。

				　流石は神々が魔物に対抗できるよう人間のために作ったシステムだ。仕事をする神様は実に素晴らしい。

				　特に素晴らしいのは、技量を数値に出来る事だ。地球やオリジンならその人物の有用性を計るのに過去の業績やらなんやらを見なければならないが、ラムダなら自分のステータスを見せれば……その分野に関するスキルだけでも見せれば、一瞬で事足りる。

				　……まあ、逆に今現在持っているスキルだけでその人の価値が決められる危険性もあるが。

				『お疲れ様、坊ちゃん』

				『お見事です、主』

				　サリアと骨人が水を持って来てくれる。

				「八十点だ、ヴァン」

				　そしてバスディアの無慈悲な採点。

				「えーっと、減点の理由は？」

				「頬の傷で十点減点、武技を多用しすぎるから更に十点減点だ。ヴァンなら魔力切れを気にする必要は無いだろうが、あまり武技を連続して使うと頭の処理が追いつかなくなる事がある。魔術を使い過ぎた時と同じだな」

				「なるほど」

				　これまで幾度か経験した急激な発熱。あれが戦っている最中に起こったら、ろくに抵抗も出来ず殺されてしまうだろう事は想像に難くない。

				　精神力がどうのという問題では無く、人が脳で思考する生物である以上避けられない事なのだ。

				　ヴァンダルーの魔力は一億を超えるが、知力は百を超える程度だ。【限界突破】を使っても、武技を多用するのは悪手かもしれない。

				「じゃあ、後は魔術と組み合わせて戦う事を覚えましょう」

				　元々ヴァンダルーが数ある武術の中から【格闘術】を選んだのは、今の自分にあっている事と鉤爪の利便性を活かす為だった。

				　ヴァンダルーの身体は小さく、手足は短い。どれ程力があっても、こればかりは仕方がない。

				　略奪してきた武器の多くが大きすぎる。使えそうなのは短剣、短弓、短槍、そして自前の鉤爪だ。

				　短剣は携帯性に優れ、暗器としても良く、いざとなったら飛び道具にもなる。しかし威力に乏しく、使いこなすには筋力よりも素早さが必要とされる。ヴァンダルーの能力値の中でも低い方である素早さが。

				　短弓は、きっぱりと悪手だ。短弓程度の射程距離と殺傷力なら、【魔力弾】で簡単に代用できる。

				　短槍は前の二つとは逆に魅力的だった。短いながらも扱うのは【槍術】スキルなので、今の内にスキルを獲得しておいて、身体が大きくなったら長い物に持ち替える事が出来る。

				　隠し持つのには向かないが、別に暗殺者になる訳じゃないのでそれだけを見て決める必要は無い。

				　しかしヴァンダルーは鉤爪を選んだ。

				　何故なら鉤爪は両手足に生えている自前の武器で、猫のように出し入れ自由。リーチは短いし飛び道具にもならないが、手足を切り落とされでもしない限り無くなる事は無い。

				　それに父親から鉤爪を使った格闘術の才能が遺伝しているかもしれないという理由もある。

				　後、ダルシアも喜ぶしバスディア達グールからの受けも良いし。

				『だんだん坊ちゃんがグールっぽくなって行くわね』

				『その内〝白いグール〟なんて呼ばれたりして』

				『ヂュヂュヂュ、鉤爪に【猛毒】をかけたら正にそれですな』

				　新しい称号の予感がする。いや、下手をすると冒険者ギルドが討伐対象に付ける通称になるかもしれない。

				　ミルグ盾国のギルドで指名手配されていたら面倒だな。

				「それは兎も角、基礎訓練は終了だ。後はレベルを上げながらダンジョンを攻略して行こう。そろそろこの階層の魔物も狩り尽くしたようだし」

				　そして進む事暫く、地下への階段を通って地下二階へと降りた。

				　隊列はヴァンダルーを中心に、前に骨人とバスディア。両サイドを骨狼、骨熊、骨猿。後衛に長物から弓に持ち替えたサリアとリタ。骨鳥は上空で警戒だ。

				　ガランの谷は、自然の谷のような形状をした階層が地下一階から最下層まで続く構造をしている。

				　そのため、岩等で分かれ道になっている箇所もあるが、それを考えても一本道と言っても過言ではない単純な作りになっていて、罠も殆ど無い。初心者向けと評価される理由の一つでもある。

				「お、キングだ！」

				「よぉ、キング！」

				　そして初心者用なので、ブラックゴブリン達が巨人種アンデッドの教官役と一緒に実戦訓練に勤しんでいた。

				「調子どうだ、キング」

				　生まれて半年以上過ぎ、すっかり大人になったブラガを見上げてヴァンダルーは答えた。

				「スキルを身に付けて、八十点貰った」

				　どうだと胸を張ると、ブラガは口の両端を釣り上げて言った。

				「まだ小さいのに凄い！　偉いぞ、キング！」

				　わしわしと頭を撫でられた。……褒められたのに何か腑に落ちないのは、何故だろう。

				「これが、幼馴染が大人になって行く中、自分だけ子供のままなのを自覚するという事か。なんという虚しさと切なさと焦燥感」

				「無理言うな、キング。俺ゴブリン、お前ダンピール」

				　はっとして自分の心理状態に気が付くヴァンダルーだったが、ブラガの言う通り種族と成長のスピードが違う。

				　それに今はブラガの方が背が高いが、ブラックゴブリンである彼の身長は大人の胸までしかない。将来はまたヴァンダルーがブラガを見下ろす事になるだろう。……なるよね？

				「そういえば、ブラガの訓練の方は？」

				「沢山スキルを覚えたぞ。短剣術、忍び足、気配察知……俺もうレベル８０超えた！」

				「うわ、凄い。あっという間に越されそう」

				　エッヘンと胸を張るブラガの頭を、【飛行】で飛んでまでお返しだと撫でるヴァンダルー。

				「ブラガはブラックゴブリンだからな。普通のゴブリンやコボルトと同じで、早熟なのだろう。成長期が纏めてくるようなものだから、今が伸び盛りだ」

				　生まれて一年経たずに大人になるブラックゴブリン等の魔物は、成長期が短い期間に纏めて来る。だからその期間に鍛えれば鍛えるだけ強くなるらしい。

				「頑張ってランクアップするんだぞ。でないと、この辺りで魔物を狩って生計を立てるのが難しくなるからな」

				　ブラックゴブリンのランクは２。そしてタロスヘイム周辺に出現する魔物の多くがランク３以上。狩りをする仲間の数や武装にもよるが、安定して獲物を狩るのは今のままだと難しい。

				「き、厳しい。でも本当だから俺頑張る」

				　それが解っているのでブラガも真剣に訓練を熟しているのだ。今のままでも巨人種アンデッドやグール達の下働き、若しくは難しいが農業にでも挑戦すれば食っていく事が出来るかもしれないが彼も魔物だ、強くなりたいという本能がある。

				「じゃあ、キング。ここ攻略したら、冒険！」

				「うん、冒険」

				　ヴァンダルーと固い握手を交わし、ブラガは訓練に戻って行った。

				　因みに、ブラガ達ブラックゴブリンはダンジョンに出現するゴブリンを殺す事に躊躇いは感じないらしい。

				「あれ、敵」

				　その一言が全てを表しているらしい。

				　地下二階から三階はブラックゴブリン達の実戦訓練が行われている為、ヴァンダルー達はほぼ敵に遭遇しなかった。元々このダンジョンの浅い階層ではランク２程度の魔物しか出て来ないので、あまり経験値的には美味しくない階層なので気にしないが。

				　そして地下四階は、ブラックゴブリンでは無くアヌビス達が実戦訓練を受けていた。

				「ガアアアアア！」

				「ガアアアアア！」

				　どっちがどっちの吠え声か分からないが、人間大の狒々といった感じのランク３の魔物、大狒々に槍を持ったアヌビスの青年が対峙している。

				　お互いに牙を剥き出しにして威嚇し合うと、戦いは避けられないと判断したのか大狒々はそそり立つ崖に四肢を使って駆け上がり、上を取ろうとする。

				「ウォン！」

				　対するアヌビスの青年も、何と二本の足で崖を駆け上り、大狒々を片手に持った槍で迎え撃った。

				「ギャアアアアアア！」

				　金切り声のような悲鳴を上げて大狒々が地面に背中から落ち、それを追って落ちてきたアヌビスの青年が着地と同時に大狒々の首を踏み折る。

				　見事な勝利だった。

				「ウォゥン！　キング、どうだった？　私の狩りは」

				「強くなりましたね。ゼメドなら、もう同じランク３の魔物なら何でも狩れるでしょう」

				　アヌビスの青年は、ブラガと同じ時期に生まれたアヌビスのゼメドだった。その姿は幼年期とはすっかり変わっている。

				　頭は凛々しく精悍なシェパードに似た犬の物で、首から下は引き締まった筋肉が格好良い褐色の肌をした男の物だ。背も高く、この姿だけを見ると彼がヴァンダルーより年下だとはとても思えない。

				「いや、まだまだだ。それにこの辺りではランク３のままだと、やはり弱い。皆と力を合わせて狩りをするにしても、もっと強くなっておきたい」

				　力の弱い者が団結によって力を合わせれば、強い獲物でも狩れる。

				　しかし、出来るなら力の強い者同士で協力してもっと強い獲物を狩れた方が良いのは当然だ。ゼメドの目標意識は高いようだ。

				「それより、相談したい事がある。メメディガの事で」

				「彼女に何かあったんですか？」

				　ゼメドやブラガと同様に、すっかり大人になった彼の双子の妹、メメディガの事で悩んでいるらしい。何でも、最近様子がおかしいのだとか。

				「誰に貰ったのか魔物の骨や牙で作った首飾りを付けていたり、休憩時間に話をしようとしたら先に何処かに消えていたり……最近ではベルグの奴とばかりいる」

				「……お年頃なんじゃないですか？」

				　どうやら、メメディガは同じアヌビスのベルグ君と交際を始めたらしい。年下の男の子相手にやりますな、まあ実際には一か月ぐらいしか違わないのだけど。

				　女の子の方がマセているというのは、本当のようだ。おめでとうございます。

				「何っ!?　メメディガはベルグの子を産むつもりなのか!?」

				　交際イコール子作りはちょっと思考が飛躍しすぎているような……いや、そうでもないか。この世界で、魔物だし。

				「まだ早い！　俺達は半人前なんだぞ！」

				　ヴァンダルーも、地球で育った日本人としての感覚ではゼメドと同感なのだが──。

				『そんな事ありませんよ。成人即結婚なんて、人間社会じゃ珍しくありませんよ』

				『それにまだ早いって言っても、子供じゃないんだし。そんな事言ってると、婚期を逃すのよ』

				　っと、リビングアーマー姉妹。

				　この世界の結婚観は、若い内に結婚して早く子供を産むに尽きる。医療が未発達で、代わりに魔術があるが貴族か裕福な商人や高位の冒険者でもなければ魔術師に代金が払えないから。

				　昔の日本や外国でも似たようなものだったらしいし、これぐらいは普通だろう。

				「そうだぞ。女にとって重要なのは、誰の子を産みたいかだ。メメディガがベルグの子を産みたいと思うのなら、お前は彼女の力になるべきだ」

				　そしてバスディアの語るグールの男女観はこの調子である。子は女が産み、集落で育てる。現代日本の常識で考えると重いのか軽いのか。

				　父親としての責任は要求されないが、集落の一員である限り自分の食い扶持以上に獲物を狩らなければならないので、ヒモにはなれないのがグールの社会である。

				　……戦えないと厳しいかもしれない。

				『ぢゅぅ……』

				『アオーン』

				　尚、骨人達は関係無いとばかりに周囲を警戒していた。まあ、助言を求めても動物の常識で答えそうなので、そのままにするのが吉だろう。

				「そ、そうなのか……」

				「まあ、ベルグが獲物を狩れるようになるまで待てって言うのが精々では？」

				　この世界は生きていく事だけでは無く、シスコンにも厳しいかもしれない。

				　そんなこんなで地下四階も平和に過ぎた。因みに、大狒々は肝臓や腎臓がポーションの材料になるらしい。……残念な事に、薬剤師ジョブの人がいないので活用できないが。

				　そして地下五階では、残りのアヌビスとまだランク３のグールが合同訓練を行っていた。

				「ガアアア！」

				「グルルルル！」

				　戦闘言語が飛び交い、瞬く間に岩を数珠繋ぎにしたような姿のロックパイソンを傷つけて行く。

				　岩のような防御力を誇る巨大なヘビも、彼らの連携の前にはただの獲物に過ぎない。魔術で作りだされた粘着力の強い泥で動きを止めた隙に、表皮の隙間に槍や剣、爪が捻じ込まれて止めになった。

				　尚、岩のような見た目にも関わらず肉は熱を通すと柔らかく、ササミに似た味がする。

				「キング！　どう、私の地属性魔術！」

				　っと、首から上がシェパードの女アヌビス、メメディガが杖を振りながらやって来た。ロックパイソンの動きを止めた粘着性の泥は、彼女の魔術によるものだった。

				「うん、とても上手だった」

				　地味だけど堅実に戦いの役に立つ魔術。地属性にはそういう魔術が多い。火山を噴火させたり、溶岩を手足の如く操ったり、地割れを起して敵を飲み込んだりする大魔術を使えるのは極一部で、多くの術者は落とし穴を掘ったり、地面に硬い棘を生やしたりと、そういう術を得意としている。

				　なのでメメディガの魔術は、地属性の特性を考慮すると良い使い方をしているという事になる。大体の生き物は大地と無関係ではいられないのだから、とても有効な術だ。

				　それとは別にヴァンダルーは彼女を見上げて思う。

				　輝く瞳、ピンと伸びた耳、湿った鼻、白い牙、艶やかな毛並み、それと同じくらい綺麗な肌、膨らんだ胸にしまった腰と、嬉しそうに左右に振っている尻尾。

				　小さかった頃も可愛かったが、美人になったものだ。幼馴染に美人が居ると何となく誇らしい気分になると聞いた事があったが、メメディガを見ると覚える感情はそれだろうと推測できる。

				　ボーイフレンドが出来るのも納得だ。

				「どうしたの、キング？」

				「いや、何でも。そういえば地下四階でゼメドにあったけど、最近上手く行ってないの？」

				「そうなのよ。聞いて、兄さんったらいちいちウルサイのよっ」

				　その後、「あー、それ思春期には良くあるよねー」な愚痴を聞かされる事十分。

				「でも、兄さんが心配してくれてるっていうのは分かるのよ。だけどもう少し信頼してくれても良いんじゃないって思うの」

				「あー……うん……一度話し合ってみたらいいんじゃないかな。二人だけだと熱くなるかもしれないから、誰か間に入れて」

				「そうね、じゃあベルグに──」

				「ベルグ以外で」

				　それはただの修羅場です。

				　尚、普通のゴブリンやコボルトが人の言葉を話さないのに、メメディガやブラガ達がペラペラと話せるのは、グールやヴァンダルーから言葉を教わったからである。

				　これは特別な事では無く、他にもテイマーにテイムされているある程度知能が高い魔物は、言葉を覚える事が多い。流石に会話できるのは人型の魔物を除けばごく限られるようだが。

				　そしてメメディガの相談への応対を終えたら、地下五階もあまり戦闘せずに階段を下る。

				　そして地下六階、ここからがガランの谷の本番だ……産業的な意味で。

				『切り出せーっ！』

				「うおおおっ！　【石斬り】！」

				　巨人種アンデッド達が、生き生きと白い岸壁から四角く石を切り出していた。彼らはタロスヘイムの石工職人である。

				　ガランの谷の地下六階の壁や岩からは、白い石材が取れる。それは地球の大理石に似ていて、ダンジョンから取れる為か魔力を含み、通常よりも高級な石材になるらしい。

				　何でも加工する時秘伝の技法を施す事で、通常の大理石よりも硬く丈夫で摩耗にも強い品が出来上がるのだとか。

				　オルバウム選王国のハートナー公爵領と交易を始めた時、想像以上の高値で売れて当時の巨人種達は驚いたらしい。

				　しかし、今はその交易もとっくに途絶えているし、王城も街も城壁も全てヴァンダルーが元通り修理し終えている。だから石材の需要はあまり無いはずなのだが。

				『これはこれは、ダンジョンでの修練ですか御子よ』

				　そこに、金属鎧に円形の盾を持ち、人の頭を卵のように叩き潰せそうなメイスを下げたリッチにあるまじき恰好をしたヌアザが居た。

				「はい。ヌアザ達はどうしたんですか？」

				『少々石材が要りようになりまして』

				　ヴァンダルーの【ゴーレム錬成】は砕けた破片を合成して石材を作る等、リサイクルは出来る。しかし、無の状態から新しい石材を作る事は出来ない。

				　しかし、新しい石材が何故必要なのだろうか？

				「まさか、俺がリバーシを作りすぎたから？」

				　皆喜ぶから、調子に乗って百セット作ったのはやりすぎだっただろうか？

				『いえ、流石にそこまでではありません御子よ。でも出来たらあと百セット、都合の良い時にお願いします』

				　現在タロスヘイムではヴァンダルーが作ったリバーシとジェンガ、フリスビーが流行している。皆娯楽に飢えている事に気がつかない程、娯楽が無い事が日常になっていた事も要因の一つだが、どれもルールが単純で、すぐに遊べる気軽さがウケているのだ。

				　なので現在リバーシやジェンガを持っている事は、ちょっとしたステータスになっていた。ブームがやや過熱しすぎなのではないかと、心配になるぐらいだ。

				　別に代金を貰っている訳でも無いし作る手間もかからないので、考えてみれば問題無いかとヴァンダルーは放置しているが。

				『あと、出来ましたらジェンガとフリスビーもお願いします』

				「……それは俺に頼まなくてもいいのでは？」

				　どちらも作ろうと思えば、出来るはずだ。

				「いえ、御子の手によって作られる事に意味があるのです」

				　どうやらヴァンダルー手製の玩具には、アンデッド達にとって勲章に似た意味があるらしい。そこまで大した品じゃないのに。

				　いつの間にかブランド的な価値が出来上がっていたのだろうか。

				「分かりました」

				　でもそんなに喜んでもらえるなら沢山作ろう。考えてみれば、巨人種アンデッドやグールの皆に給料を払っている訳でも無いので、これぐらいサービスしても良いだろう。

				「それで、その石材は何に使うんですか？」

				『これは王城の前の広場がガランとしているでしょう？　そこに石像を建てようという話になりまして』

				「石像を。それは良いですね」

				　芸術は心を豊かにする。特にアンデッドは肉体よりも精神に比重が傾いている場合が多いので、精神の安定は重要だ。

				『はい、次の春までには御子の石像が完成する予定です』

				「……マジですか」

				『マジです。御子は神託だけでなく、予言の御子なのですから。我々のように女神ヴィダの復権を望む者達にとって、御子は信仰の対象なのです』

				「……やや外に出るのが嫌になりました」

				　好意的に接してもらって悪い気は勿論しないが、それをすっ飛ばして信仰の対象まで行くとどうすればいいのやら。

				　まあ、顔に「神託の御子です」と文字が浮き出ている訳でも無いのだから、選王国に出たら黙っておけばいいか。

				『坊ちゃん、楽しみですね』

				『貴族は自分の自画像や石像を一つは持っているものだから、そんなに嫌がらなくても』

				「王城の前の広場に石像を建てられる貴族って、居るんですか？」

				　リタとサリアが、そういわれた途端視線をあさっての方向に反らしたのが、何となく気配でわかった。頭部も何も無いのに、表情豊かな姉妹である。

				『おおおっ、っと言う事は居ないのですな？　つまりこの世で主のみ！　ぢゅううっ、おめでとうございます！』

				　骨人が全力で祝ってくれた。

				　まあ、良いか。別にタロスヘイムに誰か来る訳でも無いし。見るのは巨人種アンデッドとグール、新種のみんなぐらいだろう。

				『では、我々はあの石材を運び出しますので失礼します』

				　そう言ってヌアザ達は石材を運び出す作業に取り掛かり始めた。これからトン単位の石材を襲い掛かって来る魔物に破壊されない様護衛しながら、地上を目指すのだ。

				　魔物は別に石材を狙う訳ではないが、偶然攻撃が当たって石材に罅が入る事もあるからだ。

				「フゴフゴ」

				「キングの石像の材料、守る」

				「だから俺達にもリバーシ」

				　そしてその護衛をゴーバ達オーカスが担当している。彼らはアヌビスやブラックゴブリンと違って、まだ大人になっている訳ではないが、ランク３ぐらいの敵なら既にどうにかなるスキルと身体能力を身に付けている。これくらい丁度良い訓練と言う事だ。

				「ここを出たら作りますね。そういえば石材を階段で運ぶのは大変なのでは？」

				『安心しな！　ノウハウってもんがあるからよ！』

				　何でも階段をスロープにするためのマジックアイテムだとか、色々な物があるらしい。それにアンデッド化して疲労の概念が無くなった巨人種に、まだ子供だがオーカスにと、怪力揃いだ。心配するだけ無駄だろう。

				　ヌアザ達と別れて進むが、きっと石材を切り出す邪魔をされないようにと前もって魔物を狩ったのだろう、地下六階には殆ど魔物が出現しなかった。

				「俺達、何でここに潜ったんでしたっけ？　視察の為だったかな」

				「気持ちは分かるが、きっと下にはまだまだ魔物が居るはずだ。進むぞ、ヴァン」
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				　ガランの谷の地下七階。

				　ここには巨人種達が人口を五千人以上に増やし、都市国家を築くまでに繁栄した理由がある。

				『岩塩だ！　岩塩を掘れ！』

				『邪魔する魔物はいねぇな!?』

				『索敵良ーしっ！』

				　そう、この階層の岩壁からは良質な岩塩が取れるのだ。

				　塩は重要な物資であり、必需品である。タロスヘイムではその塩の供給を、このダンジョンに頼っていた。

				　幾つもの魔境が存在する山脈に挟まれたこの土地では、オルバウム選王国に繋がるトンネルが見つかるまでは他国との交易が存在せず、海に行くにもやはり前人未到の魔境を幾つも越えなければならない。

				　そのため塩を手に入れられるのはこのガランの谷の地下七階だけだった。

				　もしこのダンジョンを巨人種達が見つけられなかったら、タロスヘイムは存在せずこの地の巨人種達も数百人程度のままだっただろう。

				　勿論ここもダンジョンの内部である以上、魔物が出現する。しかもこの地下七階からはランク３だけでは無く、４の魔物が出るようになるため、危険度が地下六階までよりも高い。

				　岩のような表皮を持つ大猿、ロックモンキー。

				　魔術を使うコボルトメイジや、武技を使いこなすコボルトジェネラル。

				　更に巨人種よりも更に大きい、ヒュージストーンゴーレム。

				　どれもこれも中堅以上の冒険者でなければ相手に出来ない魔物だ。

				　そんな危険な場所で岩塩を取るために巨人種達が取った手段、それは労働者が中堅冒険者並の戦闘能力を身に着ける事だった。

				『採掘の邪魔はさせネェ！』

				　ピッケルを武器に、鎧を身に着けた労働者達が雄々しく魔物と戦う様子は見事であり、後に交易を通じてやって来た選王国の冒険者達に「彼らに俺達の護衛は要らない」とまでいわせたほどだった。

				　それはアンデッド化した今も変わっていない。

				『うおおおお！　味噌！　味噌の素ぉぉぉおぉ！』

				『俺はギョショーだ！』

				『邪魔する魔物は味噌焼きにして食ってやる！』

				　いや、寧ろ凶暴性は昔以上か。

				　アンデッドは物を食べない。それは間違いである。

				　確かに下位のスケルトンやゴースト等は食欲を覚えないし、味も感じない。しかしゾンビやある程度上位のアンデッドは、食欲を覚えるし味も分かる。

				　勿論生命活動を停止しているアンデッドに食事の必要は無い。年単位で食を断っても、問題無く動き続ける。

				　しかし元生物という枠から完全に逃れる事は出来ない。どうしても原始的な欲求が残るのだ。

				　三大欲求の内、睡眠欲は消える。アンデッドは疲労を感じないので、睡眠欲を覚えないからだ。寝ようと思えば近い状態にはなれるが、肉体的な物では無く精神的な疲労の回復や、満足感のために行われる。

				　性欲は微妙に残る。肉体が死んでいるため、子孫を残したいという欲求は無いが、生者の生気を吸うためや、性交に強い執着を残して死んだ場合等に手段として行為を行う事がある。

				　そして完全に残るのが食欲である。

				　それが魂に残った欲求としてアンデッドを突き動かし、ゾンビは生者の肉を喰らい、血を啜り、そしてそこに含まれる魔力を吸収して経験値とするのである。

				　スケルトンや霊体系のアンデッドも、高位アンデッドにランクアップすると【霊体】スキルで仮の肉体を作り、犠牲者の血肉を食し、若しくはもっと直接的に生命力そのものを喰うようになる。

				　タロスヘイムの巨人種アンデッドも例外では無く、思い思いに食事を取って来た。大体は町に入って来た魔物の血肉であり、時折その辺に生えている草や木の皮、石の欠片だった時もあった。

				　しかしヴァンダルー達が来てからは串焼きや葉っぱに包んで焼いた蒸し焼きに、胡桃やバジルのソースをかけた物など、味のある食べ物を食べるようになった。

				　そして最近彼らに衝撃を与えたのが、ヴァンダルーが作った「魚醤」、「胡桃味噌」、「団栗味噌」だった。

				　それらは勇者ザッカートが再現しようとして失敗した調味料で、今までラムダには存在しない物だった。それらは彼らの舌にカルチャーショックを与え、味わった者を次々に魅了したのだ。

				『味噌味噌味噌ミィィィソオオォォォォォ！』

				『ギョショオオオオオオオオオオ！』

				『頭がイテェ！　幻が見えるっ！　味噌だっ、味噌をくれえェェェ！』

				　……ただの中毒かもしれない。

				「ヴァン、もしかしてあの調味料には常習性があるのか？」

				「無い……はず、なんですけど、ね？」

				　目を血走らせ狂乱しながら岩塩を採掘する巨人種アンデッド達の姿に、引きながらヴァンダルーは答えたが、無表情でも分かるほど自信が無さそうな答えだった。

				「地球と同じ製法で作ったと思うけど、オリジンでも死属性魔術で作った発酵食品に常習性があるなんて話は聞いた事が無かったし……いや、俺が知らなかっただけかな？　若しくは使った胡桃やドングリに俺の知らない成分が含まれていて、それが変な作用を起こした可能性も……」

				『父さんも美味しいって喜んでいましたし、単純にとても美味しいだけじゃないですか？』

				　サリアが最近【霊体】スキルのレベルが上がり、味が分かるようになったサムが味噌を口にした時の感想から推測していう。

				『ズルイよねー、父さんばっかり』

				　そう不満を口にするリタ達は、実際には口も何も無いリビングアーマー。まだ食べる事も味わう事も出来ないのだ。

				「そうかな？　まあ、あの頭が痛いと言っていたバリッジは、前から頻繁に幻覚を見るらしいし、そうかも」

				「ヴァン、あまり安心できないぞ。バリッジは大丈夫なのか？」

				「さぁ？　生前から酒精が切れると手が震え出すらしいので、多分どうにもならないかと」

				『酒は飲んでも飲まれるなですな』

				「ああ、酒は飲み過ぎないように気を付けよう」

				　そういいながら、岩塩の採掘に精を出す巨人種アンデッドの横を通り過ぎ、その日はそのまま地下七階で野営する事になった。

				


				　ヴァンダルーにとってダンジョン攻略らしい攻略は、地下八階から始まった。

				　この階層からは訓練する者や、石や岩塩を採掘する巨人種アンデッド達が居ないので、通常通りの頻度で魔物と遭遇するからだ。

				　そして基本的に階層がシンプルな構造をしているガランの谷では、全員が盗賊のような斥候職でパーティーを構成するか、幻術でも使わない限りまず魔物から隠れてやり過ごすという事が出来ない。

				『坊ちゃん！　岩のような猿だと思ったらただのストーンゴーレムです！』

				「硬いな、あれも【ゴーレム錬成】でどうにかならないか？」

				「いや、俺は自分が創ったゴーレム以外は操れないので、骨猿達に薙ぎ倒してもらいましょう」

				『゛オオオオオオ！』

				　この階層からランク３の魔物が一度に複数現れるようになる。単に数が多いだけで、連携も何も無いゴーレムから、逆に見事な連携を見せるコボルトナイトとコボルトアーチャーの群れまで差があるが、地下七階までよりもずっと難易度が上がったのは確かだ。

				『ヴボ゛オ！』

				　たった今骨猿が殴り倒したストーンゴーレムにしても、普通の冒険者が相手をしたら、それなりに手こずる。Ｄ級冒険者なら武技を使えばいいじゃないかと思うかもしれないが、武技は使用するのに魔力を使う。

				　前衛職の冒険者の多くは、そう潤沢に魔力を持っている訳ではないのだ。

				　その点、ヴァンダルー達はこのガランの谷を攻略するには、過剰気味の戦力で挑戦している。ヴァンダルー以外の全員がランク４以上。しかも、いざとなったらヴァンダルーが莫大な魔力でゴリ押しして押し通る。

				　実際、苦戦しようがないともいえる。

				「ふぅ……約二年ぶりの経験値が入る感触が心地良い」

				　まあ、経験値稼ぎのためにいちいち命を懸けていたら、幾つ命があっても足らないので、これぐらいが丁度良い。

				『ヂュ、主よ、レベルは如何程に？』

				「ん……まだ十にも届かないですね」

				　ただ、肝心の手に入る経験値の量もそれなりでしかない。

				　現在【死属性魔術師】のジョブに就いているヴァンダルーだが、このジョブは妙にレベルが上がり難いようで、まだ十にも届かない。

				「バスディアはどうですか？」

				「私はこのダンジョンに潜る前に【見習い戦士】から【戦士】にジョブチェンジしたが、今１４だな」

				「うーん、タロスヘイムに戻ったら、ボークス達に聞いてみましょう」

				　ジョブ毎にレベルを上げるのに必要な経験値は違うのか、ボークスなら多分知っているだろう。彼は〝剣王〟と称えられ、Ａ級冒険者にまでなった男だ。

				　今はアンデッド化した事でジョブを失っているが、生前は見習いから始まって複数のジョブを極めているに違いない。

				　二百年前の話だし、記憶が欠損している可能性もあるが。

				「能力値も少しずつですけど上がっているし、焦らず行きましょう」

				『どれくらいあがったんですか？』

				「能力値はそれぞれ１から１０ぐらいです。魔力は２％くらいですね」

				『そうですか、先は長いですね』

				「……魔力に限って言えばもう二百万上がったのか？　相変わらず凄いな」

				　その後も出て来る魔物を、自分で止めを刺さないよう手加減しながら、皆と戦うヴァンダルー。【経験値自力取得不能】の呪いが、本当に面倒だ。

				　因みにこの呪い、仲間や配下が獲得した経験値の一割程度なら獲得できるのだが、その条件も大体分かって来た。

				　基本的にヴァンダルーの視界内で、仲間か配下が経験値を得る事が条件らしい。ただ骨鳥の視覚を借りている状態で、離れた場所に居る骨人が魔物を倒してもヴァンダルーに経験値は入らなかった。

				　どうやら自分の肉眼でなければ条件を満たした事に成らないらしい。ラムダには双眼鏡や望遠鏡は無いそうだが、それで見た時もやはり肉眼ではないと判断されるのだろうか？　視力矯正用の眼鏡をかけた場合はどうなのか。

				　遠視の眼鏡というマジックアイテムがあるらしいので、手に入れたら試してみよう。

				　結果如何では、目がヴァンダルーの生命線になる可能性が出て来るので、検証は必須である。

				　……流石に双眼鏡や望遠鏡を作る方法は知らないので、こっちは試せないが。

				「あ、でもガラスでゴーレムを作ればレンズぐらい出来るかな？　倍率が低い物なら、もしかしたら……」

				「ヴァン！　戦っている最中に考え事は危ないぞっ！」

				「大丈夫です、今終わります」

				「ウガゲェ!?」

				　時折【格闘術】スキルを上昇させるために自分でも止めを刺してみたりしながら、とうとう地下十階に到達。ここがガランの谷の最下層だった場所だ。

				「グオオオオオオオオ！」

				　牙を剥き出しにして咆哮を上げるのは、巨人種よりも大きなロックゴリラ。ガツンガツンと拳で厚い胸板を叩き、ドラミングをして威嚇している。

				　ランクは４だが、その中でも上位に位置する魔物だ。特殊な能力は無いが、見た目通り硬く、見た目通り怪力で、しかも見た目以上に頭が良くて土属性の魔術を幾つか使える。

				　しかし──

				「やっぱりＤ級ダンジョンの大ボスにしては弱い？」

				「そのようだな。多分、中ボスなのだろう」

				　ヴァンダルーとバスディアが自分を侮辱している事を理解したのか、ロックゴリラが短く吠えると見た目よりも素早い四足走行で二人に迫る。

				『ヴ゛オ゛オ゛オ！』

				　そうはさせんと、骨猿が間に立ちはだかった。そのまま骨の猿と岩の猿は、ガッチリと組みあった。

				『ヴボオ！』　

				　ミシミシと骨猿の骨が軋む。純粋な腕力なら互角だが、骨と僅かな霊体だけの骨猿よりも、肉と外殻を纏ったロックゴリラの方が力勝負では有利なのだ。

				「グフッ」　　　　　　　　　　　　　

				　勝利を確信してロックゴリラが妙に人間染みた嘲笑を浮かべる。

				『ボオ゛オォォォォォォォ！』

				　その嘲笑に正面から、骨猿の毒のブレスが浴びせられた。

				「ヴギィ!?」

				　岩の外殻に覆われていない目や鼻に毒を叩きつけられ、堪らずロックゴリラは骨猿から離れて顔を抑える。

				『ガアアアアアア！』

				『グルオオオオオオ！』

				『てやあああああ！』

				　その後は、一方的な展開だった。確かにロックゴリラはランク４でも上位の魔物だ。しかし、逆にいえばランク５に及ばない程度の力しか持っていない。

				　なのに相手はランク４の魔物が八体。バスディアは手を出さなかったが、それでも戦いでは無くリンチというしかない。

				　ロックゴリラも最初から突っ込んで来ずに距離を取り、土属性魔術をメインにして戦えば善戦ぐらいは可能だっただろう。だが、ダンジョンのせいか凶暴性が増していて好戦的にならざるをえなかった。

				　倒した後は毒を消す【消毒】をかけて魔石を取り、癖が強いが香草と一緒に煮ると良いスープになる肉を取り、内臓を【殺菌】【殺虫】して、今日の昼食の材料にする。

				　後外殻は防具の触媒にすると土属性魔術に対する防御力が増すので、やはり持って行く。

				　それらの回収した素材は、【鮮度維持】をかけた後フレッシュゴーレムにして自力で移動させる。こうする事で危険なダンジョンでヴァンダルー達は身軽さを維持していた。

				　素材の塊であるフレッシュゴーレムを魔物が食べないよう護衛する手間が増えるが、元々人数が多いのであまり問題にならない。

				「じゃあ、下に行きましょうか」

				　ガランの谷は、元々は地下十階までのＤ級でも浅いダンジョンだった。しかし二百年放置していたせいか、階層が三階分増えていた。

				　すると発生するのが、中ボスである。

				　階層が十一以上のダンジョンには、ボス以外にも中ボスが発生する。大体十階層毎に現れ、通常の魔物よりも強いがボス程では無いという正に中ボスといった性質を持つ。

				　例えば、全部で二十七階層のダンジョンには十階層と二十階層に中ボスが出現し、二十七階層にボスが出現する。

				　未攻略のダンジョンを攻略中の冒険者パーティーが「これがこのダンジョンのボスに違いない」と強敵と戦って倒しても、見つかるのは宝物庫では無く下への階段で、あの強敵は中ボスだったのだという事はよく在る話である。

				「ボークス達から聞いたが、中ボスを倒した後は難易度が一段上がるらしい。皆、気を付けて行くぞ」

				『おーっ！』

				　気合を入れ直して、ヴァンダルー達は地下十一階に下りて行ったのだった。

				　地下十一階層以降ではランク４の魔物がランク３の魔物を引きつれて現われるようになった。

				　コボルトメイジに率いられたコボルトナイトの群れや、ロックゴリラに従うロックモンキー等、どれも仲間同士で連携して戦う事が出来る魔物だ。

				　更に地下十三階では、ランク４の魔物が一度に複数現れるようになった。流石にここまで来るとヴァンダルー達も若干手こずった。

				　一定距離を維持してこちらに炎のブレスを吐くヘルハウンドの群れが出た時は、多少経験値と素材が無駄になるのを覚悟してヴァンダルーが【魔力弾】を数発撃って、何頭か肉塊にして対処した。

				　ロックゴーレムが複数出た時は、皆で武技を惜しみなく使った後ヴァンダルーの【魔力譲渡】を受けて魔力を回復させた。

				　更に地下十一層から時折罠が仕掛けられていて、引っかかると岩が落ちてくる事があったがこれは遠慮無くヴァンダルーが魔力で潰した。どうせ経験値にはならないからだ。

				　ただダンジョンらしく現れるようになった宝箱からは、それなりの収穫が得られた。

				「タロスヘイムに近いダンジョンなのに、宝箱から出て来る武器は人種サイズなのか」

				　鋼鉄製の剣は、柄を見ると明らかに人種サイズのブロードソードで、巨人種用のショートソードでは無いのが分かる。

				　ここは十万年前から巨人種しか人が居なかった土地に在るダンジョンなのだが、何故人種用の武器が宝箱に入っているのだろうか？　そう不思議がっていると、既に何回かダンジョンに潜っていたバスディアが教えてくれた。

				「私もここまで深く潜ったのは初めてだが、こういう事は珍しくないと聞いたぞ」

				　ダンジョンに出現する宝箱の中身は、開ける者やその仲間によって変わる事が冒険者達の経験則で明らかになっている。

				　当然冒険者達が何を欲しがっているのかをダンジョンが理解して、それを用意してくれている訳ではない。単に出て来るアイテムのサイズや仕様が変わるだけの事が殆どだ。

				　例えば巨人種だけのパーティーだったら、巨人種用の武器防具が出て来る。逆に、人種の胸ほどしか背が無いドワーフだけのパーティーなら、ドワーフに合せたサイズの武具が出て来る。

				　ドワーフだけのパーティーが開けた宝箱から巨人種用の鎧が出てきたり、その逆であったりはまず無い。

				　これはダンジョンを作り上げた邪神悪神が、冒険者の欲を刺激しやすいように調整しているのだという説と、人間達がダンジョンを修練場として扱えるようにした魔神リクレントが、人間のやる気を削がないようにしているのだという説がある。

				「……確かに、見当違いでニーズが無い宝物ばかり出されたら、誰も欲をかかないし、やる気を無くしますよね。まあ、都合が良いのでどっちの説でもいいですけど」

				　多くの冒険者が学者の間で行われる論争に抱くのと同じ感想を覚えたヴァンダルーは、鋼鉄の剣をフレッシュゴーレムに持たせるのだった。

				　そして到達した地下十三階のボス部屋で現れたのは、何とオークジェネラルと四匹のオークナイトだった。

				「てっきり、岩っぽい魔物が出て来ると思ったのに」

				『どうします、坊ちゃん？』

				「どうしますって……倒さない訳には行かないでしょう」

				　今年の冬に散々倒したオークだけに、落胆が隠せない一同。そんな事情を知らないため、オークジェネラルはダンジョンボスのプライドを傷つけられたと怒り狂うが、結果はあっさりとヴァンダルー達の勝ちだった。

				「まあ、ランクは５だから経験値は美味しいし、肉も美味いし、今度はラードを取ってやろうと思っていたので丁度良いんですけど」

				「だが、ヘルハウンドの群れの方が苦戦したな」

				「そうですね」

				　微妙に低いテンションのまま、宝物庫から若干のお宝を収穫する。最近は巨人種アンデッドやグール達がパーティーを組んで何度も攻略していたので、大したものは無かった。

				　尚、二百年以上前に冒険者ギルドによってダンジョン限定だが空間転移が可能なアイテムがタロスヘイムの各ダンジョンに設置されている。

				　そのアイテムによって、宝物庫から地上に一瞬で転移する事が可能となっている。

				　ダンジョンによっては各階層から地上に転移できるようになっていたり、地上からも行った事のある階層に転移できたりするらしい。

				　便利な世の中になったものだ。

				


				《バスディアがランク５、グールアマゾネスにランクアップしました！》
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				「ダンジョンの攻略はどうじゃった、坊や？」

				　タロスヘイムに戻って、王城の風呂に入っているとザディリスが入って来た。

				「順調だ、母さん。今のヴァンならコボルトナイト相手に魔術を使わずに勝つ事が出来るぞ」

				　一緒に入っていたバスディアが代わりに応える。

				　何故混浴なのかというと、ヴィガロ経由でヴァンダルーが脳天まで湯に浸かっていた事がばれたからだ。

				　ヴァンダルーを一人で風呂に入らせると、危険だ！　という認識が共有され、必ず誰かが一緒に風呂に入る事になったのだった。

				　普段はヴィガロやボークスが多いのだが、今回は二人とも他のダンジョンの攻略を行っている。

				　二人ともヴァンダルーが前世と更にその前の記憶を持つ、年齢を合計すると四十になる男である事は知っているのだが、グールの文化では羞恥心を感じるポイントが異なるのか、羞恥を覚えている様子は無かった。

				（まあ、見た目三歳だし、実際肉体的に三歳児なので、何も感じないんだよな）

				　長身のスタイル抜群の美女と美少女、二人との混浴だ。地球に生きていた頃のヴァンダルーだったら、目を血走らせてガン見するか、興奮に耐えきれず鼻血を出していたか、逆に見る事も出来ず視線を下げて縮こまっていたかもしれない。
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				　バスディアはダンジョンから出た後、突然グールアマゾネスにランクアップした。彼女の集落では今まで誰もなった事の無い種族だったが、アマゾネスとは彼女に相応しい種族だとヴァンダルーは思った。

				　実際、上昇した能力値も戦士向きらしく、多分魔物レベルが１００に到達したのと、複数の武術系スキルのレベルが上昇した事で条件を満たし、ランクアップしたのだろう。

				　姿形は今までとあまり変わらなかったが、バスディアの身体には刺青に似た、見るからに魔術的な要素がありそうな赤い文様が浮き出ていた。

				　それがまたタトゥーのようでカッコイイ。勇ましさも増したが、バスディアの豊かな曲線を強調しているように見えた。

				　ザディリスも少女のような見た目ながら艶がある……のだろう。三歳児の目では言い切る自信は無いが。

				　それでもとても可愛らしく、綺麗なのは分かる。

				　しかしやはり精神は肉体の影響を大きく受けるのか、今は「あ、裸だ」と言うぐらいにしか思わなかった。胸の高鳴りや興奮は全く無い。

				　物心つく前の年齢だし、初恋等の話も二、三年先の事だろうから、今はこんなものか。

				　もしかしたら、十年後ぐらいに「あの時もっと見ておけばよかった」と後悔するのだろうか？

				「ほぉ、それは中々じゃな」

				「ああ、まだスキルは１レベルだがそれはジョブにスキル補正が無いからだろう。

				　魔術の方も、前よりも威力が上がっているように見えた」

				「そういえばお前もランクアップしたようじゃな。見るからに魔術と関係がありそうな文様が浮き出ておるが、やっと術を学ぶつもりになったか？」

				「グールアマゾネスというそうだ。この文様のお蔭か、魔術耐性が手に入ったよ。それ以外にも何か効果があるのかは分からないが、魔術か……子供が出来たら考えよう」

				「あ、そういえば、マジックアイテムはどうですか？　あれを付けていれば妊娠する確率が上がるはずですけど」

				　しれっと子作りの話題に入る三歳児。少子化問題はマジックアイテムがグール達に行き渡った事で解決に向かうだろうが、まだ油断できないのも事実だ。……上手く行きすぎて子供が増えすぎると、地球と違って保育所が無い分苦労するだろうし。

				　そう思って聞いたのだが、バスディアの顔は優れない。

				「それが上手くは行っていない。マジックアイテムは私も相手も着けているのだが……」

				　どうやら、普通に効果を上げていないらしい。

				　あのマジックアイテムは卵子と精子の活動時間を人種並にするだけなので、素の状態のグールの妊娠確率を人種並にしてくれるが、確実に妊娠できる訳でも無い。

				　そう考えれば、まだ妊娠していなくても不思議では無い。人種で健康上問題の無い夫婦でも、すぐ子供が出来る訳では無いのだし。

				「じゃあ、念のために【霊体】で診てみましょうか」

				　しかし、何か問題が起きている可能性もある。余裕がある時に調べておくべきだろう。

				「ありがとう、頼む」

				「良いですよ、どうせダンジョンから帰ったら一週間は町で過ごす約束ですし、今日は後でリバーシを作る約束もありますし」

				「うむ、儂らとの約束は忘れていないようじゃな。二重の意味で良し」

				　ヴァンダルーの再ブラック化阻止の為のルールは決められているのだった。
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				「コーヒー牛乳が欲しい」

				　湯上りのヴァンダルーは、ふと地球の銭湯でのお約束を思い出してそう呟いた。

				　このラムダにもコーヒーは在るらしいが、あまりメジャーな飲み物では無く、一部の金持ち専用の飲み物という認識らしい。

				　金持ち、つまりセレブ、ブルジョア。

				　そう思うと無性に飲みたくなるのだった。何処かにコーヒーの木でも生えていないだろうか？

				　自作した扇風機型ゴーレムの風に当たりながら、そういえばタンポポで代用出来たなと思いだした。

				「こっちのタンポポでも出来るかな？　まあ、見つけたら試してみよう」

				　地球では一時期伯父が「コーヒーは贅沢だ！」と言い出して飲めなかったので、中学の図書室にあった『食べられる都会の野草』を読んで、試していたのだ。

				　美味しかったら皆に勧めてみよう。

				「さて、じゃあそろそろ行くか。回転中止」

				　扇風機型ゴーレムに命令して回転を止めると、ヴァンダルーはバスディアの身体を診るために脱衣所から出て行った。

				　因みに、後日ヴァンダルーが作ったタンポポコーヒーは微妙に地球の物と植生が異なったためか、あまり美味しくなく、タロスヘイムでは流行しなかった。

				　しかし、代わりに余った木材で作った、『プロペラを回転させる』『回転速度を三段階調節できる』『ヘッドを左右に振る』等限られた命令しか実行できない、扇風機型ゴーレムが流行したのだった。

				


				「では診察を開始します」

				「ああ、頼む」

				　ベッドに横になったバスディアに、白衣の代わりに白い毛皮を羽織ったヴァンダルーは早速【霊体化】で霊体になった腕をずぶりと侵入させる。

				　バスディアをこの方法で診断するのは初めてだが、もう何度も他のグールで経験しているので慣れたものだ。

				（うん、ランクアップしたからか、身体の状態は健康そのものだ）

				　血液の状態、血管、主な内臓の活動、問題無し。寧ろ活発ですらある。

				　子宮も問題無し。傷や炎症、疾患は認められない。これは妊娠できないのは偶々か、ストレスのせいかな？　そう思ったが、念のために卵巣もチェックしてみる。

				（……ん？　おかしい、何だ？）

				　すると、強い違和感を覚えた。

				「ど、どうしたヴァン？　手が止まったようだが……？」

				　身体の中を正体不明な異物が這い回る感触に耐えているバスディアが、様子が変わった事に気がついて声を出す。

				「んー……もうちょっと調べるから、気持ち悪くなったら言って」

				　そう言いながら、ヴァンダルーは彼女の二つある卵巣を重点的に調べる。

				　普通、卵巣や精巣には強い生命の気配がする。その気配をヴァンダルーは熱として感知していた。

				　健康な卵巣や精巣の場合、霊体が触れると熱湯をかけられたような痛みすら感じるのだが……バスディアの場合は熱くない。

				（卵巣が死んでる？　いや、そこまでじゃない。でも正常には機能していない）

				　さてこれはどういう状態なのか。繰り返すが、傷はないし疾患でも無い。ヴァンダルーは地球で得た知識と、オリジンで聞かされた知識を探った。

				（そういえば、俺の死属性魔術は産婦人科の分野でも役立ったって、あの研究者がいってたな）

				　常にボソボソと聞き取り難い口調で話す癖に、こっちが話を聞き逃すとヒステリックに怒鳴り散らす嫌な奴だった。いや、あいつ自身の事はどうでもいい。

				（確か堕胎、避妊、性病予防……ああ、不妊治療）

				　全ての症例では無かったが、オリジンではヴァンダルーの死属性魔術によって不妊治療が上手く行った場合があった。グール達に作ったマジックアイテムのように、卵子や精子の活動時間を引き延ばしたり、卵子を【若化】させたり、色々だ。

				　ただ逆に死属性魔術では対処し難い症例もあった。

				（バスディアの場合はそれだ。卵子が成熟しないから、受精できない。この場合の治療には生命属性の魔術を使った方が簡単なんだけれど）

				　卵巣の働きが不十分で卵子が成熟しない。だったら生命属性の魔術で卵巣の働きを活発にしてやれば良いのだが、ヴァンダルーに生命属性の適性は無い。

				　タロスヘイムには幸いヌアザのように生命属性魔術の使い手も居る。彼に頼むという手段もある。しかし、彼がどれくらい生理学について知っているのかという問題もあった。

				　魔術は使い手の知識とイメージに強い影響を受ける。常夏の国しか知らない魔術師と極寒の雪国しか知らない魔術師がそれぞれ魔術で氷を作ったら、極寒の雪国出身の魔術師の方が巧みに氷を作る事が出来る。

				　それと同じで、内臓の働きを知らないで漠然と術を使ったのでは効果が低い。

				　ヌアザにヴァンダルーが持っている知識を教えるのも手だが、算数なら兎も角生理学となると理解してもらうのに時間がかかるかもしれない。

				「じゃあ、とりあえず俺がやってみて、それでダメだったらヌアザに頼むという事で」

				「ん？　ヌアザがどうかしっ……くっ、あっ、うぅぅっ」

				　方法は迂遠で、踏まなければならない手順は多い。ざっくり言えば、卵巣から負の要素を吸い取って、ヴァンダルーの生命力を譲渡して卵巣が通常通り働くようにするというものだ。

				　生命属性なら制御こそ難しいが一回で済む工程を、死属性で何十もの工程に分けて行う。【詠唱破棄】スキルが無ければ、一時間以上かかるだろう。

				（【限界突破】を起動。ああ、脳がもう三つ……せめて後二つ欲しい）

				【限界突破】を使用しても、すぐに熱くなる頭に愚痴が浮かぶがそれも頭の隅に追いやる。

				「なんだか、暖かい？」

				「俺の【高速治癒】スキルと、【治癒力強化】のせいです」

				　生命力を譲渡するのにも、【霊体化】した腕をバスディアの体と同一化させて彼女を自分の一部だと身体に誤解させ、【高速治癒】スキルを起動し、同時に無属性魔術の【治癒力強化】を発動させなければならない。

				　そして十分ほど経って、起動していた【高速治癒】スキルが止まった。どうやら、とりあえず治ったらしい。

				　卵巣は右も左もヴァンダルーの霊体を焼きそうな程生命力に溢れている。

				　完治したのか、それとも一時的なものかは分からないが暫く……一ヶ月は大丈夫だろう。

				「とりあえず治療終了です。これで様子を見ましょう」

				「終わったのか……あ、ありがとう」

				　汗の浮いた顔のバスディアが安堵の溜め息を吐く。ザディリスを【若化】した時もだが、やはり霊体に身体の中を這いまわられるのは気分の良い経験ではないようだ。

				「とりあえず、一月後にまた診ましょう。それまでに何かあったら相談を」

				　こんな事を言っていると、なんだか医者になったような気がする。そう思ったら、ぐーっと腹が鳴いた。どうやら魔力だけでは無く、体力も大分使ったらしい。

				「私も腹が減ったな。良し、何か作ろう、材料はダンジョンから沢山持ってきたからな」

				「お願いします」

				　三歳になって数か月、まだダルシアから火を使った調理は許されないヴァンダルーだった。……【料理】スキルは持っているのだが。

				


				　木の蓋を開けて、ヴァンダルーは彼女をそっと持ち上げた。

				【消毒】の術で消毒し、湿らせた布で彼女のきめ細かい肌を傷つけないように注意しながら拭く。【殺菌】では雑菌は消せても、埃を払う事は出来ない。

				『坊ちゃん、何をやっているんですか？』

				「見ての通り、ザンディアのハンドケアですが」

				　何ともいえない微妙な表情をしたサムに、左手首だけのザンディアをケアしながらヴァンダルーは答えた。

				「そういえば、サムも随分表情豊かになったなぁ」

				　以前のサムは……御者台に座るサムの霊体は、白い人型の靄で、馬も馬型の靄程度でしか無く、表情を見分ける事は不可能だった。

				　しかし【霊体】スキルのレベルが上がった今では、肌が蒼白で目が紅く輝いているが、パッと見た限りでは人間にしか見えない。髭の一本一本までリアルに再現されていて、帽子を目深にかぶれば顔色の悪い人で通りそうだ。

				　馬も同様で、瞳の赤い輝きさえ目を瞑れば普通の馬に……いや普通と言うには不気味かもしれないけど、とりあえず馬には見える。

				『はぁ、ありがとうございます。それよりも、何故そんなに甲斐甲斐しくお世話を？　アンデッドなら分りますが、それはただの手首だと思いますが』

				　サムにはアンデッドでも無い、ただ【鮮度維持】で腐敗を止めただけの手首を手入れをするのが奇妙に見えるらしい。

				「雑な扱いをしたら、彼女に会った時に怒られそうじゃないですか」

				　もしザンディアが知性あるアンデッドになっていた場合、自分の手首が粗末な扱いをされていたと知ったら気分を害するだろう。だからヴァンダルーはちゃんと彼女の手首を管理し、ケアしていた。

				　それを聞くと、サムはほっと息を吐いた。

				『そうでしたか。私はてっきり、坊ちゃんが異性の特定の部位に強い関心を持つタイプの方なのかと……』

				「いや、俺は手フェチじゃないので」

				　とんでもない誤解だ。そんな趣味嗜好は無いのに。

				『そうでしたか。高貴な方には特殊な趣味を嗜む方も多いと聞きましたので、もしかしたらと……』

				『父さん、坊ちゃんはどちらかといえば筋肉の方が好きよ』

				『問題はどっちも私達には無い事よね。手首は手甲だし』

				　どうやら貴族はこの世界でも業が深い存在らしい。

				『貴族といえば、確認したい事があるのよ』

				　急にダルシアがゆらりと現れ会話に加わった。

				「母さん、母さんにこの方面の事を相談するのは、流石に抵抗が──」

				『そっちじゃなくて、あなたが将来なりたいって考えている貴族についてよ』

				　そっちの事か。良かったとヴァンダルーはほっとした。

				『バスディアさんと大人になったら子供を作るっていっていたけど、本気なの？』

				　ほっとするのは早かった。

				「そうなるんじゃないかと」

				　何分三歳児の身体なので性欲やら恋愛感情やらはまだ実感できないので歯切れは良くないが、十数年後にはそうなるだろうとヴァンダルーは思っていた。

				　バスディアには好意を持っているし、美人だし、そんな相手に求められて悪い気はしない。

				　異種族だけどそもそもヴァンダルー自身異種族の混血児なのだ。ちゃんと子供も出来るらしいので、特に拒否する理由は思い当たらなかった。

				　元々、暖かい家庭に関して憧れもあった事だし。

				『誤解しないでね、母さんもバスディアさんは良い人だと思うのよ。逞しいし、彼女ならヴァンダルーを守ってくれるって信じられるもの』

				「……はい」

				　微妙に異議を挟みたかったが、幼子の姿のヴァンダルーとグールアマゾネスのバスディアでは、そう思っても仕方がないと納得する。

				『でも、貴族になろうとするとそういう事を煩く言ってくる人も多いと思うの。オルバウム選王国はアミッド帝国よりもずっとマシだと思うけど、ダンピールが嫌いな人もいるだろうし……』

				　どうやらダルシアが心配しているのは、ヴァンダルーが貴族になる前後の事のようだ。

				　確かに考えてみれば、人間社会で魔物扱いのグールとの間に子供が居るとなれば面倒な事になるかもしれない。

				　地球でも火の無い所に態々煙を立てに行く輩は居たし、ダンピールが貴族になる事が気に入らない者も存在するだろう。

				『あと、相続の問題もあるわね』

				　サリアが言うように、子供が居るという事は相続の問題に直結する。貴族とは代々家を継ぐ者なのだから当然だ。

				　そしてヴァンダルーの次の代がグールとの混血児になる可能性がある事を、選王国が認めるかは、大いに疑問だった。

				　勿論ヴァンダルーが貴族になれたとしても、彼もバスディアも生まれて来た子供を人間社会の貴族にしようとは思わないが、「可能性がある」だけで本人も関係者も望んでいないのに騒ぎ出す輩は出て来る。

				　それを真剣に考えて検討した訳ではないが、ヴァンダルーにはちょっと考えがあった。

				「それなんですが、ちょっと軌道修正して貴族では無く名誉貴族になろうと思うんですよ」

				『名誉貴族って、確か一代限りの、世襲できない貴族の事よね？』

				『ええ、確か功績を上げた貴族や、貴族でも家督を継げない次男以下の内優秀な者に与える称号ですな』

				　名誉貴族はダルシアやサムの言う通り、世襲できない貴族位の事だ。基本的に治める領地も無く、生涯年金は出るがほぼ名ばかりの貴族だ。

				　しかし、そんな名ばかりの貴族位がヴァンダルーには都合が良い。

				『それで良いんですか、坊ちゃん？　まあ、普通の人には十分立身出世ですけど』

				『毎年受け取れる年金も、一般の人の収入の数年分だって聞きますけど、普通の貴族ならもっともらえますよ？』

				　っと、言うように世間一般での名誉貴族の扱いはこんなものだ。貴族になりたくて頑張ったけど、名誉貴族にしかなれなかったという話は、幾らでもあるらしい。

				「はい、領地も役職も世襲も無い、年金があるだけの一代限りの貴族位の方がとても都合が良いから」

				　まず領地だが、これは当然要らない。何故ならヴァンダルーには領地経営のノウハウが無いからだ。信用できる家臣を探して雇えばいいのだろうが、それは独力では難しそうだ。どう考えても持て余す未来しか見えない。

				　領民無しで良いなら、【ゴーレム錬成】で色々出来ると思うのだが。

				　次に役職だが、これも身に余る。合計で四十年程生きているヴァンダルーだが、社会人経験は無い。教えて貰えば出来るだろうが、あまり楽しい作業だとは思えない。

				　そして世襲だが、これは以前冒険者ギルドでダンピールの寿命を見た瞬間に「あ、無理だ」と思った。推定だが殺されない限り三千年以上生きるのに、世襲する貴族位につけるはずが無い。

				　なので、目を付けたのが名誉貴族位だ。領地も役職も世襲も最初から無し。でも貴族位ではあるから周囲からは貴族として敬われる。

				　なるのも領地と世襲可能な爵位を求めるよりはずっとハードルが低いだろう。

				「俺が貴族になりたかったのは、オリジンから転生してくる奴らが俺を殺す事を躊躇う立場と贅沢が出来る資金力が欲しいからだったので、名声があれば貴族でも名誉貴族でもどっちでも良いんだ」

				『資金力の方はどうするんです？』

				「それは普通に冒険者として稼げばいいかと。皆、頑張りましょう」

				　今日攻略したガランの谷で剥ぎ取って来た素材だけ見ても、冒険者ギルドに売ればかなりの額になる。三歳の段階でそれだけ稼げるのだから、このまま努力を続けていけば下手な貴族よりも稼げるようになるはずだという目算がヴァンダルーにはあった。

				「それに、名誉貴族なら貴族位の返上も簡単でしょうし」

				『ええっ!?　返上するの!?』

				「はい。俺以外の転生者と話が付いたら、それも視野に入れようかと」

				　そしてヴァンダルーにとって貴族位とは目的を達成するための道具でしかない。

				　確かに貴族の位は便利だろう。権力や特権を振るうのはさぞ気分が良いだろうし、貴族しか口に出来ない美食や貴族しか入れない高級店、目に出来ない芸術品の数々が存在するに違いない。

				　しかし、それらの特典よりも負担の方が大きくなったら？　バスディア達グールやサム達アンデッドとの交流を妨げられ、面倒な権力闘争に巻き込まれるとしたら、どうすれば良い？

				　簡単だ。役目を終えた道具は返してしまえば良い。

				「下手に領地があって領民が居ると責任があるので返上できませんけど、名誉貴族なら責任も何も無い。返上して百年ぐらい隠居して、ほとぼりが冷めるのを待てば良い」

				　ヴァンダルーがそう言うと、サム達は思わず絶句していた。

				　この世界では貴族という存在はそれだけ特別であり、同じ人間の筈なのに平民とは別の生き物であるかのように扱われ、貴族の中には実際自分と平民は別の生き物であると言って憚らない者も少なくない。

				『確かにその通りだわ。凄いわ、ヴァンダルー。そんなに考えていたなんて、母さん見直しちゃった♪』

				　ダルシアはそう言うが、それは彼女が貴族制度と縁遠いダークエルフの集落で育ったからだ。

				　サム達のように貴族に仕える使用人だった者には、ヴァンダルーの意見は衝撃的だった。

				　彼が地球の近代日本の価値観を持っているからこそ言える台詞だ。人類皆兄弟とまで言うつもりはないが、貴族と平民は別の生き物だと言われても失笑しか出て来ない。

				　まだ硬直しているサム達に、ヴァンダルーはその価値観に基づいての発言が不快にさせたかなと不安になった。

				『なるほど……流石は坊ちゃん』

				　しかし、そんな事は無かったらしい。暫しの硬直の後口を開いたサムの表情は、何故か感動が浮かんでいた。

				『貴族の位など坊ちゃんにとっては、野望の足掛かりに過ぎないという事ですな！』

				「……え？」

				『女神様の神託で予言されるような、非凡な方は野望も非凡なんですね！』

				「ちょっ──」

				『しかも、我こそが予言の御子なりってボークスさんに宣言したとか！　やっぱりこのタロスヘイムを足掛かりに大陸統一とか目指すんですか？』

				「それは冗談というか、からかってますよね？」

				　なんだか色々と一人歩きしている噂や誇張されている事実があるらしい。そこまで大それたことをするつもりはないんだけどなと、ヴァンダルーは頭を掻いた。

				　やっても、精々タロスヘイムの再興ぐらいだと思うのだが。

				『大丈夫よ、ヴァンダルーは褒められると伸びるタイプだから。きっと千年後には大陸だって統一出来るわ』

				「それはちょっと気が長すぎだと思う」

				　流石に千年かけられる程、大陸統一に対して情熱は無いのだが。それに大陸だって易々と統一される訳がないだろうし。

				　人生は望んだからといって、その通りになるとは限らない。しかし、目標としては妥当だと思うのだ、名誉貴族は。

				


				　翌日、ボークスがまだ戻って来ないのでジョブについて聞くのは後にして、ヴァンダルーはザディリス達の修行に付き合う事にした。

				「今日は坊やが付き合ってくれるからのう、特別な修業を行う」

				　場所はタロスヘイムの城壁の外。そこにザディリスを初めとしたグールの魔術師達や、ブラックゴブリン、メメディガを含めたアヌビスが集まっていた。

				「では、【詠唱破棄】スキル獲得を目指した修業を開始する」

				　おーっ！　そう歓声が上がる。【詠唱破棄】スキルは、魔術を行使する上で必要な呪文の詠唱をせずに魔術を発動できるようになるスキルだ。

				　その効果は絶大の一言に尽きる。

				　準備時間も予備動作も無く、魔力と知力の限界こそあるものの魔術を連打でき、更に呪文詠唱から敵に魔術の内容を知られる事も、妨害されて術が不発に終わる事も無くなる。

				　呪文詠唱にかかる時間を短縮する【詠唱短縮】スキルよりも習得難易度は格段に高いが、効果も段違いだ。

				　ただ習得の方法は単純極まる。呪文を詠唱せずに魔術を使い続ければ良いだけだ。

				　尤も、呪文を唱えずに魔術を発動させるのに必要な魔力は最低でも数倍で、術の威力は十分の一以下。熟練の魔術師でもそう何度も出来る事では無い。

				　それに挑戦するため、ザディリス達は無言で魔術を発動させる。

				　ザディリスの指先に蛍の光のような太陽の光に紛れてしまう程度の光が灯る。他のグールや巨人種アンデッド達の指先やすぐ近くで水滴が滴ったり、小指の先程度の大きさの火が付いて消えたり、微風が吹いたりした。

				　それを数回繰り返すと、魔力が切れた者達が続出する。

				「坊や、頼む」

				「はーい」

				　それまで見ているだけだったヴァンダルーが返事をすると同時に、彼の腕が【霊体化】し、管の束のような形に代わる。そして、管がザディリス達に触れるとそのまま【魔力譲渡】で彼の一億を超える魔力が注がれる。

				　これがこの修業の胆だ。ザディリス達は魔力が足らないので【詠唱破棄】スキルの修行をしても、目標達成まで時間がかかりすぎる。ヴァンダルーは魔力を増やす修行をしようにも、一億以上ある魔力を使い切るまでに普通だと一日が終わってしまう。

				　そこでヴァンダルーがザディリス達が必要な魔力を供給する。するとヴァンダルーも楽に速く魔力を使い切る事が出来るのだった。

				「うむっ、修行を続けるぞ！」

				　こうしてザディリス達は、一日で十日分の修行が出来る環境で【詠唱破棄】スキル獲得のために励むのだった。

				　問題は……。

				「意外と暇だなー」

				　魔力の供給源が修業をしている実感を得られず、暇そうにしている事だろうか。座禅でも組んで、瞑想すればそれらしく見えるかもしれない。
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				　ランク：５

				　種　族：グールアマゾネス
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				　【直感：レベル１（ＮＥＷ！）】

				・状態異常

				　不妊→完治

				──────────────────────
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				　バルチェス子爵領は、降って湧いた好景気に賑わっていた。

				　町から三日行った所に在った密林魔境の開拓事業が順調に進んでいるからだ。

				　既に強い魔物はほぼ狩り尽くされ、偶に出ても太い木の枝を棍棒代わりに振り回すオークが一匹か二匹程度で、雇われた冒険者達が大して苦戦もせずに討伐してしまう。

				　兵士達が木を伐採し、魔術師達の地属性魔術で大地が平坦になり、岩が砕かれ運びやすい大きさになっていく。

				　まだ開拓が始まって半年も経たないのに、密林の大きさは元の四分の一も残っていなかった。

				　このまま雪が降るまで開拓は進められ、豊かな土壌は耕かされ、井戸や溜池や用水路が掘られ、そして幾つもの農村を建てるための準備が終わる。

				　春と共に移住希望者が集まり、家が建てられ、畑に種が撒かれる。魔境の土なら一年目からある程度の収穫が見込めるため、開拓民への援助も少なくて済む。

				　そして税の免除期間が終わる頃には十分な税がバルチェス子爵の懐に入り、そして十年もしないで開拓費用を取り返すどころか、黒字になるはずだ。

				　開拓地を納めるための代官も、子爵の三男が就任する予定だ。

				　勿論得をするのは子爵とその家臣だけでは無い。これから作られる農村に移り住む移住者は、職にあぶれた貧民街の住人や、産まれた順番のせいで畑を親から継げない農家の次男三男四男、怪我や年齢などで引退を余儀なくされたが様々な理由でまだ働かなければならない冒険者等だ。

				　彼らはこの開拓事業のお蔭で自分の家と畑を持ち、結婚して一家を構える事が出来るのだ。

				　そして農村が出来るという事は村を守るための守備隊を組織する必要があり、軍の予算とポストが増える。法命神アルダの神殿も作るので、神殿関係者のポストも増える。

				　それまで他の領からの交易に頼っていた農作物が町に供給されるようになれば、人々は今までよりも安い価格で新鮮な農作物を手に入れる事が出来る。

				　更に開拓地に一番近い町から暫くの間生活必需品などの物資が村々に供給されるため、懐も潤う。

				　こうしてあらゆる人々がこの好景気の恩恵に預かるのだ。

				　バルチェス子爵領以外の人々でさえ、貧民問題の緩和策として移住者を募集しているので助かっている。

				　例外は冒険者達とパルパペック軍務卿位だろう。しかし、それにしても利益が少なかっただけで不利益を被った訳ではない。

				　冒険者達は密林魔境という稼ぎ場所を失ったが、元々バルチェス子爵領の町にはもっと近くに、大きな魔境が存在している。ダンジョンも無く、町から徒歩で三日も離れたやや小さい魔境が一つ無くなってもそう困る訳ではない。

				　トーマス・パルパペック軍務卿は財務卿にやり込められ、開拓事業に何らかの不正や裏取引が存在するかもしれないという疑惑を払拭するため、軍務卿の職を自ら辞す事になった。

				　ただ、幾ら経緯の問題で盾国政府も大っぴらに賞賛できないとはいえ、国に利益を齎した事は事実だ。それに彼の失敗は前代未聞の事態が起きたためであり、更にそれで犠牲が出た訳でも無い。

				　だから開拓事業が落ち着くか、そうで無くとも十年もせずに復職するだろうと見られていた。

				　元々軍務卿の職はパルパペック伯爵家が占有している訳では無く、三つの伯爵家が数年から十数年の期間で代わる代わる務めていた。一つの家で占有すると、その家の当主や跡取り息子が暗殺されるといきなり軍の最高責任者が不在に成るからだ。

				　他にも軍務卿を代々務める家があれば、そんな時にもノウハウを蓄積した家臣に支えられた軍務卿を用意できる。

				　冷淡かもしれないが、隣国と建国当時から戦争を繰り返しているのだ。甘い事を言っていられない。

				　その三伯爵家の中でもパルパペック伯爵家は代々優秀な軍務卿を輩出しており、特に当代のトーマスは国の守護神としての名を欲しいままにしている。

				　それに、実際には新しい農村を守る守備隊にはパルパペック伯爵家に仕える家臣の係累が何人も入隊する予定だ。彼にも利益は供与されている。

				　だからこの開拓事業で損をした者は存在せず、誰も彼もが得をしている。

				　表向きには。

				「まだ山脈を越えるためのルートの割り出しは終わらないの？」

				　この町では上等な部類に入る宿屋の一室で、椅子に腰かけた赤毛の貴種吸血鬼、エレオノーラの見下すような……いや、明らかに見下している視線を向けられて、セルクレントは苦虫を噛み潰したような顔をした。

				　その顔や身体から、ビルカインから受けた仕置きによって付けられた惨い傷は痕跡も残さず完治している。しかし彼にはあの拷問による痛みよりも、今目前の女が紡ぐ言葉によって齎される怒りの方が我慢ならないらしい。

				「貴様はっ、自分がどれ程難しい要求をしているか分かっているのかっ」

				　しかし、セルクレントは最大限の忍耐を持って激高する事を自制した。ここはそれなりに高級ではあるがただの宿で、吸血鬼が所有する城や館では無い。隣の部屋や廊下にまで響く大声を出す訳にはいかないのだ。

				「あら、人間達もほんの二百年前に見つけたじゃないの」

				「二百年前とは違うのだっ、そもそも何故魔物を出来るだけ避けて山脈を越えなければならないっ、それこそ我々は人間とは違うのだぞ！」

				　セルクレントとエレオノーラは共に貴種吸血鬼だ。その戦闘能力は下級の竜種を上回り、火竜や氷竜に並ぶとも劣らない。

				　更に竜種には無い様々な特殊能力を持ち、人間と同じ姿形を持つ事で器用に立ち回る事が出来る。

				　勿論弱点は在る。太陽、銀、光属性の攻撃魔術、アルダ神とその信徒共が創りだした対吸血鬼用マジックアイテム。だが山脈を越えるのに注意しなければならないのは、太陽の光ぐらいだ。光属性魔法を使う魔物もいるが、大抵は閃光による目潰しや幻影による目晦まし、一定空間から光を取り除いて暗闇を作っての奇襲ぐらいで吸血鬼にとっては脅威ではない。

				　態々魔物に襲われないルートを探さなくても、山脈を越える途中で従属種が数人欠けるだろうが、最悪でもその程度で済むだろう。

				　しかし、エレオノーラは呆れたようなため息をついた。

				「セルクレント……あんた度し難い愚か者だわ」

				「何だとっ!?」

				「小声で怒鳴れるなんて器用ね。でも、それより頭を使ってくれないと困るわ」

				　ビルカイン達の前で見せていた淑女らしい態度では無く、素の態度でエレオノーラはセルクレントに対する。

				　お前には取り繕う価値は無いと示すためだ。

				「あなた、自分が報告した情報も忘れた？　ターゲットのダンピールは霊媒師なのよね？　だったら私達が殺した魔物の霊から情報を引き出せるのではないの？」

				「そ、それは……可能だろうが、通常では難しいはずだ。貴様の調査結果でも、大した事は出来ないとあったではないかっ」

				　霊媒師のジョブを持つ者は少ない。戦闘には全く向かず、何かのアイテムや商品を生産できる訳でも無い。出来るのは死者の霊と交信し、占いをする事とちょっとした除霊程度だ。

				　そのため霊媒師自身の数も知名度も地を這うような水準だった。だからエレオノーラが霊媒師ジョブに付いて冒険者ギルドや霊媒師本人から彼女固有のあるスキルを使って情報を聞きだし、その間セルクレントが境界山脈を越える道を調べる予定だったのだ。

				「それに魔物の霊がダンピールの元に自分から向かって行くと思うのか？」

				　霊媒師ジョブが出来るのは「霊の視認と会話」、「死者の霊を召喚する降霊術」、「残留思念の読み取り」等だ。

				　死人に口なしの原則が当てはまらないのは大したものだが、全ての霊が霊媒師に好意的な訳ではないし、アンデッドをテイム出来る訳でも無い。

				　警戒すれば大した脅威にはならないとセルクレントは考えたようだが、エレオノーラの意見は違った。

				「大した事が出来たらどうするの？　私が調べたのは普通の霊媒師の情報よ。そのダンピールは今まで前例がない事ばかりしてきたのよね？　だったら普通の霊媒師じゃないかも知れないとは思わないの？」

				　そう言われるとセルクレントは唸るしかなくなる。

				　例えば、広範囲に発生した霊の内、一定の条件に当てはまる霊だけを選別して召喚する事が可能ならどうか。

				　もしダンピールが自分に害意を持っている存在に殺された魔物の霊等をそれで召喚出来れば、境界山脈は堅牢な城壁であると同時に忠実な衛兵になる。

				　流石にそんな事は不可能だろうとエレオノーラも思うが、今まで何度もその『流石にそんな事』をあのダンピールは起こし、結果目の前の男は崖っぷちに立たされている。

				　甘く見て事を進めれば、今度は自分が崖っぷちに立たされる。

				「だからルートの割り出しをしっかりなさい。こんな事を言われないと分からないなんて……分からないなら分からなくても従う素直さぐらいは持ったら？」

				　はっきり無能と言われるよりも酷く詰られ、セルクレントがギリギリと牙を噛み合せる。

				　だがこの程度のやり取りは〝悦命の邪神〟を奉じる吸血鬼達の間では、極普通の事だ。

				　彼らの対人関係は、基本的に上か下かしかない。口では同等、仲間、同胞、兄弟と言うが、実際には自分から見て格上か格下かで判断し、思考する。

				　原種と貴種、貴種と従属種といった種族で上下関係がはっきり分かる場合は単純だ。しかし、原種同士貴種同士の場合は、途端に生臭くなる。

				　そして相手が格上なら従いつつも、相手を引きずり降ろし自分が上に立つ機会を伺う。

				　相手が格下なら、常に自分の方が上位者であると主張して従わせ、足の下で妙な事を考えないように踏み続ける。

				　そしてまだ上下関係が決まっていないなら、どちらが上か様々な形で争う。

				　そして天才ではあっても吸血鬼になって僅か数年のエレオノーラと、それなりの年月を生きてきたセルクレントでは、力量ではエレオノーラがやや勝っているが大きな差では無い。

				　しかしセルクレントは失態をビルカインに咎められコミュニティの幹部ほぼ全員の前で無残な姿をさらし、「親」であるグーバモンからの弁護も支援も無く、失敗したら死に直結する命令を受けている。そのため、立場は圧倒的に下であった。

				　下である以上、エレオノーラはセルクレントを足蹴にしなければならない。そうで無ければ、自分はこの落ち目の男よりも上では無い、つまり下だと認める事になるからだ。

				「……分かった。従属種共に急がせる」

				「時間がかかるようなら、グーバモン老に助言を頼みなさいな。二百年前の事にはあの方も一枚噛んでいたのでしょう？　何か知っているかも」

				「……考慮する」

				　そう言い捨てて部屋から去って行く後ろ姿がドアに遮られてから、エレオノーラは呟いた。

				「悪いわね。でも、私まで道連れにされたくは無いのよ」

				　飢える事は無くなり、身体を汚される事も無く、竜種とすら戦える力を得た。しかし、エレオノーラの瞳には怯えの色があった。

				　何か失敗すれば、次は自分がセルクレントの立場になる事が解っていたからだ。
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				【詠唱破棄】スキル獲得のための修行も最終日の七日目。

				『おおっ！　遂に【詠唱破棄】スキルを獲得しましたぞ、これも御子の温かな施しの賜物！』

				　ヌアザが骨と皮になっているはずなのに太い腕を、歓声と共に振り上げた。

				「むぅ、先を越されたか」

				『はっはっは、一応私もレッサーとはいえリッチですからね』

				「それをいうなら儂もグールメイジなのじゃがな。しかも魔術師ジョブじゃ」

				　得意げなヌアザと羨ましげなザディリス。彼女はまだスキルのコツが掴めていなかった。

				　一応、魔物にも種族ごとにスキル補正が存在する。ただそれは人間がジョブに就いて得られるスキル補正程顕著な物では無く、精々向き不向き程度の物だ。

				　オークが力自慢で、コボルトが敏捷、そんな程度だ。

				　だからザディリスよりもヌアザの方が先に【詠唱破棄】スキルを習得できたのは、彼女よりヌアザの方が【詠唱破棄】に適性があったとか、素養が大きかったというだけの話だ。

				　因みに、この世界では才能の有無でレベルが上がり易かったり、すぐランクアップ出来たり、スキルを平均より早く獲得し、成長させる事が出来る事は事実だ。しかし、努力が否定される訳ではない。

				　人間でも魔物でも、鍛錬と研鑽を積み重ねる努力をすればレベルは上がり、条件を満たせばランクアップも出来る。スキルだって獲得できる。

				　ただし、いつか、その内、きっと。そんな話だが。

				　剣の天才が一年で、特に苦労もせず剣術スキルを５レベルにしたとしても、凡人は血の滲むような努力を何年も、何十年も続けなければ同じレベルになれないかも知れない。

				　頭が悪く身体的にも優れていないゴブリンが、ゴブリンキングになるには寿命ギリギリまで努力が必要だが、なれる。

				　超人的な才能を持つ冒険者は研鑽と経験を積んだ果てに、竜種を倒し高難易度のダンジョンを完全攻略し、Ａ級冒険者の称号を得る。

				　才能に乏しい冒険者は、同じ期間研鑽と経験を積んでもＤ級止まりかもしれない。しかし超人の十倍、百倍の研鑽と経験を積めば、努力と執念の果てにＡ級に辿りつくかもしれない。

				　そして大抵の場合、努力が報われる前に中断される。

				　一流を頑固に目指してそれ以外の人生を全て犠牲に出来る者は少ないし、諦めて他の分野に転向する場合も多いだろう。

				　特に冒険者と魔物は、努力が実を結ぶ前に死ぬか、重傷を負ってリタイヤする事が多い。立場は違っても弱肉強食なのは同じなのだ。

				（地球に居た時は好きだったんですけどねー、努力で天才に勝つタイプの主人公）

				　のんびりドングリ粉を作りながら皆に魔力を供給していたヴァンダルーは、そんな自分も周りから見ると凡人では無く才人なのだろうなと思った。

				　魔力が多いとは、それだけで十分な才人だからだ。

				　地球では凡人だったし、オリジンでは報われた事が無いので中々自覚できないのだが。

				「じゃあ、後は【詠唱破棄】で魔術を使っていればスキルのレベルは上がっていくと思うので、通常の訓練に戻ってください」

				『むっ、そうなるとやや名残惜しい……』

				「ふふふ、さっさとダンジョンなり魔境なりに行くとよいぞ」

				　残念そうにするヌアザに、意地悪く笑うザディリス。どうやらヴァンダルーの魔力は【死属性魅了】の影響下にある者には、とても心地良く感じるらしい。

				「いや、今日で一週間の休みが終わったので、早速明日からダンジョンに潜ろうと思うんですけど」

				「何じゃと!?」

				　驚くザディリス、そして「ククク」と意地悪く笑うヌアザ。さっきまでと逆転している。

				「ぼ、坊や、もう少し休んだ方がよいのではないかの!?」

				「俺、休みでは無く経験値が欲しいです。それに欲しい素材もあるので」

				　次にヴァンダルーは攻略する予定なのは、ドラン水宴洞。ガランの谷と同じＤ級ダンジョンだが、こちらの方が階層も深く、出現する魔物の討伐難易度も罠の危険度と頻度も上とされるダンジョンだ。

				　そして、このタロスヘイムに海産物を齎すダンジョンでもある。

				　ドラン水宴洞は大小さまざまな小島が浮かぶ地底湖や、横に地下河川が流れる洞窟といった形状の階層が多いのだが、その地底湖や地下河川を流れる水は海水で水の中には海の魚介類が生息している。

				　ヴァンダルーは地球で生きていた時から特別海産物が好きではなかったが、今どうしても欲しい素材があった。

				　それは昆布やワカメ、若しくはその代用として使える海藻であった。

				（胡桃やドングリで味噌を作ってから、味噌汁に挑戦してみたけれど何故か美味しくできない。それは、出汁が無いからだ！）

				　地球で学生をしていた時は自炊して味噌汁を作った事のあるヴァンダルーだが、その時は出汁を取った事が無かった。それで同じようにラムダで味噌汁に挑戦してみたら、何故か地球で作った時より明らかに不味い。

				　具の問題か、それとも胡桃やドングリで作った味噌は汁物には向かないのか。悩み考えていると、はっと気が付いた。

				　地球で使っていた味噌は、出汁入り味噌だったのだと！

				　最初から味噌に出汁が含まれている味噌だったのだ。それに対してヴァンダルーが使ったのは、手製の出汁無し味噌。そのまま使って美味しい味噌汁が出来るはずが無い。

				　美味しい味噌汁を作るには、出汁から取らなければならないと思い至ったのだった。

				　出汁と言えば鰹節、煮干し、昆布。これらをドラン水宴洞で手に入れなければならない。特に、昆布だ。

				　何故なら、このバーンガイア大陸には海藻を食べる文化が存在しない可能性がある。アミッド帝国側には無かった。

				　ダルシアやサム達は海藻を食べるなんて聞いた事が無いと言っていたから、少なくとも流通はしてない。

				　地球でも海藻を食べる文化があるのは日本を含めても限られた地域や民族だけだったので、こちらの世界ならより少ないはずだ。

				　オルバウム選王国に行っても手に入る可能性が少ないなら、早い内に手に入れ試すべし。

				鰹節は燻すのに準備がいるから、ますます昆布が欲しい。あとワカメと……海苔！　海苔は必要だ、寿司やラーメン、蕎麦、ソーメン、お握りを作るために。

				　あと、天草も欲しい。寒天が作れる。

				「ザディリス、俺には昆布が必要なんです。美味しい味噌汁を作るために」

				「いや、儂は今のままでも十分旨いと思うのじゃが」

				「私もそう思いますが、御子は上昇志向が強いのですね」

				「上昇志向と言うか、坊やも結構な食道楽じゃからな」

				　どうやらヴァンダルーの食に関する情熱は、あまり伝わらないらしい。

				　しかしこれも出汁の効いた味噌汁を飲めば、皆の意見も変わるだろう。実際、初めて味噌を作る前の反応もそんな物だったし。

				（あ、具の事考えるの、忘れてた）
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				　翌日、ヴァンダルーはドラン水宴洞に入った。

				　今回のメンバーはサム、ブラガ、ズラン、カチア、そしてヴィガロだ。

				　サムは輸送力と新装備を試す為、ブラックゴブリンのブラガはこの前ランクアップしたので力を試す為、巨人種アンデッドの中でも珍しい元斥候職ズランはそのブラガの監督。カチアは前衛戦力としてだ。

				　そしてＤランクダンジョンには明らかに過剰戦力であるヴィガロは、万が一のための保険である。

				　そして入った一階では……。

				『魚だっ、魚を取れぇええええっ！』

				『魚醤っ、魚醤゛おおおおおおっ！』

				　巨人種アンデッド達が網で小魚を取りまくっていた。

				「何処かで見た光景だ」

				『仕方ねぇよ、御子。魚醤の為だからよ』

				「作るの、俺なんですけど」

				　元々タロスヘイムの猟師達は小魚を無視していた。体長五十センチ以下の魚は巨人種にとってあまりに小さく、食べる所も少なくて食いでも無く、売値も安い。そんな物を態々獲るくらいなら、二メートル越えの大物を狙った方が稼げる。

				　そんな考えだったそうだ。

				　その大型魚至上主義を覆したのが、ヴァンダルーが作った魚醤である。その味に味噌同様魅了される巨人種アンデッド達が続出し、生前は農家だったのにアンデッド化してから漁師に転向する者まで現れたという。

				　因みに塩はガランの谷から出る岩塩に頼っている。

				　このドラン水宴洞の水は海水なので、海塩も作れなくも無い。しかし採掘した後は持って帰れば良い岩塩と違って、海塩は作るのに手間がかかる。

				　そのまま乾かせば不純物が抜けないし、幾らなんでもダンジョン内に塩田は作れない。そもそもここに太陽の光が届かない。

				　では海水を外に持ちだせばいいかというと、それは当然難しい。水袋数個分なら兎も角、纏まった量の海水を運ぶためには樽のような容器が必要で、そんな容器を背負うなりしている状態で魔物に襲われれば一溜りも無く、更に容器が破損して海水が流れれば苦労も水の泡。

				　なのでタロスヘイムでは滅多にここの海水で塩は作られない。以前は第二王女ザンディアが空間魔術で海水を運び出し、塩を作った事もあるらしいが。

				「そんな訳で攻略の前に海水を回収します」

				『はぁ……』

				　岩塩があるのに何故態々？　そんな顔をする一同の前で、ヴァンダルーはひょいひょいとサムの荷台に載せて来た樽を転がす。

				「起きろ、入れ」

				　道の横を流れる清んだ海水をアクアゴーレムにして、樽の中に入らせる。形を維持するのが難しい液体製のゴーレムでも、横に置いた樽の中に移動する事は可能だった。

				　後は運ぶだけだが……。

				「起きろ」

				　ボゴン！　通路の壁が動きだし、海水の入った樽を取り込みながらロックゴーレムになる。

				「じゃあ、タロスヘイムに向かってください」

				　そしてノシノシと歩いて行った。つくづく【ゴーレム錬成】は便利なスキルだ。

				「ヴァンダルー、海水をどうするんだ？」

				「岩塩と海塩だと味が違うんですよ」

				「そうなのか？」

				　俺には分からんと首を傾げるヴィガロに、ヴァンダルーは「比べれば分かりますよ」と言った。

				　何故態々ダンジョンを流れる海水から塩を作ろうとするのかというと、味の違いだけでは無く、塩は重要な調味料なのでドランの谷だけでは無く、複数の入手方法があった方が良いと思ったからだ。

				　何せ味噌や魚醤の中毒者が巨人種アンデッドに出ている。材料である塩の安定供給は重要だ。

				　しかし……そろそろ大豆と甘い調味料が、せめてどちらかだけでも欲しい所なのだが。

				「サトウキビとか、何処かに生えていませんかね」

				　まあ、このダンジョンでは望むべくもないが。
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				　中々レベルが上がらない。ヴァンダルーがそう相談すると、元Ａ級冒険者〝剣王〟ボークスはコツコツと額を指で叩いて答えた。

				『そりゃあ仕方ねぇ。お前がなった【死属性魔術師】ってのは専門ジョブだろうし、行ったのはガランの谷で連れてったのはあいつ等だ。ならレベルだって上がり難いだろうぜ』

				　それは、きちんと段階ごとに計測された知識ではないが、ジョブに就いてある程度の段階に達した者は誰もが経験則で知っている事だった。

				『ジョブ毎にレベルの上げるのに必要な経験値が違うのは分かるよな。見習いジョブが上がり易くて、汎用ジョブが並、専門ジョブが上がり難いもんだ』

				　見習いジョブは文字通り名前に「見習い」と付くジョブの事だ。これはバスディアやザディリス達が数日で１００レベルに達したように、とてもレベルを上げやすい。

				　汎用ジョブは【戦士】や【魔術師】と言ったスキル補正の幅が広いジョブ。

				　そして専門ジョブは、剣術スキルに特化した【剣士】や特定の属性魔術に特化した【火属性魔術師】や【水属性魔術師】といったジョブだ。

				『お前のジョブは新発見のジョブだから詳しい事は俺にも分からねェ。だが死属性魔術に特化したジョブだろうってのは名前から分かる。それにしては、他の【光属性魔術師】や【火属性魔術師】と比べて妙に補正がかかるスキルが多いみたいだけどな』

				　そういうジョブはレベルを上げるために必要な経験値が多いのだと言う。

				『専門ジョブに就くのは、冒険者や一般人でもその道で一流の入り口を目指そうって連中だ。そんなのが新米と同じ速さで強くなれる訳がねぇ』

				　そういうものらしい。

				　因みに、同じヴィダの新種族であるグールに魔物と同じランクがあるのに対して、ダンピールのヴァンダルーにランクが存在しないのは、種族のルーツによる。

				　ヴィダの新種族の内グールのような女神と魔物の混血の種族、吸血鬼、ラミア、スキュラ、ケンタウロス等の種族には、魔物と同じランクが存在し、更に人間としてジョブに就く事が可能だ。

				　しかしヴァンダルーは吸血鬼とダークエルフの間に生まれたダンピールであるため、魔物の血は四分の一。そのため、より人間よりの体質に生まれつき、ランクが存在しない。

				　今はアンデッド化したボークス達巨人種も、女神と巨人神ゼーノの眷属の間に生まれたため生前はランクが存在しなかったそうだ。

				


				　ボークスに相談して、周りよりもレベルが上がり難くても気にしないようにしようと考え、ドラン水宴洞を進んで行った。

				　ここに出現する魔物は主に水棲の種族で、五階以下では大きな魚の胴体から生白い手足を生やした魚人のサハギン、タロスヘイムの水路にもいたフライングシャーク、人の胴体を挟んで振り回せる程巨大な鋏を持つビッグキャンサー、巨大タコのキラーオクトパス等が出現した。

				　サハギンはランク２の、海のゴブリンと評される亜人タイプの魔物で主に槍で武装していたが雑魚だった。

				「これ、食べれませんよね？」

				『そうだな、三日くらい飲まず食わずで餓死寸前だったら美味く感じるかもな』

				　どうやら、素材的な意味でもゴブリンと評されているらしい。

				　フライングシャークはタロスヘイムの水路で何度も戦っているので、皆さほど苦労せず討伐していた。

				「【クイックスラッシュ】っ！」

				　フライングシャークの噛みつきを躱すと同時に、ブラガが短剣術の武技を使ってフライングシャークの首を深々と斬り裂く。

				　ブラガは生まれつき身が軽く俊敏だったが、訓練で更にそれを向上させていた。ズランの指導により斥候職の技術を学び、力よりも早さを活かす短剣術のスキルを獲得。その身の軽さは既に野生動物の域だ。

				　しかも新種たちの中では尤も弱いランク２のブラックゴブリンに産まれついたため、実戦訓練を積んだガランの谷では最低でも同格以上の相手と戦う事になり、大量の経験点を稼いできた。

				　その結果彼は生後半年を過ぎたばかりなのにランクアップし、ブラックゴブリンスカウトになったのだ。

				『我ながら恐ろしい奴を育てたもんだぜ』

				「まあ、確かにフライングシャークの首が半ば切断されてますけど」

				『いや、違う』

				　土気色の眉間を顰めつつ、しかし口元はにやけているという器用な表情でズランは続けた。

				『魔物の斥候職だ。人間より身体能力に優れ、人間並みのスキルを持った斥候職の魔物だ。魔物の中には恐ろしい特殊能力で気配を消して不意を突いてくる種族も多い。だが、奴らは頭が良い訳じゃない。本能だ、本能でやってるだけだ。だがブラガの奴なら気配を消して冒険者達を尾行して回復役を真っ先に暗殺したり、村や町に忍び込んで重要人物を攫う事が出来る』

				「なるほど。ブラガ達は将来有望な工作員になれる可能性が高いと」

				　確かにそれは恐ろしい。ヴァンダルーが苦戦したノーブルオークのブゴガンも、戦闘スキルを高いレベルで修めていた。だからこそヴァンダルーは、肉も骨も切らせなければ勝てなかったのだ。もし彼がただの力自慢だったら、骨は勿論肉だって小指の先ほども切らせずに勝てたはずだ。

				　そんなブゴガンのような脅威の存在にブラガはなれる。特に、正面から突っ込んでこないで不意を突いて脾腹を刺して来るのが恐ろしい。

				　いや、最も恐ろしいのはブラガだけでは無い。ブラックゴブリン全体だ。

				　彼らの中で最も伸びが早いのはブラガだが、ズランによれば今年中には全員ブラックゴブリンスカウトにランクアップするだろうと予想している。つまり、ブラックゴブリン全体が暗殺者や工作員としての才能を持っているのだ。

				　人間の防衛力を掻い潜って、村や町にこっそり侵入する魔物の集団。外見が外見だから長期間の潜入は不可能でも、見張りを始末し城壁の内側から門を開けて外に待機している仲間を引き入れることくらいは出来る。

				「でも最初からそんな恐ろしい存在になるって解って教えてますよね。あの短剣術だって教えたのはズランだし」

				『はっはっはっはっはっ』

				「っていうかズランも魔物ですよね？　アンデッドだし」

				『はっはっはっはっはっはっはっはっ！』

				「本当はちょっと格好を付けながら教え子の自慢がしたかっただけですよね」

				『はっはっはっはっ、御子は察しが良いな！』

				「俺も誇らしいから気持ちが分かるだけです」

				　あの小さかったブラガがこんな立派になってと、微妙に年長者の気分だった。流石に親とは言わないが。

				　彼が自力で魔物を討伐できる強者になり、更にもしまたミルグ盾国の連中が討伐隊を派遣して来た時、頼もしい戦力になってくれるのなら嬉しい限りだ。

				「何の話だ、キング？」

				　スパスパと手早くフカヒレを回収し、肉をサムの荷台の箱に入れたブラガが戻ってくる。

				「ブラガは忍者みたいだなって言っていたんですよ」

				　正直に言うのも照れ臭いのでそう答えると、ブラガだけでは無くズランまで首を傾げた。

				『ニンジャ？』

				「えっ、知りませんか？　ブラガは兎も角ズランまで」

				　ザッカートが異世界の知識や技術を広めようとしていたから、ズランなら知っていると思ったのだが。その後、ヴァンダルーは休憩の度に二人から忍者の話をせがまれるのだった。

				　因みに、ビックキャンサーとキラーオクトパスはランク３で、それぞれ大きい蟹とタコというだけの魔物だったためそれ程苦戦しなかった。

				


				　ドラン水宴洞では、海産物以外にも金属を採掘する事が出来る。金や銀、ミスリル等の貴金属は採れないが、錫や銅、鉄などが採掘できる。

				　そのため鉱夫がピッケルを持って魔物を退治しながら壁を掘るのだ。

				　重い鉱石を大量に背負って外まで持ちだす事は困難を極めるのではないかとヴァンダルーは思ったが、何とダンジョン産の金属は何と金属塊がそのまま出て来るのだ。純度もそのまま金属製品や武具に加工できる程高い状態で。

				　それを聞いた時はヴァンダルーも異世界って便利だなと思ったものだ。

				　タロスヘイムに鍛冶場はあっても鉱石から金属塊を作る製錬場が無かったのは、このためだ。

				　そんな金属塊を背中に背負った鉱夫達と挨拶を交わしたり、一緒に休憩と食事を取ったりしつつ、ヴァンダルー達はダンジョンの攻略を続けた。

				　六階からはランク３に混じってランク４の魔物が出るようになった。

				　体表の色を変えて隠れ潜み不意を突いて襲い掛かるイカの魔物、カメレオンスクイード

				　見かけは一メートル半ば程の巨大な伊勢海老やロブスターだが、触覚が鋭利な刃物のようになっているブレードシュリンプ。

				　一見美しい巨大な花のようだが、麻痺毒を分泌する触手を無数に生やした鮫喰いイソギンチャク。

				　それらはちょっとだけ厄介だった。

				　ブラガの【直感】や【感知】スキル、ヴァンダルーの【危険感知：死】の術で、隠れている魔物の場所はすぐに分かる。

				　そして元よりドランの谷程ではないが過剰戦力である。

				『ウオオオオオッ！　【クイックゥゥゥゥスラッシュゥゥゥゥ】！』

				　叩き割るような勢いで、しかし空を斬るような速さでブレードシュリンプを真っ二つにするズラン。その豪快な短剣捌きは、どう見ても狂戦士のそれだった。

				「ガアアアアア！　【鞭斧】！」

				　くねくねと踊る触手を、更に柔軟なヴィガロの腕によって振るわれる斧が叩き斬っていく。そして鮫喰いイソギンチャクの本体もかち割ってしまった。

				　グールバーサーカーにランクアップしてから、以前より戦闘意欲が増したように見えるのは気のせいだろうが。

				『坊ちゃん、お二人を止めなくても宜しいので？　確かお二人は今回監督役として付いて来たはずですが』

				　ズランと特にヴィガロはランクが高く、今更Ｄ級ダンジョンに出る魔物ではボスでもない限り倒しても碌な経験値にならない。

				　スキルを磨くという点で見ても、相手が自分より格下であるため準備運動以上の意味は無い。実戦訓練としても相手が弱すぎるのだ。

				　寧ろ、格下相手なのでやり過ぎると腕や勘が鈍りかねない。

				　なら何故二人が前に出て暴れているのかというと──

				「まあ、退屈だって言うし」

				　戦わず監督に徹するのに飽きたからだった。

				『まあ、確かにお二人を暇にさせておくのも気が引けますな』

				「それに、二人が戦っている間休憩も出来ますし」

				「それはいいんだけど……本当に食べるの、これ？」

				　キラーオクトパスの足やブレードシェリンプ、そして捕まえた海の魚や貝類の刺身を前に、カチアは顔を引きつらせていた。

				「それは勿論。もしかして、ミルグ盾国ってタコやエビを食べないんですか？」

				　地球でもタコを食べない文化の国はあった。更に古代文明には宗教上の理由で海産物全体を食べないとか、忌避する民族が居たとか、本当かは知らないが聞いた事がある。

				　ならこのラムダでも同じように、更にエビを食べない文化があるのかもしれない。

				「いや、そもそも海が無いからエビは兎も角タコなんて干物でしか見ないし……」

				　そう思ったが、違うらしい。タコは干物として流通しているという事は普通に食べるようだ。じゃあ何故躊躇うのだろう？　ただの好き嫌いかな？

				「じゃあ、魚の方を食べます？」

				「そうじゃなくてっ！　だって生なのよ！」

				「あっ、そっち」

				　どうやらカチアの拒否反応は魚介類の生食に対して出ているらしい。地球の西洋にはカルパッチョとか生で魚や肉を食べる料理があるし、問題無いかと思ったのだが。

				　ラムダにはカルパッチョは存在しないのだろうか？　それともザッカートが寿司や刺身を広めないように、ベルウッドが先んじて「魚の生食は危険だ」と言いふらしたのか。

				「大丈夫ですよ、ほら」

				　しかしカチアが嫌がる一方で、ブラガは旨そうに刺身を食べていた。

				「ウマイっ！　ウマイ！」

				　エビもイカも貝も魚も、次々持ってきたワサビと魚醤に付けて食べていく。本当は魚醤よりも醤油の方がいいのだろうけど、胡桃味噌と団栗味噌から作る醤油は微妙なので魚醤しか持って来ていない。

				　胡桃と団栗が悪いのか、それとも発酵に使っている菌に問題があるのか。何にしても大豆欲しい。

				「ウマイぞっ、カチアも食え！」

				『確かに、このプリプリとした歯ごたえにワサビのツンとした辛さが合わさると絶品ですよ』

				　ストレートに喜びを表し勧めるブラガに、食レポをしながら同じく勧めるサム。しかしカチアは首を横に振った。

				「そ、そうは言うけど人は生で魚を食べないのよ！」

				「カチア、もうグール」

				「そうだったっ！　でもグールだって生じゃ食べないでしょ!?」

				　ゴブリンやコボルト等の魔物は、基本調理をしない。肉も何も生のまま豪快に食べる。他の亜人系の魔物でも精々が肉を焼く程度だ。

				　ただグール達はヴァンダルーが来る前から肉を串にさして焼いたり、大きな葉に包んで蒸し焼きにしたり、原始的だが調理をしていた。

				　やはりグールも実際には巨人種と同じヴィダの新種族であると言う事だろう。

				「でも大丈夫ですよ。鮮度は抜群ですし、【殺菌】に【殺虫】、【消毒】までしたので害になる物は残って無いから」

				　菌や寄生虫が居ても残らず死滅しているし、それらが毒素を残しているとしても文字通り毒を消す【消毒】の死属性魔術も使っている。

				　ここまですれば毒茸だって食べられる。

				「そ、そこまで言うなら……ん？　美味しい？」

				　目を丸くしたカチアはその後、ブラガと同じようにガツガツと刺身を貪ったのだった。そこまで喜ばれると作った甲斐があると、ヴァンダルーも喜んだ。

				　因みに、魔物を倒し終えて戻ってきた二人の内、ズランは『アンデッドになってから生肉が美味く感じて仕方ねぇ』と嬉々として刺身を食べ、逆にヴィガロは「生っ!?　腹を壊すぞ！」とカチアと同じように一旦拒否した後、安全性を説明されてから食べ始めた。

				　因みに十階に出現した中ボスはランク４のサハギンバーサーカーと、ランク３のサハギンパイレーツだった。素材的には価値が無いため、ヴァンダルーの【格闘術】の練習台になってもらった。
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				　ドラン水宴洞の十一階からは、ランク４の魔物がランク３の魔物を率いて現れるようになる。更に罠が仕掛けられている頻度も高くなる。

				　落とし穴の底には毒の塗られた棘があり、天井から鍾乳石に混じって槍が仕掛けられており、壁から斧が飛び出してくる事もあった。

				「キングっ、ここに罠がある！」

				「正解。解除できる？」

				「やってみるっ！　……あっ」

				　ぷしゅーっと毒ガスが噴き出してきたので、ヴァンダルーは【消毒】で毒性を消した。

				「すまん、失敗した」

				「はい、次は頑張ろう」

				『……何で後衛職の御子が罠の場所を真っ先に言い当てるんだ』

				　罠は仕掛けられている種類によっては魔物よりも厄介だ。しかし、ヴァンダルーは発動すると死に繋がる罠を常に発動している【危険感知：死】の魔術で感知する。そのため、実際に調べるブラガよりも早く罠の存在に気が付く。

				　その上このドラン水宴洞の罠は毒に関連する者が多く、【消毒】ですぐに対処できる。

				『御子が居れば斥候職は必要無いんじゃないか？』

				「そう拗ねないで。それにここに来た目的は素材と訓練じゃないですか」

				　なのでヴァンダルーも罠を見つけても報告も解除もせず、まずブラガに調べてもらっている。

				「それに、死に関連しない罠は分かりませんから。例えば、落ちにくい油性塗料が噴き出す罠とか」

				『それは罠と言うより、悪戯ですな』

				　多分上から黒板消しが落ちてくる系の罠は分からないだろう。

				『でもそれ、気がつかなくても別にいいんじゃないか？　死なないし』

				「まあ、そうなんですけど」

				　特にダンジョンだと罠は殺傷を目的にしているのが半分。残り半分は行動の自由を奪ったり、状態異常を起こさせたりして、魔物が侵入者を殺しやすくするために仕掛けられているので、ほぼ感知できる。

				「でもほら、俺がいつもいる訳じゃないですし」

				『それもそうか』

				　そう言いながら進み、野営を挟んで次の日。遂に最下層まで辿り着いた。

				　二百年前は十四階までしかなかったそうだが、ガランの谷と同じように放置されている間に階層が増えて十八階まで潜らなければならなかった。

				　お蔭で十五階の大地底湖から目的だった海藻類の他に、鰹まで手に入ったのは嬉しい誤算だった。

				　タロスヘイムに戻ったら燻製室を作って、鰹節を作ろう。それが難しいなら、干した後燻製にせずそのまま使う戦国時代式にしてもいいかもしれない。

				　そんな事を考えながら足を踏み入れたドラン水宴洞のダンジョンボスの部屋。そこは今迄必ず水辺があったドラン水宴洞の階層とは違い、地面は砂浜のような白い砂で敷き詰められていた。

				『お、今回は水辺は無しか』

				　ズランがそう言いながら、砂の具合を確かめているのか何度も足踏みをする。

				「今回はって、前は水があったのですか？」

				「ダンジョンの内装って、変わらないんじゃないの？」

				　ヴァンダルーとカチアから続けて質問されると、ズランは得意気な様子で答えた。

				『ダンジョンによっては内装の様子が、多少だが変わる事があるのさ。川や湖の水嵩が上下したりな。特にダンジョンボスの部屋は、出現するボスに合わせて変わる事が多い』

				「じゃあズラン、部屋の様子からどんなボスが出るのか分かるか？」

				　ブラガに問われると、ズランは暫く考えてから答えた。

				『水が無いならフライングシャークの上位種か、バレットタートルの上位種だと思うぜ。どっちも空を飛ぶからな』

				「帰った後の宴のメインは、フカヒレか亀肉だな」

				　嬉しそうにヴィガロが斧を振るう。彼の期待に応えるように、部屋の奥から地響きを立てながら魔物達が現れる。

				「亀の方か。小さい方はバレットタートル。大きいの、その上位種か？」

				　そういってブラガが見上げ、カチアが息を飲み、ヴィガロとヴァンダルーが血を滾らせるて見つめるのは、ドラゴンと見紛うばかりに巨大な亀だった。

				　二十メートル以上ありそうなゴツゴツとした甲羅からは、巨大な頭部と柱のように太い四本の脚と長い尻尾が生えている。

				　配下の亀を数匹引き連れたその雄々しい姿に、ズランは緊張が滲んだ声で警告を発した。

				『ヤバい！　こいつはアイランドタートル、裏ボスだ！　油断するんじゃねぇぞ！』

				


				　ダンジョンに出現する魔物のランクは大体決まっている。それを参考に冒険者ギルドはＡからＥ間での等級を割り振るのだが……極偶にその等級以上のランクの魔物がダンジョンボスとして出現する事がある。

				　油断した人間を狩るための魔王の罠か、警戒を怠った人間に喝を入れるための神の試練か、それとも単なる偶然の産物なのか。それは不明だが、冒険者達はこの極稀に出現する通常よりも強いダンジョンボスを「裏ボス」等と呼んで恐れていた。

				「ところでこの亀達、火を吐いたりします？」

				「『しないっ！』」

				　その裏ボスであるらしいアイランドタートルと戦いながら、ヴァンダルーはバレットタートルと戦っている皆に質問するが、この亀たちは火を噴かないらしい。

				　地上を歩いている時はアイランドタートルのおまけにしか見えなかったバレットタートルだが、頭と脚を甲羅に引っ込めると風属性の魔力を纏って飛び上がり、高速回転しながら襲い掛かってくる実に厄介な魔物だった。【飛行】の無属性魔術で空が飛べるヴァンダルー以外はすぐ対応できず、彼は今一人でボスであるアイランドタートルの相手をする羽目になっている。

				「ぬぅっ、速い上に硬い！　しかも連携が取れている！」

				『こいつ等の甲羅の硬さ鉄以上だ！　生半可な攻撃は武器を痛めるだけだぜ！』

				「慌てずにそいつらの相手をお願いします、俺はその間──」

				　アイランドタートルがくわっと口を開いてヴァンダルーに襲い掛かるが、彼はそれを回避しながら言った。

				「オリハルコン製のドラゴンゴーレムに対する予行練習をしていますから」

				　アイランドタートルは、今までヴァンダルーが戦った事がない巨大さだ。ヴィダの遺産を守るドラゴンゴーレムにも、大きさだけなら負けていない。しかしランクは６で、密林魔境で戦ったノーブルオークのブゴガンよりも弱い相手でしかない。

				　だが魔物との実戦経験を重ねているヴァンダルーは、知っている。ランクでは測れない強さもあるのだと。その強さの一端は、アイランドタートルが素早く頭を甲羅に引っ込めた次の瞬間明らかになる。

				　超高速、大質量の頭突きである。首の筋肉の瞬発力を最大限発揮し、硬い鱗に覆われた頭部でヴァンダルーを叩き潰そうとする。

				　それを迎撃するためにヴァンダルーも【魔力弾】を放つが、どうやら頭部に手下のバレットタートル同様に風属性の魔力を纏っているようで、【魔力弾】の軌道がそれで逸らされてしまう。

				「【吸魔の結界】、【停撃の結界】」

				　ならばと魔力を吸収する結界と、エネルギーを吸収する結界を張り、それでどうにか高速頭突きを止める。

				「【吸魔の結界】は兎も角、【停撃の結界】は大体持っていかれますね」

				　ブゴガンの魔剣による猛攻を防ぎ切った【停撃の結界】だが、アイランドタートルの頭突きはそれ以上の負担を結界にかけていた。何故なら、ブゴガンの剣よりもアイランドタートルの頭突きの方が、働く運動エネルギーは圧倒的に上だからだ。

				「大きくて重い相手からの攻撃を防ぎ続けるには、【停撃の結界】には不向きか」

				　頭突きを防がれた怒りにギラつく巨大な瞳に睨まれながら、ヴァンダルーはそう感想を口にして、【魔力弾】を放った。

				「ＫＵＯＯＯＯＯＯＯＯ！」

				　至近距離で直径一メートルの魔力の塊を、何発も頭部に叩きつけられるのは、巨大なアイランドタートルでも無視できない痛手だったらしい。【停撃の結界】から無理矢理頭部を引き抜き、悲鳴を上げる。ただ、致命傷という程ではないようだ。

				「ヘルハウンドでも当たれば一撃で倒せる【魔力弾】を頭部に受けて耐えるとは、なんてタフな奴でしょう」

				『そう言えばアイランドタートルは【魔術耐性】スキルを持ってる事が多いって聞いた事があった！』

				「耐性スキルとは厄介ですね」

				　ヴァンダルーはそう唸るが、アイランドタートルはよろけるように後ずさって距離を取ると、鞭のようにしなる長い尻尾で彼を狙う。明らかに頭突きより威力も速さも劣る攻撃だが、もう二度と頭部で【魔力弾】を受けるつもりはないようだ。

				　それを【飛行】で掻い潜って回避したヴァンダルーは、今度はアイランドタートルの名前の通り島と見紛うばかりに巨大な甲羅の上に着地する。手足の鉤爪を伸ばして取りつき、次の手を打った。

				「【抜き手】」

				　甲羅の境目に左手で、鉤爪付の抜き手を叩きこむ。結果、甲羅の表面に小さな傷を残し、バキっという音を立てて鉤爪が何本か折れた。

				「まあ、ですよね。では集中して【限界突破】、そして極限まで搾った魔力を込めて【身体能力強化】、【抜き手】！」

				　億単位の魔力を持つヴァンダルーの魔力に関するさじ加減は、かなり大雑把だ。優秀な魔術師なら一にも満たない微細な魔力を操作する事が可能だが……今のヴァンダルーの場合、集中しても十万から数万単位での操作が限界だ。

				　そして一流とされる魔術師の平均的な魔力の総量は一万である。

				「ＧＵＯｏｏｏｏｏｏｏ!?」

				　アイランドタートルの絶叫と鈍い破砕音が響き渡る。一流の魔術師十人程が全身全霊の魔力を振り搾ったのと同じ量の魔力で、無属性魔術の【身体能力強化】で強化された【抜き手】を叩きこまれた甲羅が割れたのだ。
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				「……この作戦、もう止めよう」

				　しかしヴァンダルーの負った代償も大きかった。右手の鉤爪は全滅。骨も複数個所で折れ、筋肉が断裂している。彼の幼い肉体は、大量の魔力による強化に耐えられなかったのだ。【身体能力強化】の大部分を鉤爪に集中していなかったら、腕全体が弾け飛んでいたかもしれない。

				　だがその甲斐あって目に見えてアイランドタートルの動きが鈍くなった。

				「ぬぅっ！　またあいつが無茶をした気がする！」

				　アイランドタートルの甲羅が割れるのを見てズラン達は喝采をあげたが、ヴィガロはそう唸った。出し惜しみをしている余裕は無いと判断し、【限界突破】スキルを発動して身体能力を限界以上に高める。

				　そして自分に向かってくるバレットタートルの甲羅を、【鞭斧】で強引に叩き落した。高速回転する硬い甲羅を無理に攻撃した事で斧を握る彼の手に衝撃が伝わり、痺れを覚える。

				「グオっ!?」

				　その隙を待っていたかのように、他のバレットタートルが彼に体当たりをした。回転し続ける甲羅に腹を打たれ、ヴィガロがよろめく。

				「ヴィガロ、無茶してるのお前！」

				「オオオオオオオっ！　無茶……じゃない！」

				　よろめいたヴィガロはその場に踏みとどまると、何と鉤爪を伸ばした左手でバレットタートルの甲羅を掴もうと試みた。当然激痛が走るが、彼の強靭な肉体と鋭い鉤爪を振り払う勢いはバレットタートルにも無く、遂に回転を止められてしまう。

				　そして動きを止められたバレッドタートルは、ただ甲羅が硬いだけの亀だ。ヴィガロは甲羅の隙間から肉に鉤爪をねじ込み、止めを刺した。

				「痛くない！　だから無茶じゃない！」

				「絶対嘘だ！」

				『【限界突破】と【痛覚耐性】で我慢してるだけじゃねぇか！　だが数さえ減らせればこっちのもんだっ！』

				　バレットタートルの数が減れば、連携にも穴が生じやすくなる。ヴァンダルーとヴィガロに続けと、ズランも攻勢に出た。

				「あたしだってっ！」

				　カチアも触発されたのか、回避に専念するのを止めて剣を、刺突の型に構える。

				「カチアっ、お前、まだ無理！」

				「無理じゃないっ！　【即応！】」

				　止めるブラガに構わず、カチアは武技で反応速度を上げ、最低限の動きでバレットタートルの攻撃を避けると甲羅の側面に必殺の突きを放った。

				「【突貫】！」

				　刺突の速度と威力を上げる剣術の武技。ここにグール化した事で冒険者時代よりも格段に上昇した筋力が加われば、バレッドタートルを側面から貫ける。

				　ぱきぃぃぃん。

				「えっ!?」

				　カチアの目算は、彼女の剣と共に砕け散った。

				　目を見開き、呆然とする彼女に他のバレットタートルが迫る。【即応】のおかげでそれに気がつくが、【突貫】は威力と速度は高くなるが使用後の隙が大きい。意識は気がついても、身体が追いつかない。

				「やらっ──」

				「せないので大丈夫」

				　もうダメだと思ったカチアの前で、バレットタートルが突然落下して砂にめりこんだ。

				「ヴァ、ヴァンダルー!?」

				　カチアの前には、彼女を助けるために【飛行】で駆けつけたヴァンダルーの小さな背中があった。

				「【吸魔の結界】で風属性の魔力を吸えば、バレットタートルは動けなくなります。大丈夫ですか？」

				「それより、君がここに居るって事は──」

				「ええ、野放しです」

				　アイランドタートルが何度目かの絶叫を上げる。それは、自分の甲羅を割った小さな敵の姿を見つけ、せめて道連れにしてやろうという覚悟が込められていた。亀とは思えない猛烈な勢いで、自爆覚悟のアイランドタートルが迫ってくる。ズランやヴィガロはまだ残っているバレッドタートルのせいで咄嗟に動けない。

				「御子、カチア、飛んで逃げろ！」

				「すみません、【飛行】はちょっと……慣性の法則で内臓と右腕が……」

				　そう言って砂地にうずくまるヴァンダルーを、カチアは咄嗟に担ぎ上げて走り出そうとした。自分を庇うために無理をさせて死なせてしまうなんて、とても耐えられない。せめて彼だけでも逃がそうと覚悟を決める。だが、担ぎ上げた時に気がついた。猛烈な勢いで迫っているはずのアイランドタートルが、全然近づいてこないということに。

				「あれ？」

				「【飛行】はきついので、足元の砂をサンドゴーレムにしました。砂全体が流れるので、あの亀は死ぬまで俺達に近づけません。……魔力的に、凄く消耗しましたけれど」

				　うずくまったあの時、ヴァンダルーはこの部屋の砂を莫大な魔力でゴーレム化させ、【ゴーレム錬成】スキルで操った。アイランドタートルは今、砂製のランニングマシンの上で走っているのと同じ状態なのである。

				（ドラゴンゴーレムとの戦いの予行演習のつもりだったけれど、駄目過ぎだ。ゴーレムに効かない毒は使わずに勝てたけれど、ドラゴンゴーレムがいる部屋の床には砂が無いから、この手は使えないのに）

				　そうため息を吐くが、すぐ気分を切り替えたヴァンダルーはブラガに呼びかけた。

				「このまま死なれると俺に経験点が入らないので、弱って動けなくなったら止めを刺してください」

				「分かった！」

				『おし、こっちも片づけるぞ！』

				　アイランドタートルは体力が尽きて動けなくなったところにブラガが首を何度も斬って止めを刺し、残りのバレッドタートルもズランとヴィガロが倒していった。

				「帰ったら新しい剣を貰いましょう。宝物庫に良い物があれば、それを使っても……どうしました？」

				　ヴァンダルーが自分を抱き上げたまま呆然と座り込んでいるカチアにそう声をかけると、何と彼女は涙ぐんでいた。

				　もしかして、もっと早く助けた方が良かったかな？　様子を見ていた時間長過ぎ？

				　そう思いつつ狼狽していると、遂に彼女はポロポロと涙を零した。

				「ごっ……ごべんなざいぃ……」

				　何故俺に謝るの？

				　そう聞きたかったが、ヴァンダルーは泣きだしてしまったカチアをとりあえず慰める事にした。

				


				「私っ、オークに捕まる前からっ、限界を感じててっ……うっ、それで、グールになったんだけど、それでもっ……」

				「うんうん、つまり焦っていたと」

				　カチアは早熟だった。冒険者になってからメキメキと力を付け、同期と差をつけ先輩に追いつき……壁にぶち当たった。

				　それは強固な鉄の壁では無く、泥のように柔らかい壁だった。徐々にレベルが上がり難くなって、どんなに訓練や実戦を繰り返しても技術の向上は亀のように遅い。スキルレベルはいつ上がるのか、予想も出来ない。

				　気にする必要は無い、私は強さの成長期が過ぎただけだ。これからは一歩一歩強くなればいいだけだ。

				　そう自分に言い聞かせても、一度は追いついたはずの先輩の背中は見えず、同期の仲間は彼女を抜き去って行った。後輩達には今にも追いつかれそう。

				　冒険者ギルドで耳に入ってくる、引退した女冒険者の話題が急に現実味を持って感じられた。

				　もしカチアが十分な財産を貯めていたなら、同じように引退していたかもしれない。しかし彼女はまだＤ級に上がったばかりで、今までの稼ぎは全て装備と生活費、そして親が残した借金を返す事で使い切っている。

				　贅沢をした訳でも無いのに、数か月分の生活費しかない。

				　専属の護衛として雇ってもらえるコネもないし、彼女が活動していたミルグ盾国では事務方なら兎も角前線に出る兵士に女は採用されない。

				　だからいつ実を結ぶともしれない努力をしながら冒険者を続けるしかなかった。

				　カチアは弱くなったわけではない。しかし周りの冒険者達は彼女をおいて強くなる。割の良い依頼は中々取れず、魔境でも素材が高く売れる魔物は彼女の手に余り、腕の良い冒険者が先に狩っている事が多い。

				　もういっそ、適当な男でも落として結婚に逃げようか。

				　そう思っている内にオークに捕まり、彼女は絶望した。このまま死ぬまでノーブルオークの仔を産むだけの生活なんだ。こんな事なら、冒険の途中で死んだ方がマシだった。あの、まだ夢を持てていた時に。

				　しかしカチアはグール達に助けられ、ヴァンダルーに誘われて人からグール化する事を決める。

				　グール化したカチアは、自分は生まれ変わったのだと思った。

				【怪力】や【痛覚耐性】と言ったスキルを獲得し、能力値も上がった。明らかに人種だった時よりも強くなっている。

				　これで自分はもっと強くなれる。プライドを、夢を取り戻せる。そう思った。

				「でも周りの皆が自分より早く強くなるので、焦りが募ったと」

				　それで焦って自分なら出来るとあの行動をしたわけだ。

				「゛え゛う〜……」

				　泣きべそをかくカチアの事情は概ねこんな感じである。

				　カチアの事情をヴァンダルーが聞いている間、ヴィガロ達は宝物庫から財宝やアイテムを回収しサムの荷台に積んだ。そして彼女が話終わるのとほぼ同時に、ダンジョンの出入り口から外に出た。

				


				　外の空気を吸いながら、ヴィガロ達はこれからヴァンダルーがカチアに説教を始めるのだろうと思っていた。

				　カチアはサムの荷台が収穫物でいっぱいなので、ヴァンダルーが作ったゴーレムによって彼と一緒に運ばれている。それをブラガが羨ましそうに見上げていた。

				　ヴィガロにとって人種の事情は分からないが、伸び悩んでいる事に焦る気持ちは分かる。しかし、それで無謀な行動をするのはダメだ。自分の死は集落の戦力低下に繋がるからだ。

				　だから気持ちが分かったとしても、叱らなければならない。しっかり叱りつけて、教えて、焦らないようにしなければならない。それが集落の長と言うものだ。

				「気持ちはわかります。本当に分かります」

				　しかしヴァンダルーの言葉は中々続かない。

				「ヴァ、ヴァンダルー？」

				　続きはどうしたと名前を呼ぶが、ヴァンダルーの口から出たのは説教でも叱責でも無かった。

				「俺にも、散々覚えがありますから」

				　何と共感である。しかし、ヴァンダルーにはカチアの持っていた焦りは分かり過ぎるほど分かるものだった。

				　地球ではいくら努力しても成績は平均点をやや超える程度だったし、バイトではいつまでも先輩に叱られたし、友達は出来ないし。やっとの思いで貯めた金で修学旅行に参加してみれば、周りはリア充ばかりで疎外感を景色を見る事で誤魔化さなければならなかった。

				　自分の位置は変わらないはずなのに、周りがどんどん上に行くから相対的に自分が落ちていく感覚。

				　それはとても恐ろしい。誰が悪い訳でも無いのに。……ヴァンダルーの場合悪いのは伯父だろうが。

				「今でも焦ります。母さんの仇の内、老人のゴルダンは兎も角ハインツはまだ声からして若かったので、今頃もっと強くなっているだろうし、それに比べて自分はと」

				　当時のハインツはＢ級。あれから三年経つ、今頃はＡ級になっているかもしれない。こうしている間にも、更に強くなっているに違いない。

				　更に雨宮寛人達転生者は、今頃オリジンで高いレベルの訓練やら実戦やらを重ね、経験を積んでいる事だろう。彼らにはヴァンダルーが受けた【前世経験値持越し不能】の呪いをかけないだろうから、このラムダに転生した時そっくりそのまま活かされる事になる。

				　軍人なのかエージェントなのか、転生者達がオリジンでどういう立場なのか正確には分からないからどんな経験を積んでいるのかあやふやな推測しか出来ないが、チート能力以外でも一流のスキルを持っている可能性が高い。

				「じゃあ、何でそんなに落ち着いて居られるの？」

				「俺の場合は、手段を選ぶつもりが無いので。あいつが幾ら強くなっていても、不老不死にはならないでしょうし」

				　毒を盛り、病をばら撒き、不意を突き騙してでも、殺す。何ならアンデッドやゴーレムを何千と作って囲み、数の力で圧殺しても構わない。

				　卑怯卑劣と言われても気にしない。最終的に勝てばいいのだ。

				　転生者の場合は……まあ、向こうがどうしてもヴァンダルーを殺すと言うのなら同じように対応するしかないだろう。実際、彼らも不老不死では無いのは一緒だ。

				　だが、できれば百人全員と戦うような展開は避けたい。彼らの事は気に入らない、感情的に許す事は出来ない。しかし最終的に自分が勝てなければ意味が無いのだ。

				　話し合い、謝罪の一言でも引き出したら適当に距離を置き、転生者達がこの厄介な世界を発展させるために四苦八苦するのを横目に、美食でも楽しみながら皆と安楽に暮らせれば十分復讐だろう。

				「じゃあ、私の場合はどうすればいいの？」

				　落ち着いてきたカチアに、ヴァンダルーは少し考えてから答えた。

				「剣は一先ず置いて、魔術の修行もしてみたらどうでしょう？　グールの女は魔術に対する適性が高いはずですから」

				　単なる器用貧乏になるかもしれないが、現在進行形で伸び悩んでいるのだから手数を増やすのは悪い事ではないだろう。

				「……うん、やってみるけど、もしダメだったら？」

				「ダメだったらですか？　その時はまた相談に乗りますよ」

				　ヴァンダルーはカチアに対して責任があると考えている。何故なら彼女達をグールにならないかと誘ったのは自分だからだ。文字通り人生を変えた訳だ、元に戻れない一方通行である事を知っていて。なら、その後も世話をするのは人として、人で在りたいと願うのなら当然だと考えている。

				　そもそも人が困っていたら力になりたいと思うのが、人の在り方ではないだろうか。人という字は支え合っている姿だと、誰かも言っていたような気がするし。

				「そう、相談乗ってくれるんだ」

				「魔術もダメなら魚醤や味噌作り専属になるとか、色々ありますし」

				「んー、もう一声」

				「じゃあ、サリア達と一緒にメイドさんですか？」

				「メイドか……まあ、今はそうよね」

				　何故「今は」とつくのだろうか？　それとも彼女は実はメイドに憧れていた過去があるとか。子供の頃の夢はメイド長なのか。

				「うん、やる気出て来たっ。どれくらい出来るか分からないけど、帰ったら早速魔術を頑張ってみるわね！」

				　それは兎も角、立ち直ったようなので何よりだ。

				「バスディアの競争相手が増えたな」

				『良いじゃねぇか、英雄ってのはモテるもんだぜ』

				「俺もモテたいな、ベルグみたいに」

				　……何かフラグを立てたのかな？

				　今は昆布や鰹出汁で味噌汁を作るのが楽しみだから、別にいいか。

				──────────────────────

				　名　前：カチア

				　ランク：３

				　種　族：グール

				　レベル：２４

				　ジョブ：戦士

				　ジョブレベル：７７

				　ジョブ履歴：見習い戦士

				　年　齢：１９

				・パッシブスキル

				　【暗視】【痛覚耐性：レベル１】【怪力：レベル１】【麻痺毒分泌（爪）：レベル１】

				・アクティブスキル

				　【剣術：レベル３】【鎧術：レベル１】【盾術：レベル１】【解体：レベル１】

				──────────────────────

				



〈了〉
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				　ブラックゴブリンのブラガは、ダンジョン攻略を終えてタロスヘイムに帰った次の日、ある日記を持って仲間達と一緒に町の広場に集まっていた。

				「フゴ。キング、どうだった？」

				「また面白い戦い方したぞ。絶対キングしか出来ない」

				「本当か？　詳しく話してくれよ」

				「私も一緒に行きたかったな～」

				　仲間達とはブラガと同時期に生まれた新種族の者達、オーカスのゴーバ、アヌビスのゼメドとメメディガ、そして他数名だ。

				「じゃあ、早速キングの観察日記に新しく書き加えよう」

				　その仲間達で何をするのかというと、彼らにとってある意味親にも等しい存在であり、同時に最も奇妙な存在であるキングこと、ヴァンダルーの観察日記を書く事である。

				　元々日記を書く事は、文字の練習になるからとヴァンダルー自身から勧められた。乾かした木の皮や葉を紙代わりに、そして魔物の体毛を使った筆と石を粉状に砕いて作った岩絵具モドキをインク代わりにして書いている。

				　最初の頃は本当にただの日記だったのだが……気がつくと日記の内容に頻繁にヴァンダルーが登場するようになった。そのため日々の出来事を書く普通の日記と、ヴァンダルーについて書く日記を、分けた方が良いのではないかという話になった。そうしてヴァンダルーの観察専門の日記が書かれるようになったのである。

				　絵と文章でヴァンダルーについて書かれた日記は、プロの研究者が書いたような専門性は無いが、ブラガ達の無邪気な発想が活かされており、とてもユニークな内容になっている。

				「こんなゴーレムを作ってた」

				「むぅ、絵だと分かり難いぞ」

				　ダンジョンであったことをワイワイと仲間に話しながら、ブラガは日記を更新していく。ヴァンダルーがどんな魔術を唱え、どんなゴーレムを創ったのか、彼らなりの絵と文字で記されていく。

				「それと、キングがモテてた」

				「相変わらずモテるな、キング。ヴィガロみたいだ」

				　だが、ブラガ達はヴァンダルーの魔術だけでは無く言動や思考にも注目している。何故なら彼らにとってヴァンダルーは母親のグールを除けば、最も身近なヒーローだからだ。

				【ゴーレム錬成】で石造りの建物を、粘土細工のように直し、グールの大人達よりも計算が出来て、難しい漢字も知っている。そして遊びやおとぎ話を教えてくれる。ヴァンダルーはゴーバ達のヒーローだった。

				　彼がブラガ達に教えたのは『地球』の遊びやおとぎ話をこの世界風に直したものだったし、この世界にも鬼ごっこ等の簡単な遊びや、子供に聞かせる類のお話は存在する。だが、ゴーバ達にとって重要なのは教えたのがヴァンダルーであるという事だ。

				　観察日記を書いているのは、彼らなりの憧れの現れである。

				「観察日記も結構な量になって来たから、最初から読み直してみよう」

				「ゼメド、何でだ？」

				「母さんが復習は大事だと言っていたからだ」

				「それは大事だな。復習しよう」

				　そして日記の更新を終えたブラガ達は、ゼメドの提案で日記を最初から読み直す事にした。

				「この頃の字と絵、下手だな。誰が書いたんだ？」

				「皆だ。皆で頑張って書いた」

				　観察日記の最初の頃は、ヴァンダルーに関する事がとめどなく書かれていた。かくれんぼの時サムの荷台の裏にくっついて隠れていたり、虚空を見つめながらブラガ達には見えない人と会話していたり、骨熊の肋骨の内側で丸くなっていたり。

				　だがすぐに当時のブラガ達にとって衝撃の事実が明らかになった。なんと、ヴァンダルーは子供だったのだ！

				「俺、キングは大人だと思ってたから、とても驚いた」

				「フゴフゴ、全然大きくならないから、俺も大人だと思ってた」

				「あの頃は、ダンピールはキングみたいに小さいままの種族だと思い込んでいたもんな」

				　ブラガ達は、自分達と違って短い期間で大きくならないヴァンダルーを、既に成人して成長しきった大人なのだと思い込んでいたのである。

				「普段から大人っぽかったもんね。勉強も教えてくれたし、魔術も上手いし」

				　ブラガ達がそう思い込んだのは、メメディガが言ったような理由と、彼らが姿の異なる種族と共存する集団で暮らしている事が原因だ。

				　だから、いつまでも小さいままのヴァンダルーについても「違う種族だから」と奇妙に思わず、本人や大人達に質問しなかったのだ。

				　ヴァンダルーがまだ子供である事を知ってからは、日記にヴァンダルーの大きさについて不定期的に記されるようになった。

				「キング、よく見ると少しずつ大きくなってる」

				「フゴ？」

				　ただあまり正確に計測した訳ではないので、感じ方には個人毎に差がある。ブラックゴブリンやアヌビスよりも、ずっと大柄な種族であるオーカスのゴーバ等にとっては、ヴァンダルーの成長は全く実感できないものだった。

				　日記にも、ゴーバ達が書いた時はキングが小さいと頻繁に書かれている。

				「だけど、キングが子供だと知った時よりも驚いた事があったな」

				「うん、キングが男だと分かった時」

				　日記を更に進めると、大きな字でヴァンダルーが男である事が分かったと記されている。ブラガ達も別に、ヴァンダルーの事を女だと思っていた訳ではない。ただ、彼の見た目と特徴から性差を感じなかったため、性別を認識していなかったのだ。

				　彼らの中でヴァンダルーは、性別：キング（ヴァンダルー）だったのである。

				「でもキング、男なのに中々筋肉つかないな。あんなに欲しがっているのに」

				「手足も、首も細い。ブラガより細い」

				　何故だろうと、首から下は成人男性の肉体を持つゼメドと、まだ成長途中だが十分巨漢の域に達しているゴーバが首を傾げる。

				　ゼメドは鍛え上げられ引き締まったマッチョ体型、ゴーバは筋肉の上に脂肪を蓄えたあんこ型プロレスラーのような体型をしている。どちらもヴァンダルーが羨む逞しい肉体の持ち主だ。

				「やっぱり、種族の違いのせいじゃない？　ビルデ達の子供も私達と比べるとずっとゆっくり成長しているし」

				「あと、キングが世界のホウソクがどうとか、難しい事を言っていた」

				　女性のメメディガは魔術も使うが武術の訓練も同様に受けているため、人種の一般的な女性よりも鍛え抜かれた身体つきをしている。

				　敏捷性に特化しているブラガはこの中で唯一細身だが……それは無駄の無い体型をしているだけであり、決してひ弱な訳ではない。

				「世界のホウソク……キングは難しい事を知ってるな」

				「ああ、世界のホウソクなら仕方ない」

				　絶対理解していない口調で頷き合うゴーバやゼメド。ちなみに、ヴァンダルーの言う世界の法則とはステータスや能力値が存在し、それが【怪力】等のスキルによる補正で強化される世界における、物理的な筋肉量に関するあれやこれやの事である。

				　地球ではありえないが、この世界にはマッチョ相手に純粋な力勝負で勝つ針金のような体つきの人物が存在するのだ。そんな世界で、能力値的な力では無く、物理的な筋肉量を増やす効率の良い方法は存在するのだろうか。

				「きっとキングも、ホウソクは分かってないと思う。キングが分かったら、俺達も教えてもらおう」

				「そうだな」

				　既に筋肉を持っている側のブラガ達は、持たざる者であるヴァンダルーにとって重要な問題を軽く棚上げして、日記を進めていく。

				「キング、ゼメド達と同じ走り方をし始めたの、この頃か」

				「フリスビーを作るちょっと前ね。あれ、楽しいわよね～。投げるのより、追いかけて受け取るのが」

				　ヴァンダルーが四足走行を本格的に始めたのは、ゼメド達に走り方を教わってからだ。

				　グールの男達も長い腕を使ってゴリラのように走るが、ヴァンダルーの体型ではそれを真似する事が不可能だった。それで体型の近いゼメド達の四足走行を参考にして、鉤爪で地面を捕えて走る方法を編み出したのだ。

				「あれからキングは速くなったよな。壁も駆け上がるようになったし」

				「フゴ、俺、もう追いつけない」

				　二足より四足が速いダンピール。……日々の生活は文明的になっているのに、本人がどんどん野生児っぽくなっているのは何故なのか。

				　だが、それを疑問に思う者はこの場にはいないのだった。

				「ダンジョン攻略をするようになってから、キング、強くなった」

				「前は魔術を使わないと強くなかった。ブラガ、この前のダンジョンでキングどうだった？」

				「強かったぞ。それに面白かったし、美味しい物も食べられた」

				「フゴ、やっぱり俺も一緒に行きたかった」

				　ブラガ達も世界的には魔物とされる存在だ。そのため、本能的に他者を評価する際に強さを重要な要素だと認識している。彼らは弱いからと言って軽蔑する事は無いが、強い者はそれだけで尊敬に値するのである。

				「キングって、これからどれくらい強くなると思う？　ボークスより強くなるかな？」

				「きっと強くなる。大人になって……大人のキング？」

				「……大人になったキングって、どんな感じなのかしら？」

				　そしてブラガ達の関心は、ヴァンダルーの強さから大人に成長した時の、彼の姿形へと移っていった。産まれた時は小さかった自分達が、成長するとこんなに大きくなれたのだ。ヴァンダルーならきっと、自分達以上に凄い成長を……大きく姿形が変化するに違いない。

				　その確信がブラガ達にはあった。

				「よし、今日はキングの予想図を描こう！」

				「面白そうっ！」

				「やろう、やろう！

				　テーマを決めたブラガ達は、「大人に成長したヴァンダルー」の姿を思い描き、別々の木の葉や皮にそれを描いて行く。

				「大きさはどれくらいになるかな？　俺、ボークスとヴィガロの間位だと思う」

				　三メートル以下二メートル強以上の身長。

				「きっと牙と鉤爪が大きくなって、鉤爪からは毒が出るようになると思うな。母さん達みたいに」

				　肉食恐竜のような牙と鉤爪。しかも鉤爪は、分泌している毒によってどす黒く変色している。

				「腕は長くなるんじゃないか？　男だし、四足で走るし、ダンピールだけどグールキングだし」

				　直立していても地面に手の甲が着くほど長い両腕。

				「じゃあ、翼が生えるかもしれないわ！」

				「メメディガ、それは無いんじゃないか？」

				「でも、キングって魔術でよく飛んでいるじゃない。だったらその内翼が生えて来てもおかしくないでしょう？」

				「それもそうだな！」

				　精神が幼く知識が少ない故に起こる、謎の理論の飛躍。そしてそれを止めるどころか、逆に感化されてしまう一同。

				「じゃあ、翼は翼竜みあいなのかな？　鳥みたいなの？　それとも蟲の羽の方がいいかな？」

				「う～ん……分からないから、全部生やしちゃえ」

				「そうだ、尻尾！　尻尾も生やそうぜ！」

				「耳も増やそうよ！　私達みたいな耳！」

				「じゃあ、俺達みたいな鼻もつける。ブラガは？」

				「俺はいいや。キングの耳、最初から俺達と同じだし。それより色は変わるかな？」

				「多分、白いままじゃないかな？　俺はその方が好きだなー」

				　こうしてヴァンダルーの予想図が完成に近づいて行った。

				


				「わーお」

				　そして完成した、「僕達が考える大人に変化した最強のヴァンダルー予想図」を見せられたヴァンダルーの第一声が、それだった。

				　何と言うか衝撃的である。満面の笑顔で「一番上手く描けたのを持ってきた！」と言っているブラガ達に、悪意の欠片も無いだけに、尚更。

				　彼の前には……頭や胴体が子供の比率のままヴィガロよりも巨大化し、口からはみ出る程長い牙を生やし、グールの男達のように長い腕とどす黒い鉤爪を生やして、更に背中からは皮膜と羽毛と蟲の羽の三対の翼を生やしたヴァンダルーの姿があった。……後、よく見るとヘビのような尻尾も生えている。

				　頭頂部からは犬の耳が付け足され、鼻は豚のものに変化している。髪と肌の色は白いままだが、それが逆に不気味さを演出している。

				「どうだ、キング!?」

				「……ありがとう。俺、頑張って大きくなりますね」

				「うん、頑張れ！」

				「皆、応援してるぞ！」

				　もしタロスヘイムが後世まで国家として存続する事になったら、ブラガ達の観察日記とこの絵は後の歴史家達にとって貴重な歴史的資料になるのかもしれない。

				　その時歴史家たちがどんな顔でこの絵を見るのか、見てみたい気がする。ブラガ達の笑顔を見ながらそう思うヴァンダルーだった。

				



《特別収録／ヴァンダルー観察日記・了》









あとがき

				


				　初めての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。私、著者のデンスケと申します。

				　本作を手に取って頂き、ありがとうございます。前巻から間が空いてしまい、誠にすみません。

				　この三巻ですが、主人公は新天地に向かい、グール達の集落とは違った冒険を繰り広げる事になります。新たなキャラクターとの出会い、都市の復興、修行。そして一巻で行ったダンジョン探索。

				　グールの集落から集団で引っ越した事で舞台がより規模が広がり、それに比例して主人公たちの活躍も大きくなったと思います。新天地での日常も合わせて楽しんで頂ければ、幸いです。

				　もっとも、身体的にはあまり大きくなっていませんが。一巻で一歳、二巻で二歳……巻数と同じだけしか成長していない主人公に、今更ながら「スローペース過ぎたかな」と苦笑いしています。しかしあまり速く成長させると、主人公の母親の仇の一人であるゴルダン高司祭が老衰で亡くなってしまう可能性もあるので、仕方ありませんね。

				


				　表紙を飾るキャラクターの一人、エレオノーラが属する邪神派吸血鬼達もこの巻から本格的な登場となります。前巻では、使い魔のコウモリを通して出て来ただけでしたからね。ダンピールである主人公との因縁も深い集団ですので、彼女達の行動にもご期待ください。

				　またこの巻からゾンビ系のキャラクターが登場します。アンデッドを仲間とする主人公なのに、ゾンビが出ていない！　とご不満をお持ちの方々も満足していただけるのではないでしょうか。旺盛な食欲と闘争本能を生き生きと描写で来ていれば幸いです。人間を噛んだりはしませんが。

				　そして既存のキャラクターの成長と活躍も見逃せません。主にランクアップや、主人公が無茶をするのを諌めたり、助言をしたり、されたりします。

				


				　ここまでつらつらと述べたのは何故かと言いますと……どうか応援よろしくお願いします。

				　よし、今回も近所を徘徊しないで書けたぞ。このあとがきを書いている頃は十二月下旬で、寒い時期だったので、徘徊出来なかったとも言いますが。皆様も健康にはご注意ください。

				　忙しい中出版に尽力してくださった一二三書房、編集担当、素敵なイラストを描いてくださるばん！さん、この本の出版に関わった全ての方々。

				　そしてこの「四度目は嫌な死属性魔術師」を応援してくださる全ての読者の方々に、心からお礼を申し上げます。

				　それではまた次巻で、出来れば近いうちに会える事を心から願っております。
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デンスケ

埼玉県在住。子供の頃ライトノベルにはまり、自分でも書くようになってから約二十年。王道ファンタジー作家を目指していたはずが、道からスピンアウトする事数え切れず。紆余曲折を経て第四回ネット小説大賞を受賞し、作家デビューに至る。好物はピザと鳥皮せんべいで、日課は腹筋運動。好きなヒロイン属性はアンデッド。
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